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Ａ慨 要

芸作物部'１Ⅲ強化に伴い、作物科が畑作園芸科と改称され

た。

昭和６１年１２月には、農（畜）試整備計画により庁舎

がjP1築され、共同実験室および研究室、会議室が拡充さ

れた。

平成４年、道立農業試験場の研究基本計画に基づく再

編縦('iliにより研究部長が置かれ、畑作園芸科が廃止され

るとともに､作物科と園芸科が独立の科として新設され、

てん菜科はてん菜特産作物科、病虫予察科は病山科と改

称された。

平成６年には、そうか病総合プロジェクトチームが設

置され、病虫科、作物科及び土壌肥料科の研究員が担当

することとなった。

平成７年（1995）は、明治２８年（1895）に十勝農事

試作場が開設されてから１００年にあたり、十勝農業試験

場100周年記念の事業を行った。

平成１２年には道立農試組織再編に伴い、作物研究部、

生産研究部及び技術普及部、総務課の３部１課編成とな

った。うちぃ作物研究部は、大豆科、小豆菜豆科、てん

菜畑作圃芸科、管ju1科の４科、生産研究部は栽培システ

ム科、栽培環境科、病虫科、経営科の４科構成となり、

専''１技術員室は技術普及部に名称変更となった。また、

実証11『業を中心とする課題を立ち上げ、技術普及部次長

をチーフとし、研究員と専門技術員をスタッフとする技

術体系化チームで対応することとした。

平成１８年には道立農業試験場研究基本計画ならびに

普及｡！｢業見直しの基本方向に基づく組織再編により、て

ん菜畑作園芸科は畑作園芸科と改称された。また、専門

技術員機能は普及センターにおいても担うこととなり、

技術普及部は部長、次長、主任普及指導員および主査(地

域支援）２名の体制として組織再編された。

１．治革

当場は、明治２８年、河西郡帯広村（現帯広市）に十

勝農事試作場として|)'1殻され、畑作物の試作試験を行っ

たのが始まりである。翌年（明治２９年）には水稲の試

験圃、果樹園の設置が行われた。

明治３４年、北海道庁地方農事試験場十勝分場と改称、

明治４０年河西郡幸震村（現帯広市大正町）に高丘地試

験場が設置された。さらに、明治４３年第１期北海道拓

殖計画により農事試験機関の統一が行われ、北海道農｡'「

試験場十勝試場に改称し、その後も、幾多の変遷を経な

がらも、十勝独自の自然条件に適応する畑作、稲作、さ

らに経営方式の試験研究に努め、農業の進展、管内の|)'１

発と歩みをともにした。

昭和２５年、農業試験研究機関の整備統合により、従

来の試験機関が国立と道立に２分され、当場は道Ilf支弁

の北海道立農業試験場十勝支場となり、同時に高丘地試

験地は十勝支場分室となったが、分室は昭和２８年大正

火山灰研究室となり、国立農試に移符された。

さらに、昭和２８年より北海道の施設として農業試験

機関の整備拡充が計画され、当場もその計画の一環とし

て移転拡充を行うこととなり、昭和３３年より河西1111芽

室町への移転に着手し、昭和３４年１０月には現庁舎が完

成、翌３５年から畑作関係の試験業務は芽室に移して実

施し、昭和３６年には低温恒温室、温室、水稲試験地施

設も完成して移転はすべて完了した。

昭和３９年１１月、本道の農畜一体となった試験研究を

行うための機構改革が実施され、当場は北海道立十勝農

業試験場と改称された。

この間、昭和３１年に農林省の全額助成による豆類育

種指定試験、昭和３６年には豆類第２育種指定試験、昭

和３８年にはとうもろこし育種指定試験が設置されたが、

豆類第２育種指定試験は廃止され、豆類第１科に吸収さ

れた。

昭和４３年には地力保全基本調査がＩ)}1姑され、昭和４８年

には小豆育種指定試験が設置された。また、技術普及の

ため、昭和２６年から専'''１技術員が駐在していたが、昭

和４４年に専門技術貝室を設け、以後配置数が徐々に墹

加している。

さらに、昭和５，年８月には経営試験研究体Ilillの再編

整備に伴い、経営科が新設され、昭和６２年４)|には園

２．位置および土壌

庁舎および試験剛は河西郡芽室町新生にあり，ＪＲ北

海道lH室本線芽室駅から南東へ約５km、帯広市の西方約

１６kmの距離にある（東経’43.031'，北緯42.53,,海抜９８

ｍ)。土壌は伏古統に属し，礫，砂層および凝灰質堆積

物の上に旭岳，雌阿寒岳，十勝厩Ｂ，十勝岳Ｃ，火''1噴

火物が降積，被慨した砂壌土である。

－２－ 



3．面積および利用区分
2 

11〕 (単位 ㎡）面積823.58フ
八

面碩

784,866 

（95,175） 

（63,300） 

（19,454） 

（16,688） 

(585,482） 

（4,767） 

分而積区分

(1)畑試験地

（建物敷地）

（防風林）

（厚生林）

（幹線道路）

（試験圃場）

（公宅敷地）

区分面積

(3)公宅用地18,87フ

区

(2)|ロ水稲試験地

（建物敷地）

（試験圃場）

（通路等）

19,843 

（2,,34） 

(10,981） 

（5,928） 

４．機構

総務係一人事、予算、庶務

主査（会計）－財務、会計、財産

総務課長

管理科一試験圃場の作業・管理、農業機械の保守点検、

並びに作業計画、労務及び業務(1諸施設の管理貝
員
貝
員

究
究
究
究

研
研
研
研

任
任
任
任

主
主
主
主

ｒ
ｌ
ｌ
「
’
し
ｒ
ｌ
ｌ
１
ｌ
Ｌ

大豆科一大豆の品種改良、栽培法に関する試験研究調査

作物研究部長

小豆菜豆科一小豆、菜豆の品種改良及び栽培法に関する試験

研究調査

畑作園芸科一てん菜、麦類及びばれいしょ等の育種・栽培法

並びに野菜の栽培法等に関する試験研究調査場長

特別研究員

栽培システム科一畑作物の省力機械化栽培体系の技術開発に関する

試験研究調査

経営科一低コストで生産性の高い農業経営の確立に関する

試験研究調査生産研究部長

栽培環境科一施肥改善、土壌管理技術に関する試験研究調査

病山科一病害虫に関する試験研究調査

※ 

て釜…_蓑|::鑿'二騨蝋：繍鍵篭
業者の技術面の支援や指導を行う

※ 

次長一技術体系化チームー技術の体系化などの実証研究を実施する

技術普及部長

３５名

３名

１３名

職員の配置研究職員

普及指導員

行政職員 計５１名

－３－ 



５．職貝

（１）現在員（平成20年３月３１日現在）

職鍋 氏名氏糸職紹

沢口敦史

111縁勝洋

梶山努

稲野一郎

鈴木１１リ

大波正寿

西村直樹

ll1111洋文

竹内晴信

111村元

植木伸彦

佐藤康司

澗水基滋

池１１１幸子

小野寺鶴将

小澤徹

技術

ノノ

ノノ

ノノ

〃

ノノ

ミド務

技術

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

研究職員

〃

栽1％システムｆ１長

研究主査

研究職貝

〃

経催《ｆ}長

研究聴員

栽培環境科長

研究職貝

〃

〃

病１k科長

研究臓貝

〃

〃

菊地胎己

白井和栄

八谷和彦

村田ilf平

田中英彦

島Ｈ１尚典

涌谷孝誰

加藤ijIX

金川三(Ｗｉ

竹中秀行

渋谷幸平

白旗雅樹

佐藤仁

千崎利彦

森太郎

漬田敬一・

工藤健一

大井*

工藤陽子

和１１］）iilllﾘ1

111中英彦

工藤〃i－

平尾ノ,1MU

早坂敏昭

仲鉢正志

佐々木ilflil

野村栄太郎

三好籾Ｗｌ

萩原誠司

１１１崎敬之

鈴木千ｆＹ

島田尚山

青山聡

田澤暁子

奥山昌脆

,鳥越昌隆

松永ｉｌｌｊ

技術

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

〃

ノノ

ノノ

ノノ

ヨ『務

技術

〃

エガ務

技術

事務

技術

〃

ノリ

〃

〃

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

長
長
長
員
員

場
作
生
特
主

物研究部

産研究部

別研究

任研究

〃

〃

〃

技術普及部長

技術普及部次長

主任普及指導員

主査（地域支援）

〃

総務課長

総務係長

主査（会計）

指導主任

主任

〃

〃

ｹﾞｮﾄﾞ理科長（兼）

業務主任

〃

Ｈ４業技能貝兼主任

ノノ

ノノ

ソド常勤職貝

大豆科長

研究職貝

〃

〃

'１，豆菜豆科長（兼）

研究職貝

〃

〃

畑作園芸科長

研究主査

－４－ 



(2)転入、採用及び昇格者

発令年月ロ 備考職名 氏名

金川三代治

渋谷幸平

濱田敬一

三好智明

和田輝明

野村栄太郎

千崎利彦

森太郎

畜試技術普及部から

上)||農試技術普及部から

十勝支庁(大樹町派遣)から

中央農試から

再任用

再任用

農政部技術普及課から

農政部技術普及課から

技術普及部長

主任普及指導員

主査（会計）

大豆科長

主任

非常勤職員

総務課長

総務係長

IlIq 

llI9 

Hlq 

IIl9． 

Ⅱ１９． 

１１１９， 

lllq 

lIl9， 

●
●
●
●
●
●
●
●
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年
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(3)転出者等

発令年月日職名 備考氏名

原田豊

白井滋久

大西志全

有田敬俊

松尾邦昭

多田優彦

泉順子

六辻芙美子

和田輝明

野村栄太郎

技術普及部長

主任研究員兼大豆科長

研究職員

研究職員

総務課長

総務係長

主任

主任普及指導員

Fi'１主幹兼主査（会計）

業務主任

花・野菜技術センター技術普及部長へ

北見農試技術普及部次長へ

中央農試へ

根釧農試へ

_上川農試総務課長へ

北海道競馬事務所経理係長へ

帯広土木現業所へ

退職

退職

退職

'1１，． 

１１１０． 

Ｈ１，． 

HID． 

l(1，． 

１１１９． 

HID． 

HID． 

'-110. 

HID． 

４．１ 

４．１ 

４．］ 

4．１ 

６．１ 

６．１ 

７，１ 

３．３１ 

３．３１ 

３．３１ 

－５－ 



６．今年度設置（廃止）した施設等
(単位：円）

施設の名称

庁舎等改修工事

構内フェンスの設置

事業内容

本庁舎窓枠のｱﾙﾐｻｯｼ化

防疫体制充実のため構内ほ

場の隔離

伐採抜根により更新

事業量 金額

40,173,000 

23,509,664 

式

１，２１８ｍ 

防風林伐採抜根・枝条整備 270ｍ×２条 6,489,000 

7．新たに購入した主な備品
(単位：円）

品名

フリーザー

オートアナライザー

小型遠心機

恒温器

土壌三相測定装置

多容量土壌ＰＦ測定装置

規格

サンヨーＭＤＦ－Ｕ４４２

ＦＩＡＳｔａｒ５０００ 

ＭＣＦ２３６０ 

ｿﾌﾄｲﾝｷｭペーターＳＬＩ７００Ｃ

ＤＩＫ－１１３０ 

ＤＩＫ－３４２３ 

数
一

１ 

量
一
台

金額

667,800 

6,665,400 

48,090 

162､Soo 

467,775 

842,940 

１式

２台

１台

１台

（
ｐ
 

ａ
１
 

８．予算執行

(単位：千円）

科目

報酬

共済費

賃金

報償費

旅費

需用費

役務費

委託料

使用料及び賃貸料

工事請負費

備品購入費

負担金補助及び交付金

公課費

合計

残額

３ 

１，６８７ 

2,948 

２３ 

2,930 

３，０]８ 

2,305 

3,295 

２，５０１ 

１，９１７ 

８ 

２ 

48 

20,765 

4,150 

8,888 

51,650 

１３４ 

２７，８１１ 

１２０，７３１ 

１３，１０３ 

３４，９５１ 

１１，５０２ 

33,823 

9,884 

１０２ 

３５１ 

４，１４７ 

７，２０１ 

４８，７０２ 

１１１ 

２４，８８１ 

１１７，７１３ 

１０，７９８ 

31,656 

１，００１ 

31,826 

９，８７６ 

１００ 

３０３ 

(2)主な歳入

(単位：千円）

科目

農産物売払収入

農業試験研究受託事業収入

共同研究費負担金収入

額残

3,413 

23,617 

5,100 

3,413 

23,617 

5,100 

－６－ 



９．圃場の作付及び設備・機械の整備管理

(1)圃場作付

試験剛作付図（次頁）のとおり

(2)臨時農業技能員・臨時研究補助員の延べ雇用人数

月別 作業内容

播種地備、播種、移植、その他、場管理雑役

播種、移植、その他圃場管理雑役

補植、｜|(]引き、除草、調査補助、その他圃場管理雑役

除草、調査補助、防風林下草刈り、収穫、その他圃場管理雑役

除草、草刈り、交配補助、調査Iili肋、収穫、脱穀、その他圃場管理雑智

調査補助、収極、脱穀、播種、その他圃場管理雑役

調査補助、収穫、脱穀、分析補助、その他雑役

収穫物調査補助、脱穀、分析補助、その他雑役

収穫物調査補助、脱穀、分析補助、その他雑役

収穫物調査補助、温室内播種、分析補助、その他雑役

収穫物調査補助、温室内管理、分析補助、その他雑役

種子選粒、苗床播種、分析補助、その他雑役

月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月

４
５
６
７
８
９
０
１
２
１
２
３
 

１
１
１
 

４
１
３
９
２
２
８
７
９
４
８
 

２
４
７
０
７
９
２
１
９
１
６
 

４
８
７
９
９
７
９
８
４
３
３
 

合計

(3)圃場整備

農業試験場整備予算により、防風林の伐採・抜根（１）Ｉ

西270ｍ、Ｃｌ西270ｍ、Ｄｌ西270111、辮堂南北のｼﾗｶﾊﾞ）

を行った。

(4)設備及び農業機械等の整備、修理

試験の円滑な実施のため、研究H1設備や用具の補修お

よび工作、また、主に冬期には農作業機械および試験/１１

機械の修理、改良を行った。

－７－ 



１０．建物配置図

伍
側
愉
罵

Ｎ
ｌ
Ｎ
 業

、、

ｉｆ三三三三三ニーーニニニニニーーニーニ￣ 

ｸﾆ雲

蕊が|Ｉ
点i訂三三j証アン 十、Ｉ

喝

蝋
譲

釘
聾

倒
騏
笄

戸
Ｉ
『
、

艇
嚇
渓
丼

ｑｕ１「ｌＨＩｌ
ｌ
｜
》
凶
偲
碁
巾
の

全
一
●
］
Ｉ
Ⅲ

図
鳴
隅
稲
穏
便
蝶
蝦
鑑
祁
絲
蝋
鎚
十
側
泗
連
笄

綱
蝋
特

⑩
－
『
の

蝉
懇
朋
庫
峯
堪
終
脳
く
出
国
仁
何
無

ＩＤＩ顧遡鯛

肛邸脈観

ＩＤＩ顧遡鯛

肛邸脈観

lの

Ｃ 慨倒阿旧
剋別便■Ｈ■側
慨倒阿旧

剋別便■Ｈ■側

曇豐
ＫＯ＜ 

;i： 
０１０１ 

』」」」
仁．ｍ叩

」:[］鵜
ヘ
ウ
ロ
●
■
已

貯
露
瞬
、

Ｃ 

←
■
 

貯
0［ 

鵬蔭
I上I剖区依胤倒凶

蝿

:j鰈壺
【F働岬ﾙｺｰｺﾊﾟ､ミＨＬ４Ｉｄ恩 藩藩

、｡ 樫814tと慨側

「＝］

一
口
客
皿
心
Ⅲ

隠
し
Ⅱ
膠
順
胞
に

軒》』千一）》正
INR只｡P利く恒路廟ＩＨＩ．

一
口
■
凪
宜
稲
川
ｏ

馴
硅
懸
刷
Ⅲ

Ｍ 
す

Ｏ鵜ド

壜
す

曝B､

。 堅
へ
唾

、
と
旧
醗

法

。
⑨
［
Ⅱ
〕
一

帳
ａ
劇
夛
目
倶

０□●Ⅱ函Ⅲ】００００００００００００，□■

ＪＹ 
ｏ－ｄ－Ｃ－ｅ－－ 

脹
塊

陣
御
柳

〕
塾
囚
靭

＄井

町重璽]Ｉ壁):Ｉ

。
、
●
●
●
●

●
、
●
●
●
●
。

●
●
●
●
●
ｃ
・

●
●
●
●
●
ｏ
Ｃ
 

Ｑ
●
◎
、
。
□
。

０
９
Ｃ
・
。
□
０
△
Ｃ
・
巳

０
１
雪
０
０
０
０
ご
０
０
Ｊ

曙
０
．
．
】
・
・
：
ざ
一

心
八
必

●●● 

●●、

●●● 

■●● 

□●● 

●●、

ロ
瞼
館
稠
將
｜

］ □帆
一一一一」一一一『

Ｉ 
i竺竺iiiL塗，思鬮照澪

瀞
「

Ｊ
Ｊ
Ｊ
 

ｒ
□
。
。
Ｉ
Ｃ
Ｏ
０
０
・
Ｐ
、
０
。
●
◆
。
Ｃ
Ｏ
■
。
・
・
・
。
、

１
１
 ’ 

＞ 綱船型Ⅷ遷丹簿仙藷Ｐ
Ｎ‐←鍋鱈蔓□ H雲霞！

綱
蝋
特

倒
艇
鶚

Ｉ￣￣］ 
弓、(基線０

ウ 〉

□
 

囿
輝
鱒
Ⅱ

QUll-ミく゛I〈瀦縦使佃償劇

Ⅱ 
。可

１１ 
０｡ 

、

~｢丁

－８－ 

■ 

I 

鵬oIOr喝廊味■照

鋤40Ｈ坐側

Ｆ０ｄＫ 

亟勒
慨－０ＭKにGE胤側

追円￣已只ノ



試験園作付図
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Ｂ作 祝

１．気象の概要

(1)前年９月から根雪始めまでの経過

，月：平均気温は平年並であった。日照時''１１は上旬は

少なく、下旬は多かった。降水量は平ｲﾄﾞより少な

かった。

10月：平均気温は平年よりも上旬は高く、下ｲﾘは低か

った。日照時間はほぼ平年並であった。降水量

は平年よりも上旬は多かったが、【|'下旬は少な

かった。

１１月：平均気温は平年より高かった。日照時'''1は平年

より少なかった。降水量は平年よりも上中句は

多く、下旬は少なかった。

(2)根雪期間中の経過

１２月：平均気温は平年より高く、特に下旬は平年より

4.3℃高かった。日照時間は平年より少なかった。

降水量は上【|'旬は平年より少なく、下旬は多か

った。

１月：平均気温は上下旬は平年より高く、特に上旬は

平年より５．３℃高かった。日照時'''1は平年より中

旬は多く、下旬は少なかった。降水斌は平年より

上旬は多く、中旬は少なかった。

２月：平均気温は平年より上中旬は高く、下旬は低か

った．ロ照時''０は平年よりやや多かった。降水量

は平年より上下旬で少なく、中旬で多かった。

３月：平均気温は平年並であった。日照時'''1は平年よ

り少なかった。降水量は平年並から少なかった。

(3)根雪終わり以降の経過

４月：平均気温は平年より低かった。日照時''１１は平年

より上中句で少なく、下旬で多かった。降水迅は

上旬で多く、下旬で少なかった。

５月：平均気温は上旬は高く、中旬は平年並、下旬は

低かった。日照時間は上下旬は多く、［'１句は平年

並であった。降水魅は全期間を通じ多かった。

６月：平均気温は上、IIJ旬は高く、下旬は平年並であ

った。日照時１１１１は上下旬は平年並で、【'１句は多か

った。降水量は全期間を通じ少なかった。

７月：平均気温は上旬は平年並で、中旬は著しく低く、

下旬は低かった。日照時間は上下旬は多く、中旬

は少なかった。降水量は上、中旬は少なく、下旬

は平年並であった。

８ノ］：平均気温は全期間を通じて高かった。日照時'１１１

は上旬は少なく、中下旬は多かった。降水量は全

期'''１を通じて少なかった。

９月：平均気温は上、下旬は平年並で、中旬は高かっ

た。日照時間は上旬は平年並、中旬は少なく、下

旬は多かった。降水量は上旬は多く、中、下旬は

少なかった。

10月：平均気温は上、下旬は高く、中旬は低かった。

ロＩＫｌ時ｌ１Ｉ１は上旬は多く、中下句は平年並であった。

降水趾は上旬は少なく、【|j下旬は多かった。

本年の農耕期''１１（５月上旬から９月下旬）の気象をま

とめると以下の通りである。

平均気温は、５月中、下旬は平年並からやや低かった

が、それ以外は７月上旬まで平年より高く経過した。７

月中旬は平均気温が平年より６．２℃低い12.7℃と著しい

低温となった。７月下旬は平年よりやや低く、８月は平

年より商く、９月は平年並からやや高く経過した。日照

時'１１１は、７月上旬までは平年並から多かったが、７月中

旬は平年より２２．４時間少ない１０．８時間であった。その

後、８月上旬、９月中旬は平年より少なかったが、それ

以外は平年並から多く経過した。降水量は、５月、９月

上旬が多く、それ以外の期Ｉｌｌｊは平年並から少なかった。５

月から，月の積算値は平均気温が２５０６．６℃で平年比

102％、１１照時間は715.3時|H1で平年比113％、降水量は

511.0mmで平年比８７％であった。

根雪始は平年に比べ８日遅く、根雪終わりは３日早か

ったため、禰雪期間は平年より１１日短い１２２日であっ

た。晩霜は５月２８日で平年に比べ１２日遅く、初霜は９

月３０１]で７１]早かったため、無霜期'１１１は平年より１９日

短いｌ４３ｐであった。

－１０－ 



表Ｂ－１農耕期間における気象観測値の積算値（芽室アメダス）

最高気温

（℃） 

最低気温

（℃） 

平均気温

（℃） 

日照時間

（時）

降水量

（ｍ、）

623.0 

738.7 

‐115.7 

５１１．０ 

584.2 

-73.2 

４月中旬～

１１月上旬

４１２８．８ 
F￣￣￣■￣￣ 

７２．６ 

1879.0 
■￣￣－－●■ 

‐９１．１ 

2932.6 
-￣￣￣￣￣0 

２．２ 

959.0 
￣￣￣￣￣ 

９２．， 

５月～９月 3284.8 
ﾄー￣￣￣￣￣

122.5 

1735.s 
い￣￣￣￣￣■

‐48.0 

2448.5 
￣￣￣￣￣￣' 

58.1 

633.3 
-￣￣－－ 

82.0 

表Ｂ－２季節表（十勝農試）

１１１８．１２． 

表Ｂ－３積雪深（日最深積雪ｃ、芽室アメダス）

糊一旬一枠一》

平成１８年１１月 1２月 平成１９年１月

上 中 下 上 中 下 下

２６．９ 

62.8 

-35.9 

0.0 0.0 0０ 1.7 3.1 2.6 

0.0 0.5 5.1 15.3 262 34.2 

比較 0.0 -0.5 -5.1 -13.6 -23.1 -31.6 

糊一旬一紳一》｜蝋

２月 ３月 ４月

上 中 下 上 中 下

下
一
Ｍ
一
ｍ
｜
、

40.6 50.9 48.6 49.7 53.1 26.7 

65.5 66.3 72.0 68.6 59.7 36.0 

-24.9 －１５．４ -23.4 －１８９ －６．６ -,.3 

－１１－ 



表Ｂ－４気象表

Jiiillililiil 
蔵低気温

（℃） 
日照時間

（時）

未zFFizz7TIE薮

蔵高気温

（℃） 
降水量

(､､） 

降水日数

（日）

llilllil 
囑

枠
一
唖
町
町
而
町
銅

Ｍ
服
、
｜
晒
切
那
一
躯
Ｍ
ｎ
｜
叩
、
蛆
｜
邸
刈
皿
一
狐
咀
烟
一
叩
叩
皿

41.7 

45.1 

45.0 

43.8 

55.7 

60.5 

２
０
６
 
９
０
８
 

２
３
９
 
０
５
４
 

巫
皿
淑
一
叩
切
汕

岬
叩
翻
一
岬
岬
蝿
一
細
岬
汕
｜
汕
邪
岬
一
四
”
翻
一
”
”
抑

、
皿
叩
一
認
池
懇

剛
淑
晒
一
抑
翔
恋
一
唖
那
駆
一
翫
卸
趣
一
咽
却
叩

跡
ｗ
ｗ
ｌ
邪
汕
嘩
一
駆
岬
剛
一
繩
叫
”
｜
ｗ
恥
泗

－１５．７ 

－１５．７ 

－１６．７ 

－１６．２ 

－１５．９ 

－1３．６ 

繩
翻
刎
｜
麺
唖
扣
一
邨
抑
山

21.7 

15.3 

21.8 

６．６ 

１２．９ 

１１．３ 

躯
四
諏
一
、
汕
畑

２．９ 

３９ 

１．０ 

－７．７ 

－３．１ 

－１．９ 

－２０，２ 

－９．１ 

９．４ 

Ⅳ
ｕ
３
一
四
ｍ
７

翅
釘
叩
一
溺
那
繩

岬
岬
旭
一
脈
岬
汕
｜
畑
ｗ
“
｜
皿
畑
”
｜
狸
”
皿
一
Ｗ
汕
魂
｜
“
唖
迦
郷

叩
遮
汕
｜
叩
哩
汕

２１ 

2.0 

７．３ 

１１．０ 

１０．７ 

１１．２ 

〃
卵
、
｜
皿
皿
皿

６
８
６
 

０
３
０
 

－
一
一

剛
郵
岬
一
池
岬
伸
一
岬
ｗ
岬

凹
秘
い
一
ｕ
釧
皿

１０，３ 

－８．０ 

２８．４ 

－５．３ 

20.8 

-29.3 

邪
知
躯
一
ｍ
加
池

卯
唖
蝿
一
岨
岬
汕
一
叩
“
岬

７．８ 

１０．１ 

１１．７ 

１２，８ 

１４．８ 

１６．０ 

０
３
７
６
４
 

１
１
１
１
１
Ｉ
 

服
趣
汕
一
ｍ
狐
四
一
Ｍ
Ｍ
皿
一
叩
邨
、

２
４
６
 
２
３
０
 
７
４
７
 

爪
２
２
３
８
９
 
０
６
０
 

５０ 

８ 

０ 

１３４ 

３４ 

２４ 

岬
晒
朏
｜
呵
那
“

皿
皿
ｍ
－
ｗ
蛎
泗

翅
汕
嘔
｜
泗
叩
、

備考）1.平年値は前10か年平均（地温は前６か平均)。

Ｚ観iH'１値は、地温を除き、アメダス芽室の観測値。

３．日照時間は太陽電池式日照計による。ただし，平成１０年４ﾉ]より測定機器が変更された。

４.平均気温は毎時２４回の平均値。

５.平成１５年１月より最高・最低気温の算出が毎正時から１０分ごとの値に変更された。

６.地温は十勝農試マメダス観il('１値。地下１０ｃｍ、毎時２４回の平均値。
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２．当場の作況

(1)秋播小麦作況：平年並

ユlFlll：播種期、出芽期は平年より１～２日遅かった。

出芽後の生育は順調であった。根雪始は１２月７１｣で平

年より８ｐ遅く融雪期は平年より３日早い４ノ１７ｐで、

祇雪jU11111は平年より１１日短い１２２日であった。調査圃

場は融雪剤を散布したため融雪期は４月２日であった。

雪腐病の発生は認められなかった。融雪後、４月の気温

は平年より低めに経過したが、５月上旬には気ilHが高く、

111K(時'''1も多かったため生育は良好に推移した。しかし、

５月['１句の低温とやや少照により生育はやや停滞し、１１１

穂期は、平年より５日遅かった。６〃|j句の気温、日照

時||(1は平年を上回ったため出穂後の生育は順調に経過し

た。７ハ中旬の日照不足、低温により成熟期は平年より

４１]遅かった｡穂数は平年に比ぺ123本／11{多かったが、

千粒正は１ｇ軽く、１穂粒数は１穂当り５粒少なかった

ため、子実重は562kg/lOa（平年比９８％）と平年並であ

った。リットル童は平年より２８９重<、検査等級は１

等であった。

以上のことから、本年の作況は平年並である。

表Ｂ－５十勝農試における平成１９年度の秋播小麦作況調査成績

iiilL 
平年値は、前７カ年中、平成１７年（豊作年)、１８年（凶作年）を除く５カ年平均。（年次は収穫年）
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(2)大豆作況：平年並

事由：播種期は平年より３日遅く、出芽期も３～４日

遅かったが出芽率は良好であった。その後の生育は順調

であったが、７月中旬の著しい低温で開花期前後の生育

は停滞した。８月以降の気温は平年並～高温に経過した

ため、生育は回復し登熟は順調に進んだ。成熟期は「ト

ヨムスメ」、「トヨコマチ」では平年並、「キタムスメ」

では８月中旬から倒伏が発生した影響で、２日遅れた。

着芙数は「トヨムスメ」で平年をわずかに下回ったが、

「トヨコマチ」「キタムスメ」は平年を上回った。百粒

童は「トヨムスメ」「トヨコマチ」では平年をやや上回

ったが、「キタムスメ」はやや下回った。一芙内粒数は

各品種とも平年を下回った。このため、子実重は「トヨ

ムスメ」が平年比101％、「トヨコマチ」が同９５％、「キ

タムスメ」が同９９％であった。各品種とも平年より屑

粒が多かった。これは７月中旬の低温とその後の好天に

より、一部遅咲きの花が着茨して小粒化したためと考え

られる。検査等級は、「トヨムスメ」では３上で平年よ

りやや優り、「トヨコマチ」では３上、「キタムスメ」で

は２下で平年並であった。

以上のことから、本年の作況は平年並である。

表Ｂ－６十勝農試における平成１９年度の大豆作況調査成績

蕊
トヨコマチ

未革~｢弓izZiZ1-7E薮趣一“｜川

7.15 

０
｜
辿
一
卯

叩一ｍ一山一鋼一叩

叩
一
叩
一
叩

5.1 

“
｜
い
－
ｍ

“｜唖一Ｗ

66.5 ２．５ 
￣ 

△1.4 68.1 

備考1）

２） 

３） 

平年値は、前７か年中、平成１２年（豊作年）及び１５年（凶作年）を除く５か年平均である。

着英数は、８月２０日現在が英の長さが2ｃｍ以上、９月２０日現在及び成熟期が、稔実英を示す。

子実重と百粒童は水分１５％換算
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(3)小豆作況：平年並

事由：播種期は５月２４日であった。播種後から低温

に経過したため出芽期は平年より２～４日遅れた。出芽

前の６月第２半旬以降は高温から平年並に経過し、順調

に生育した。７月中旬から下旬前半にかけて著しく低温

に経過したため、生育は停滞するとともに、開花始は平

年並からやや遅れ、８月上旬前半まではほとんど着莱が

見られなかった。７月下旬後半以降は高温に経過したた

め生育は旺盛となり、８月上旬後半以降着茨も回復し、

成熟期は２～１０日早かった。成熟期における主茎長は

平年を下回り、主茎節数は平年並からやや下回った。分

枝数は平年並からやや上回った。着莱数は「サホロショ

ウズ｣で平年を上回り、他の品種はほぼ平年並であった。

－英内粒数は「サホロショウズ」で平年より少なく、「エ

リモショウズ」で平年並、「アカネダイナゴン」で平年

より多かった。百粒重は、８月の高温の影響により平年

より軽く、「サホロショウズ」で小粒化が著しかった。

このため、子実重は「エリモショウズ」が平年比９８％、

「サホロショウズ」と「アカネダイナゴン」では103％

とほぼ平年並であった。屑粒率は平年より低く、また粒

の充実度が平年よりやや優ったため検査等級は平年より

やや優った。

以上のことから、本年の作況は平年並である。

表Ｂ－７十勝農試における平成１９年度の小豆作況調査成績

毒
エリモショウズ

末ZTZ~「軍ZＦ－ｒＩＥｉ３ｉ

皿一岬

備考）平年値は，前７か年中，平成14(豊作年）年と16年（凶作年）を除く５か年平均である。
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(4)菜豆作況：金時類：平年並、手亡類：不良

事由：播種期は平年より１日早い５月２５日であった。

播種後、低温に経過したため、出芽期は平年より１～２

日遅かった。６月上旬から７月上旬の気温は平年並から

高く経過したことから順調に生育し、７月中旬に著しい

低温少照となったが、開花始は手亡類、金時類ともに平

年より３日早かった。７月下旬は平年より低温であった

が、８月が高温に経過したことから、成熟期は「大正金

時」で平年より４日早い８月２８日、「福勝」で平年より

６日早い８月３０日、「雪手亡」で平年より１０日早い９

月９日であった。金時類では、着爽数は平年並からやや

少なく、－英内粒数は平年より多く、百粒童はほぼ平年

並であり、子実重は「大正金時」で312kg/lOa（平年比

107％)、「福勝」で323kg/lOa（平年比101％）であった。

「雪手亡」は金時類に比ぺて成熟期が遅いため、高温と

８月下旬の干ばつの影響を強く受け、着莱数、－莱内粒

数、百粒童ともに平年を下回り、子実重は332kg/IOa（平

年比８７％）であった。金時類では登熟期間の高温によ

り着色不良粒が発生したこと、また手亡類では登熟期間

の高温により小粒化したことに加え、成熟期頃に降雨が

多かったため腐敗粒が発生したことにより、各品種とも

に屑粒率は平年を上回り、検査等級は平年並～劣った。

以上のことから、本年の作況は、金時類は平年並、手

亡類は不良である。

表Ｂ－８十勝農試における平成１９年度の菜豆作況調査成績

二
噸一ｍ｜岬一岬

５．４ 
￣ 

1７．９ 

１７．４ 
￣ 

2．８８ 

1９．０ 

２．６７ 

５１２ 

備考）平年値は，前７か年中，平成13年（豊作年）及び'8年（凶作年）を除く５か年平均である。
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(5)馬鈴しょ作況：平年並

事由：植付期は平年より１日遅い５）］９ｐであった。

５月中・下旬の気温が低かったため萌芽期は平年に比ぺ

，～２日遅れた。萌芽後の地上部の生育はほぼ平年並に

進み、茎長は「男爵盤」でやや長かったが、「トヨシロ」

「コナフプキ」では平年並であった。開花始は平年並で、

塊茎の初期肥大は７ﾉ１２０日調査でほぼ平年並であった。

枯凋期は８ｊ１のiiii温少雨の影響で平年より早くなっ

た。「男爵薯」「トヨシ、」では上いも一個iKが小さかっ

たが上いも数が多かったため、上いも正はそれぞれ平年

比１０３，１１２％であった。しかし「男爵薯」の小いも率

（２０～６０９の重量割合）は３１％で、規格外の小粒が

多かった。「コナフブキ」は上いも数が少なかったが、

上いも一個１Kが大きかったため上いも垂は平年比１１０％

であった｡でん粉価は８月の高温の影響で平年に比ぺ0.5

～1.1ポイント低く、「コナフプキ」のでん粉重は平年

比１０５％であった。

以上のことから、本年の作況は平年並である。

表Ｂ－９十勝農試における平成１９年度の馬鈴しよ作況調査成績

Ii毒iEJlf
備考）平年値は，前７か年中，平成１２年（凶作年）及び'６年（131作年）を除く５か年平均である。
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(6)てん菜作況：平年並

事由：播種期、発芽期は平年より１～２日早かった。

移植は平年並の４月２６日に行った。移植後、適度な降

水に恵まれ活着は良好であった。活着後の初期生育は良

好であった。その後も８月中旬までは、根部の肥大は良

好に推移した。しかし、８月下旬は高温で降水量が少な

く、日中は葉がしおれ、干ばつ気味となり地上部の生育

が抑制された。また、この高温の影響で、褐斑病やハダ

二の被害が認められた。その後も褐斑病は急速な進展が

認められたため枯死葉が目立ち、収穫期の茎葉重は平年

の５７～64％であった。その結果､糖分上昇が妨げられ、

根重は平年比111～１１９％と上回ったものの、根中糖分

は平年比８１～８６％と低く、糖量は平年比９９～１０３％

であった。

以上のことから、本年の作況は平年並である。

表Ｂ－１０十勝農試における平成１９年度のてん菜作況調査成績一
熟
霞

アーベント

２
 

較
△
△
 

比雌一皿本年
一

３．１６ 
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△
△
 

△
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-
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￣ 
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０ 皿一躯
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￣ 
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：： 町｜鉦一釦

叫一“生葉数
（枚）

2758 

5558 

7939 

躯一瞬一ｍ｜鋤一唖

８月２０日
－ 

９月20日

根重

(kgn0a） 

10月20日 ７３４５ 

２８４０ 

7345 

16.14 

茎葉重(kgn0a）

根重(kg/10a）

根中糖分(％）

糖量(kg/lOa）

T／Ｒ比

■■■■734.6bO7 
■■■１６１４１８０９△ＩＪＩ6001860 
■■■■１１８８１IJ6△８l1j61166 
U■■■３０３６０６７ 

Ｊ７１００△４３６４100 

ｲＭｉｌｌｌｌＯＯｌｌｌｌ９１００ 

根１１＄1分８９１００△１８６１００

ｶｈｋ ９９１００八ＩＯｌ100

△
 

△
△
 

平年比(％）

備考平年値は，前７か年中，平成１２年(凶作年)及び'６年（豊作年）を除く５か年平均である。
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Ｃ試験研究及び技術普及の概要

作物研究部

〔大豆科〕

「大豆新品種育成試験」（農林水産省大豆育種指定試

験地）では、寒地北東部向け耐冷性、線虫抵抗性、機械

化適性、多収品種の育成を目標に、抵抗性の複合化、豆

腐用高蛋白を中心とする４０組合せの交配を行った。交

配後の材料はＦ,～Ｐｨは主として集団育種法、13,以降は

系統育種法により世代を進め、また、材料の一部はＦ１

の冬季温室とＦ２～ＩＦ３の鹿児島県沖永良部島で世代促

進を行った。育成系統生産力検定予備試験には２１系統

を供試して収逓・品質調査を行うととも、耐冷性、耐病

性検定および系統適応性検定に供試し、早熟・大粒で低

温着色抵抗性、センチュウ抵抗性系統「十系１０３４号」

に「十青248号」の地方番号を付した。この他に、十系

６系統を継続とし、新たに１６系統に十系番号を付した。

生産力検定に供試した４系統のうち、奨決３年目の「十

青２４３号」は「ユキホマレ」並の早熟、中粒系統で、セ

ンチュウ、liiW周辺蒜色抵抗性が強く、青臭みがないリポ

キシゲナーゼ全欠系統である。､耐倒伏性、耐冷性、裂英

性が不十分ではあるが、特殊用途品種としての需要が期

待できるので、継続して加工適性を調査し品種化をめざ

す｡奨決２年目の「十青244号｣、奨決１年月の「十青２４７

号」は「ユキホマレ」並の早熟で、センチュウ・レース

１抵抗性の系統である。耐冷性、収量性に総合的に劣っ

た「十青２４４号」を廃棄とした。「十青２４７号」はセン

チュウ・レース１抵抗性をＤＮＡマーカーによって効率

的に選抜した「ユキホマレ」を反復親とする３回戻し交

配系統である。奨決１年目の「十青２４６号」は「ユキホ

マレ」並の早熟、大粒系統で、センチュウ、低温着色抵

抗性が強く、難裂英であるが、短茎、低収であったこと

から廃棄とした。

「豆類の優良品種早期育成のための育秘年数短縮」（平

成１５～１，年）は、指定試験により新たに世代促進が可

能となったことから大豆については本年度をもって完了

とした。

新規に「道産大豆の競争力アップを目指した豆腐好適

品種の開発促進」（平成１０～２２年)、民|H1受託「大豆品

種の茎葉処理除草パリベンタゾン液剤に対する感受性評

価」（平成１９～２０年)、外部資金活用研究「寒地におけ

る「ユキホマレ」等の主要品種のシストセンチュウ、わ

い化病及び低温着色抵抗性の強化」（平成１１～２３年）

を開始した。

〔小豆菜豆科〕

「小豆新品種育成試験」（農林水産省小豆育種指定試

験地）では寒地、寒冷地向け高品質、耐冷性、病虫害抵

抗性、機械化適性品種の育成を目標に２６組合せの交配

を行い、Ｆ翅～「‘は主として集団育種法、ＰＳ代以降は

系統育種法により世代を進めた。育成系統生産力検定予

備試験には４７系統を供試して収駄・品質調査を行うと

ともに、各現地選抜圃での耐冷性、耐病性検定及び北見

農業試験場、岩手県農業総合研究センターの系統適応性

検定試験に供試し、中晩生で落葉病、萎凋病、茎疫病(レ

ース1,3,)抵抗性系統「十系９５３号」に「十育158号」

の地方番号を付した。生産力検定試験には、早生、落莱

病、萎凋病、茎疫病(レース1,3,)抵抗性系統「十青１５７

号｣、中晩生、落葉病、萎凋病、茎疫病（レース1,3,)抵

抗性の良質、多収系統「十青１５５号｣、中晩生、大粒、

藩葉病､萎凋病､茎疫病(レース1,3)抵抗性系統｢－１.青１５４

号」の〕系統を供試した。このうち「十青154号」は、

力U工適性、耐病性、大納言小豆規格内子実重で優秀性が

認められ、優良品種として普及奨励事項となった。「十

青１５７号｣、「十青］５５号」は継続とした。

「菜豆新品種育成試験」では良質、耐病、多収を目標

に１９組合せの交配を行い、Ｆ２～Ｐ４は集団育種法、Ｐ５

代以降は系統育種法によって選抜し、世代を進めた。ま

た、黄化病高度抵抗性を目標にする組合せは戻し交配に

より固定を進めるとともに、生産力試験を行った。育成

系統生産力検定予備試験には３１系統供試し､｢大正金時」

並みの早生で黄化病高度抵抗性の金時系統「十系Ｂ394

号」に「十青Ｂ７９号」の地方番号を付した。生産力検

定試験には、「福勝」の反復戻し交配により育成した黄

化病高度抵抗性の金時系統「十青Ｂ７８号」を供試した

が、ほぼ「福勝」と同様の成績を示したため継続とした。

「小豆の高度耐冷性品種の開発促進」は、出芽直後か

らの長期低温少照に対する耐冷性及び開花期間の低温に

よる開花・着英障害耐冷性の試験結果をとりまとめ､｢小

豆における生育期別耐冷性の評価並びに遺伝資源の選

定」として研究参考事項に認定された。
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研究１０''１１１を１年延長することとして、場内、現地で試験

を並ね次ｲ'2度成績を取りまとめる二]P定である。

ｌ，イド度に|)}1姑した新規課題は次のとおりである。「て

ん菜直播栽培における早期収穫適性の評価」では評価法

策定のためタイプの異なる品種を１１}いて生育パターンの

検討を行った。バイオマスプロ「テンサイ耐病性品種を

利用した低コスト直播栽培技術の|)}1発」では、病害無防

除処理と,Ｉｌ１ｆｌ１ｉの反応について検討した。「疫病抵抗性バ

レイショを利川した低コスト栽培技術の＃'1発」では、極

いも１１１低減のためHjii植の検討を行った。「ニーズに対応

した道産小麦の１%１発促進」では窒素施肥技術の高度化の

ため１W,極、畦幅、分肥配分の組合せを実施した。「十勝

地域に適したなたね栽培技術の確立」では、春播栽培に

より通ｌＷ１ｉ１１ｉ、適播種期の検討を行った。「にんじん・え

だまめの【Y11jli特性」では、えだまめ２２品種の生育・収

iii・食味などを調査した。

その他、「除蒐斉11及び生育調節ﾊﾞﾘの実川化試験」では、

除草ﾊﾞﾘ３バリ､生育調節剤２剤の効果と実ﾉﾛ性を検討した。

〔畑作園芸科〕

てん菜については、「輸入品種検定試験ｊにおいて、

「11135」が糠戯が多く品質が優れ、「lIT28」がそう

根病抵抗性が強く鱗jitが多く、優良品種（普及奨励）に

認定された。「てん菜抽苔耐性特性検定試験（育成系統、

輸入品種)」は本年度で終了し、次年度、北見農試へ移

管する。

秋播小麦について、「奨励品種決定調査」では耐病性

が優れる「北見８２号」「北見８３号」と、パン適性が優

れ穂発芽性を改良した「北海２６１号」を継続とした。新

規課題「病害抵抗性・隙害耐性に優れる商[11,面小麦|)；|苑

のための検定強化」では穂発芽検定を行い育成系統の改

廃の参考とした。春播小麦では、「奨励品種決定調査」

において「北見霧６９号」が低収で廃棄とした。

馬鈴しょについては、「輸入品等選定試験」において、

「CPO4」は力Ⅱ工川（ポテトチップ）として規格内率が

高く、チップカラーが優ることから優良品祁(普及推進）

に認定された。「塊茎腐敗特性検定試験（育成系統、輸

入品種等)」は本年度で終了し、次年度、北兄農試へ移

管する。「加工川脇鈴しょの長期貯蔵技術の|)１１発」では

農家産原料の栽培来歴と貯蔵性、光センサーを利川した

でん粉価による仕分けと貯蔵性を調査した。また、新規

萌芽抑制剤の試験を実施した。

飼料用とうもろこしの「現地選抜試験｣、「特性検定

試験（耐冷性)ｊを本年度で終了し、次年度、畜試へ移

管する。「系統適応性検定試験」では「月交６６号ｊがＴＤＮ

収量がやや優り有望とした。「飼料作物品種比較試験（サ

イレージ用とうもろこし)」では「HK4803」「'''10319」

が優良品種（普及奨励）に認定された。

ながいもでは、「十勝ブランドの高品質や求のいも新

品種の育成」において、３系統が有望と認められ「十勝１

号」「十勝２号」「十勝３号」の地方番号を付けた。

最終年度の課題は吹の３課題である。「施肥標準に基

づいた輸出用大規格ながいもの生産技術＃llみ立て実証」

では、技術体系化チームとともに「規格別111荷に対応し

たながいもの栽培技術」として取りまとめ、指導参考事

項に採択された。「ながいもの品質評価に基づく貯蔵技

術の確立」では内部品質と貯蔵中の腐敗のＩ)１１係、１人]部品

面に基づく仕分け貯蔵技術を検討した。「長いもを利用

した機能性食品のI)１１発（十勝産長いものiiIliiW】衝特性の

評価)」では秋堀と秤堀の内部品質の差異、二|:堀凍結と

腐敗の関係を検討した。以上２課題は貯蔵性ないし春堀

の試験を重ね、吹年度成紙を取りまとめる予定である。

「十勝地域における力Ⅱエノ11スイートコーンの収Allｲﾘ上

栽培技術」は、栽植裕度と施肥法に関する試験を行った。
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なお、本年度は「トラクタ及び作業機械施設の性能試

験」については該当機種はなかった。

生産研究部

〔栽培システム科〕

本年度は１２課題の調査・試験を行った。このうち、鹸

終年度の課題は次のとおりである。

［機械収穫菜豆の高品質省力乾燥システムの確立」（平

成１７～１，年）では、機械収穫菜豆を対象に，品質，効

率面で優れた乾燥法の検討を行い、次年度、新規課題に

おいて現地実証試験を行い、成績をとりまとめる予定で

ある。「小豆収穫残法の収集・運搬技術の0}1発」（平成１９

年）では、ピックアップスレッシャ収極を対象とした小

豆収穫残液の効率的な収集・運搬技術の検討を行い、次

年度以降、新規課題において、実用化に向けた集積|紺ｉｉｉ

のMi素化や回収率の安定性向上の検討を行う。「てん菜

多畦収穫機における打撲軽減対策」では、てん菜の自走

式４畦収穫機において、各部回転数の調整、衝撃吸収材

の設圃などによって、打撲・損傷の軽減を図った゜

平成１，年度から新規に始めた課題は次のとおりであ

る。「十勝畑作地帯における有機輪作体系の確立」（平

成１９～２２年）では、有機栽培条件下での春播小麦にお

ける機械除草方法の検討を行った。「てん菜の高精度直

播技術の開発」（平成１９～２２年）では、省力的で高椚

度、高速なてん菜直播機の要素技術の検討を行った。「Ａｌｉ

鈴しょ早期培士栽培における地域適応性の拡大」（平成

]，～２１年）では、早期培土栽培の培土時期、施肥体系

の検討を行った。「てん菜直播栽培における風害の軽減

対策」（平成１９～２１年）では、砕土躯地方法等の改良

及びてん菜と麦類の同時播種機による風害対策の検討を

行った。「十勝地域に適したなたね栽培技術の確立」（平

成１９～２１年）では、なたね栽培圃場における実態調査

を行った。「高度クリーン農業技術の１%1発・実証⑥大豆」

（平成Ｉ，～２２年）では、イタリアンライグラスを川い

た雑草の生態的防除法について検討を行った。「テンサ

イiiil病性品種を利用した低コスト直播栽培技術の開発」

（平成１９～２３年）ではテンサイ直播栽陪における不耕

起､iWi易耕栽培､整地柵穂複合機について検討を行った。

「疫病抵抗性バレイショを利用した低コスト栽培技術の

開発」（平成１９～２３年）では、培土作業の師路化に関

する検討を行った。「ＧＩＳを活用した徹農改善システ

ムとてん菜収穫支援システムの開発」（平成１１～２３４'２）

では、てん菜多畦収WUi機の作業能率の推定に関する検討

を行った。

その他、「農薬の実川化試験」では計5薬剤の効果と

実用性について評価を行った。さらにマイナー作物に対

する農薬の作物残留試験を行った。

〔経営科〕

平成１９年度は、新規課題７課題、継続課題Ｉ課題の

計８課題を実施した。

新規課題７課題の実施状況は以下のとおりである｡｢農

業生産法人がｲ丁する地域農業の維持・発展機能の解明」

（平成１，～２１年）では、農業生産法人が地域農業の維

持・発展に果たしている役割を解明する予定であり、本

年度は大樹町管内の６法人の実態調査を行った。「高度

クリーン農業技術の導入条件と経営評価」（平成１９～２２

年）では、生産コストおよび流通・販売面からみた高度

クリーン農業技術の導入条件を明らかにする予定であ

り、本年度は高度クリーン農産物生産集団の概要や販売

対応について実態把握を行った。「畑作・酩農対応型コ

ントラクターモデルの構築」（平成１９～２０年）では、

コントラクターの利用意ｌｉ１に関するアンケートを実施す

るとともに、幕別町と鹿追町におけるコントラクターの

稼動実績や遮営上の問題点に関する実態調査を行った。

「畑酪地僻のバイオマス資源利用における乾式メタン発

酵法の適用性の検討」では、乾式メタン発酵装置の原料

として利用可能なバイオマス資源量を推計するととも

に、乾式メタン発酵施設に関する実態調査を行った。「十

勝地域に適したなたね栽培技術の確立」（平成１９～２１

年)、「テンサイ耐病性品稲を利用した低コスト直播栽

培技術の|W1発」（平成Ｉ，～２３年）および「疫病抵抗性

パレイショを利用した低コスト栽培技術のⅢ1発」（平成

１９～２３年）では、各種作業能率に関する調査を行った。

継続課題「品目横断的政簸下における畑作経営モデル

の確立」（平成１８～２０年）では、品目横断的経営安定

対策の導入によって、特に網走地域における農業所得の

減少が大きいことを明らかにした。

なお、本年度は完了課題がなかったため、北海道農業

試験会議成統会議への成績の提出は行わなかった。

〔栽培環境科〕

本年度、栽培環境科では２１課題について調査・試験

を行った。このうち、最終年度で成績をとりまとめ、技

術普及に移したものは以下の３課題である。「菜豆類（金

時、虎豆）における土壌・栄養診断技術の|M1発と窒素施

肥技術の実証１．金時頬の土壌および作物栄養診断技

術の開発と実証」（成績名：金時類の茎折れリスク低減

と土壌・作物栄養診断による商品質安定生産技術、小豆

－２１－ 



を行い、結果を十勝支庁に報告した。また、全道の土壌

環境変化の傾向をモニタリングする目的で、「土壌機能

増進対筑那業・モニタリング調査｣をＳ地区で実施した。

「肥料及び土壌改良剤の実用化試験」では、馬鈴しょ

および秋まき小麦に対する葉面散布剤の効果を検討した

ほか、汚泥肥料の起生期追肥効果を見るため、試験区を

設定した。

菜豆科と共同)、「新ランク区分に対応した小麦有望系

統の高品質安定栽培法の確立ｌ)めん用秋まき小麦有望

系統「北見８１号」の栽培法確立」（成績名：めん１１１秋ま

き小麦「きたほなみ」の高品質安定栽培法)、「畑土壌

に対するライムケーキ（粒状品）の施川効果」（成績名

：ライムケーキ(粒状品)の特性解明と畑作物に対する施

用効果)。このほか、技術体系化チームとして「施肥標

鵡に基づいた輸出爪大規格ながいもの生産技術組み立て

実証」（成績名：規格別出荷に対応したながい()の栽培

技術）について、窒素施肥法のとりまとめを'１１当した。

継続課題は２課題で、有機物連用による土壌環境や生

産性への影響を明らかにする課題「土壌保全対策ﾕ|｢業・

有機物資源連用試験」では32年目の累積効果を大豆で見

た。複数の道立研究機関が連携して地下水の1W|酸態窒素

に及ぼす影響と対策をＩｌＩ１発する特定政策課題「安全・安

心な水環境の次世代への継承一硝酸性窒素等による地下

水汚染の防止・改善」課題では、硝酸性窒素の動態モデ

ル化に必要なパラメータを得るための調査を継続し、デ

ータを蓄積した。

新規に開始したのは８課題で、「ニーズに対応した道

産小麦の開発促進］では、秋まき小麦の新品狐「きたほ

なみ」を対象に、土壊窒素肥沃度や生育状況に対応した

基肥量や追肥量のきめ細かな設定や、地域的に変動の大

きい子実灰分の制御手法の検討を開始した。さらに、多

様化する畑作物の生産体系に対応し、化学肥料や化学合

成農薬の利用低減を目指した「十勝畑作地帯における有

機輪作体系の確立」と「高度クリーン農業技術の|)||苑・

実証」試験を関係科と共同で開始した。同じく新規課題

の「馬鈴しょ早期培土栽培の適応性拡大と施肥体系の改

善」では、栽培システム科と共同で、培土適州1、栽培法、

全層施肥割合の検討を行った。

さらに、新規課題では農水省のプロジェクト研究（バ

イオマスプロ）に参画し、「テンサイ耐病性iW1穂を利用

した低コスト直播栽培技術の開発」「疫病抵抗性バレイ

ショを利用した低コスト栽培技術の開発」で、それぞれ

施肥コストの低減を図る技術の検討を行った｡同じく「担

い手プロ」では「ＧＩＳを活用した営農改善システムとて

ん菜収穫支援システムの開発」を開始し、個別の圃場・

土壌条件に対応した施肥技術を提示するために、ＧＩＳ

を構築、活用する方簸について検討を行った。また、「有

機塩素系農薬の土壊及び作物における挙皿１１と吸収抑制技

術の開発」では、作物種による土壌残(W農薬の吸収しや

すさの比較検証を圃場条件で行った。

一方、土壌調査関係では、土地改良事業に対する事前

調査と効果検証のための３課題（事業）で各々土壊調査

〔病虫科〕

「病害虫発生予察事業」の予察定点における病害虫の

発生状況を調査によると､本年は秋まき小麦の赤さび病、

うどんこ病、豆類のタネバエ、大豆のマメシンクイガ、

ばれいしょの疫病、てんさいの褐斑病の発生が平年と比

較して多かった。他の病害虫はおおむね少～平年並みの

発生であった。地区報の発表はなかった。

「病害虫診断試験」では１４９件の診断依頼に対応し、

近年と同様に土壌病害、貯穀害虫やタネバエ被害の診断

が多かった。また、はくさいの結球部へのタネバエの被

害が発生し、新しい症状として報告した。

平成１，年度の一般試験研究課題は9課題である。新規

課題は「小麦の主要病害虫に対する地上液剤少量散布技

術の|)}1発｣、「北海道におけるムギ類のフザリウム風か

び識iIi染防止対策技術体系の確立｣、「ジャガイモモッ

プトップウイルスの汚染状況調査とそれを媒介する粉状

そうか病菌の致死条件の検討｣、「十勝畑作地帯におけ

る有機輪作体系の確立」（栽培環境科、栽培システム科

と共同)、「高度クリーン農業技術の開発⑥大豆」（栽培

システム科と共同)、「高度クリーン農業技術の開発⑦

秋まき小麦」（栽培環境科と共同)、「高精度ＤＮＡマー

カー選抜による菜豆(金時)の黄化病高度抵抗性品種の早

期開発〕（小豆菜豆科と共同）の７課題である。

継続課題は以下の２課題で、①「赤かび病抵抗性新品

種・系統のかび毒蓄積特性の解り1に基づく効率的防除技

術の1M１発と現地実証」では、抵抗性の異なる小麦品種iIl］

の小麦益熱中～後期にかけてのDON汚染状況を調べ、さ

らに薬剤防除回数削減の検討を行った。②「畑作物病

害防除技術１Ｍ1発のためのＰＯの性能最適化」では、ば

れいしょの黒あざ病に対する生物農薬に向けた

ﾉﾘﾉﾉﾉ'ｎ"〃ｏ"ｇａＭｗ"'の施用条件の検討を行った。

本年度の完了課題はなかったが、平成18年度完了課題

の「ながいもの採種圃におけるヤマノイモえそモザイク

病防除対簸」については、本年度の種いもウイルス保毒

調査のデータを力Ⅱえて成績を取りまとめ、成績会議にて

普及推進蛎項となった。

その他、「農薬の実用化試験」では計35薬剤の効果と
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実用性について評価を行った。さらにマイナー作物に対

する農薬の作物残留試験を行った。

促進の３－１)－(3)「道東地域における土壌・生育診断

による窒素分施体系の高度化」では、秋まき小麦「きた

ほなみ」を用いて、土壌診断に加え生育診断を併用し、

窒素施肥量を制御する技術を開発することを目的とし、

清水町、鹿追町、士幌町、池田町において分追肥体系現

地試験を行った。

⑥産学官事業「大規模畑作経営における低コスト・高品

質安定化栽培技術導入による総合的収益性改善」では十

勝農業改良普及センターによる高収量、高品質、低コス

ト技術実証について十勝農協連と共同により小麦の起生

期追肥量、移植てんさいの分肥効果確認、直播てんさい

の初期生育向上技術、でん原馬鈴しょの高品質増収技術

の実証に支援を行い、それぞれの地域で技術普及を行っ

技術普及部

技術普及部は、十勝支庁管内の農業及び関連産業が直

面する課題に迅速かつ的確に対応するため、試験研究機

関、普及組織及び支庁が連携し、地域農業を支援する体

制として設置した十勝地域農業支援会議に事務局として

参画し、企画運営の中心的役割を担った。普及センター、

関係農協等と連携して地域農業の技術的課題の的確な把

握に努めるとともに、研究課題、普及課題、地域連携課

題等の振り分けを行い、地域農業関係者とのコンセンサ

スの下に迅速な課題解決の推進を図った゜本年度は地域

連携課題として「ばれいしょ『きたひめ』ストロン付着

軽減のための実態調査」を行った。調査はＪＡ士幌町、

十勝農業改良普及センター北部支所、十勝農試が協力し

て行い、士幌町農家ほ場２，農業研究センター及び十勝

農試ほ場で調査を行ない、結果を報告した。また、平成

１８年に実施した「十勝東部地域における湿害解析プロジ

ェクト」の要因解明結果に基づき、豊頃町二宮における

排水対策を実施し、効果の追跡調査を開始した。

平成19年度の技術体系化チームの課題は６課題であ

る。①輸出用野菜づくり推進事業「施肥標準に基づいた

輸出用大規格ながいもの生産技術組み立て実証」では場

内と現地２カ所のほ場において窒素用量試験を実施し、

「規格別出荷に対応したながいもの栽培技術」として取

りまとめ、北海道農業試験会議成績会議に提出、指導参

考事項として採択された。②「ソイルコンディショニン

グ栽培の実用化体系技術の確立と実証」では北見農試技

術体系化チームと共同でソイルコンデイショニングシス

テムや早期培土栽培法と慣行培土栽培法を現地圃場で比

較し，収量・品質および栽培作業時間を明らかにした。

また、生産費の試算を行い、ソイルコンディショニング

栽培体系を慣行栽培体系と比較した。③「ＧＩＳを活用

した営農改善システムの開発と実証」では豊頃町二宮地

区において、秋まき小麦２５ほ場について、生育、収量

・品質、栽培履歴、土壌物理性、土壌成分、衛星写真に

よるNDVl等を調査し、秋まき小麦の生育改善システム

の構築と実証を行った。

④「ストーンクラッシャの利用拡大に関する試験」では

士幌町でばれいしょ野良生えの死滅効果を検討し、新得

町で破砕した石れきがばれいしょの生育収量品質に与え

る影響を検討した。⑤ニーズに対応した道産小麦の開発

た。

－２３－ 



Ｄ試験成績の概要

１．試験研究課題一覧

作物研究部

〔大豆科〕

Ｉ大豆品種改良に関する試験

１．大豆新品種育成試験(農林水産省大豆育種指定試験）

……………･………………･……………………･………２６ 

２．豆類の優良品種早期育成のための育種年数短縮（大

豆）・…･……･…………………………………………２０

３．大豆奨励品種決定現地調査………･……･……･…２１

４．大豆特性検定試験(ダイズシストセンチュウ抵抗性）

…･…．.……………･…･･…………………………………２， 

５．寒地における豆腐等加工適性が高い機械収穫向き主

茎型多収系統の育成…………………..………･……３０

６．ＤＮＡマーカー育種による耐裂芙性ダイズの育成と

利用技術の開発・……………･…………………･……３０

７．寒地における「ユキホマレ」等の主要品種のシスト

センチュウ・わい化病及び低温着色抵抗性の強化…３０

８．豆類高生産・安定供給のための耐病虫性複合有望系

統の選抜強化……………..…･………………………３１

９．道産大豆の競争力アップを目指した豆腐好適品種の

開発促進・………………･………………･………………３１

Ⅱ大豆に関する調査

１．遺伝子組換え作物交雑等防止事業･………･……・３１

２．大豆品種の茎葉処理除草剤ベンタゾン液剤に対する

感受性調査…･……･……･…･…･………………………・３２

m新農業資材の実用化試験

１．除草剤及び生育調節剤..…………………･………３２

４．小豆・菜豆の加工適性調査と小豆加工適性に影響す

る要因解明……………………………………………３７

５．豆類の優良品種早期育成のための育種年数短縮３７

m豆類栽培法改善に関する試験

１．菜豆類(金時、虎豆)における土壌・栄養診断技術の

開発と窒素施肥技術の実証…………………………３７

２．小豆の抗酸化成分の変動要因と生理調節機能の解明

………･……………………･…………………………･3７ 

〔畑作園芸科〕

Ｉてん菜品種改良に関する試験

１．てん菜特性検定試験（抽苔耐性）………………､３７

２．てん菜輸入品種検定試験…･……………･…･……３８

１１てん菜栽培法改善に関する試験

１．てん菜直播栽培における早期収穫適性の評価…３９

２．テンサイ耐病性品種を利用した低コスト直播栽培技

術の開発・…………………･…･……………………………３９

m麦類品種改良に関する試験

１．畑作物地域適応性検定試験（秋まき小麦）……３１

２．病害抵抗性・障害耐性に優れる高品質小麦開発のた

めの検定強化…………………･…………,.……………４０

３．麦類奨励品種決定調査…………………….．…･…４０

Ⅳ麦類・特用作物栽培法改善に関する試験

１．ニーズに対応した道産小麦の開発促進…………４０

２．十勝地域に適したなたね栽培技術の確立………４１

Ｖ新優良品種普及促進事業

１．麦類新優良品種普及促進事業..……………･……４１

Ⅵ馬鈴しょ品種改良に関する試験

１．馬鈴しょ地域適応性検定試験･…･……………･…４１

２．ばれいしょ特性検定試験（塊茎腐敗）…………４１

３．馬鈴しよ輸入品種等選定試験……………………４２

４．馬鈴しよ奨励品種決定調査………………………４２

Ⅶ馬鈴しょ栽培法改善に関する試験

１．疫病抵抗性バレイショ品種を利用した低コスト栽培

技術の開発・……………･…………………………･……４２

２．加工用馬鈴しよ（ポテトチップス用）の安定供給に

向けた貯蔵体系の確立・……………………･………･…４２

３．萌芽抑制剤カルボンに関する試験…･………･…・４２

４．萌芽jlil制剤１．４ジメチルプーフクレンに関する試験４３

Ⅷとうもろこし品種改良に関する試験

1．とうもろこし現地選抜試験………………………４３

〔小豆菜豆科〕

Ｉ小豆品種改良に関する試験

１．小豆新品種育成（農林水産省小豆育種指定試験）３２

２．小豆奨励品種決定調査………………･……･……・３４

３．道央・道南向けの良質多収耐病性小豆品種の開発強

化……………………………･……………………・・３４

４．複数病害に対して持続的に抵抗性を示す小豆品種の

開発強化………………･……･………………･………３`Ｉ

５．小豆の高度耐冷性品種の開発促進………………］`１

６．豆類育成系統の製品試作試験材料の養成………３５

Ⅱ豆類品種改良に関する試験

１．菜豆新品種育成試験…………..………………･…３５

２．菜豆奨励品種決定調査……･………･……･………３６

３．高精度ＤＮＡマーカー選抜による菜豆(金時)の黄化

病高度抵抗性品種の早期開発………………………３６

－２４－ 



(2)十勝Illll作地幣における有機輪作体系の確立……ＳＯ

ｕ膿業機械性能調査

１．トラクタ及び作業機械、施設の性能試験………５１

m新殿業資材の実用化試験

１．除蔵ﾊﾞﾘおよび生育調節(''．．………………･………５１

２．マイナー作物等の農薬登録に係わる試験………５１

２．とうもろこし奨励品種決定基本調査・系統適応性検

定試験……………………………………………………４３

３．とうもろこし特性検定試験（耐冷性）…………４３

４．飼料作物品種比較試験（サイレージノilとうもろこし）

…･…………………･……………………･……………４３ 

Ⅸとうもろこし栽培法改善に関する試験

１．十勝地域における加工用スイートコーンの収lil〔向上

栽培技術………..…･…･………………………･…･…４３

Ｘ野菜の品種改良に関する試験

１．十勝ブランドの高品質やまのいも新[Ｍ１極の育成…`Ｉ４

ＸＩ野菜の栽培法改善と品質向上に関する試験

１．ながいもの品質評価に基づく貯蔵技術の確立…４４

２．長いもを利用した機能性食品の開発……………４５

３．施肥標準に基づいた輸出用大規格ながいもの生産技

術組み立て実証………………………………………４５

`1．ながいも栽培における生分解性資材の利川特性‘Ｉ５

ＸⅡ野菜の品種特性に関する試験

１．にんじん・えだまめの品種特性（えだまめ）……４５

ＸⅢ新農業資材の実用化試験

１．除草剤及び生育調節ﾊﾞﾘ……………………………４６

〔経営科〕

１．ＩＩＭ]横lUi的政策下における畑作経営モデルの確立５１

２．畑作・酪農対応型コントラククーモデルの構築５１

３．畑酩地帯のバイオマス資源利用における乾式メタン

発酵法の通111性の検討…･……………･……･…………５２

４，農業生産法人が有する地域農業の維持・発展機能の

解明……………･…………･…………………･…………５２

５．高度クリーン農業技術の導入条件と経営評価…５２

６．十勝地域に適したなたね栽培技術の確立………５３

７．テンサイ耐病性品種を利用した低コスト直播栽培技

術の|)}1発………･………………･…･……………………５３

８．疫病抵抗性バレイショ品穂を利用した低コスト栽培

技術のＩ１Ｉｌ苑．.…………･…………………………………５３

〔栽培環境科〕

Ｉ土壊保全対策事業

１．モニタリング調査……･……･………･……………５３

２．有機物資源連用試験…･………………･…･………５３

Ⅱ施肥法改善と品質向上試験

Ｌ十勝畑作地帯における有機輪作体系の確立……５３

２．商度クリーン農業技術のl)}1発・実証⑦秋まき小麦５４

３．ニーズに対応した道産小麦の|)}1発促進…………５５

４．新ランク区分に対応した小麦有望系統の高品質安定

栽培法の確立…………･……………………･…･……５５

５．菜豆緬（金時、虎豆）における土壌・栄養診断技術

の|Ⅱ1発と窒素施肥技術の実証………………………５５

６．テンサイ耐病性品種を利川)した低コスト直播栽培技

術の'１}１発…..………..………………･………･………５５

７．疫病１１lb抗性バレイショ品種を利用した低コスト栽培

技術のllI1苑………･…………………………………・・５６

８．馬鈴しょ早期培土栽培の適応性拡大と施肥体系の改

善・………･……………………………………………・５６

９．０１ｓを活用した営農改善システムとテンサイ多畦収

穫支援システムの開発…･…………･…･………………５６

１０．畑二|:嘘に対するライムケーキ（粒状品）の施用効果

…………………………･……･……………………･……５６ 

生産研究部

〔栽培システム科〕

Ｉ畑作物の栽培法及び機械化に関する試験

１．てん菜の栽培法及び機械化に関する試験

(1)てん菜の高精度直橘技術の開発……………………４７

(2)てん菜多畦収樅機における打撲軽減対筑………４７

(3)てん菜直播栽培における風害の軽減対簸………４７

(4)テンサイ耐病性Ａｌｌ種を利用した低コストin:播枚塔技

術の開発の開発・…･………………………･……………４８

(5)GISを活用した営農改善システムとテンサイ多畦収穫

支援システムの|)１１発..……………………･……………４８

２．馬鈴しょの栽培法及び機械化に関する試験

(1)馬鈴しょ早期培土栽培の適応性拡大と施肥体系の改

韮……………………･………………･…………………・４８
に１

(2)抵抗性バレイシニ】品種を利用した低コスト栽培技術

の開発…･……･…………………………･……………４９

３．豆類の栽培法及び機械化に関する試験

(1)機械収穫菜豆の商品質省力乾燥システムの確立…４９

(2)小豆収穫残液の収集・運搬技術の開発…………５０

４なたれの栽培法及び機械化に関する試験

(1)十勝地域に適したなたね栽培技術の確立………Sｏ

５．クリーン農業・有機農業に関する試験

(1)高度クリーン農業技術の開発・実証⑥大豆……Sｏ

－２５－ 



Ⅲ環境保全対策試験

１．安全・安心な水循環の次世代への継承一硝酸性窒素

等による地下水汚染の防止・改善…………………５７

２．有機塩素系農薬の土壌及び作物における挙動と吸収

抑制技術の開発…………･………………………･…・５７

Ⅳ新農業資材の実用化試験

１．肥料及び土壌改良剤……………………..……･…５７

Ｖ土壌調査

１．道営土地改良事業調査地区土壌調査……………５８

２．道営草地整備事業調査地区土壌調査……………５８

３．経済効果検討現地調査………･…………･……･…５８

Ⅵ農作物病害虫診断試験

１．突発および新発生病害虫の診断試験……………５９

Ⅲ農作物病害虫診断試験

１．突発および新発生病害虫の診断試験……………６１

1Ｖ新農業資材の実用化試験

１．殺菌剤・殺虫剤……………………………………６１

クリーン農業高度化促進事業

高度クリーン農業技術の開発

高度クリーン農業技術の開発

●
●
 

Ｖ
１
２
 

⑥大豆…………６２

⑦秋まき小麦…６２

Ⅵその他事業試験

１．遺伝子組換え作物交雑等防止事業･……･……･…６２

〔病虫科〕

Ｉ植物防疫事業

１．普通作物病害虫発生予察事業･………･…･………５９

Ⅱ一般病害虫試験

１．小麦の主要病害虫に対する地上液剤少量散布技術の

確立…･…………………………･……･………………５９

２．赤かび病抵抗性新品種・系統のかび毒蓄積特性の解

明に基づく、効率的防除技術の開発と現地実証……６０

３．北海道におけるムギ類のフザリウム属かび毒汚染防

止対策技術体系の確立…………………………………６０

４．畑作物病害防除技術開発のためのＰＯの性能最適化

…･……………………………………･…………･……６０ 

５．ジャガイモモップトップウイルスの汚染状況調査と

それを媒介する粉状そうか病菌の致死条件の検討…６１

６．十勝畑作地帯における有機輪作体系の確立……６１

技術普及部

Ｉ輸出川野菜づくり推進事業

１．施肥標準に基づいた輸出用大規格ながいもの生産技

術組み立て実証……………………･…………･…･…６３

１１超低コスト土地利用型作物生産技術の開発事業

Ｌソイルコンディショニング栽培の実用化体系技術の

確立と実証………………………………………………６３

２．ＧＩＳを活用した営農改善システムの開発と実証６４

mストーンクラッシャの利用拡大に関する試験

１．ストーンクラッシヤの利用拡大に関する試験…６４

１Ｖニーズに対応した道産小麦の開発促進

１．土壌・気象に対応した収量・品質の安定化技術６５

Ｖ産学官事業

１．大規模畑作経営における低コスト・高品質安定化栽

培技術導入による総合的収益性改善･………..………６５

２．成績の概要

作物研究部

〔大豆科〕

１．大豆新品種育成試験（農林水産省大豆育種指

定試験）（大正２年～継続）

(1)寒地北東部向け耐冷性、線虫抵抗性、機械化適性、

高品質、多収の大豆品種の育成（平成１８～２２年）

①目的：寒地北東部向け耐冷性、センチュウ抵抗性、

わい化病抵抗性、機械化適性、高品質、多収品種を育成

する。

②試験方法：

７）供試材料

交配：４０組合せ、Ｆ,：６２組合せ1,218個体

集団育種１７２：４２%Ⅱ合せ、Ｐ〕：３８組合せ、Ｆ４：８組合せ

系統育種Ｆ１：１３組合せ〈冊：３１組合せ、Ｆ,：１８組合

せ、「`：２９組合せ、Ｆ１以降：１６組合せ

ｲ）試験設計等系統育種法を主体に、集団育種法も併

用、１系統１畦（畦長３ｍ)、１畦当たり３０個体を栽植

ｳ）耕種概要SH21p～２３日播種、その他は当場の耕

種基準による。

③締采：有望な系統は「十青243号｣、「＋青247号｣、

－２６－ 



②試験方法：

ｱ)供試材料十勝農試育成系統１，１j央農試育成系統２，

標準および比較品種１５、計21『ｹﾞﾊﾞili・系統

ｲ）試験区の配置等乱塊法４反復、１区７．２㎡

③結采：

出芽は一部,Ｍ１種を除き良好で、その後の生育も順調で

あったが､７月中旬の著しい低温により生育は停滞した。

８ノ1以降は平年並～高温に経過したため､生育は回復し、

成熟j0lはほぼ平年並となった。子実重はほぼ平年並であ

った。

十青２４３号（やや早、白lE1中粒）：成熟期は「ユキホマ

レ」と同等で、倒伏程度、子実正は同ＩＦ１種よりやや劣っ

た。百粒jlIは軽く、しわ粒、青み粒が見られたことから

品質は３~｢であった。北海道初のリポキシゲナーゼ全欠

系統であり、加工適性の確認が必要なことから、総合評

価はiIi検討。

十背2`１４号（やや早、白目大粒）：「ユキホマレ」と比べ、

成熟期、倒伏程度は同等で、百粒麺は優ったが、子実重

はやや劣った。しわ粒がやや目立ったことから品質は２

下とやや劣った。耐冷性は同品菰並のやや強であるが、

収iiM:、IMI質に優点がなく総合評価は中である。

十青２４６号（やや早、白目大粒）：成熟期は「ユキホマ

レ」より２Ｉ１早く、倒伏程度は同等であった。百粒正は

優ったが、子実重は劣った。裂皮粒、しわ粒がややｐ立

ったことからAl】質は２下であった｡耐冷性は強であるが、

主茎長が短く、最下着莱節位高がやや低く、収量性に優

点がないことから、総合評価はやや劣る。

十青２４７号（やや早、白ロ１１１粒）：「ユキホマレ」と比べ、

成熟ｊＵｌ、倒伏程度、子実亟は同様で、主茎長はやや低か

った。百粒頭はやや小さかったが、品質は同等であった。

シスト線虫抵抗性が極強で農業特性が「ユキホマレ」と

同様であることから、総合評価はやや優る。

ｉｌＩｆｒ５８号（中生、白目極大粒）：「ツルムスメ」と比ぺ、

成熟期は|司等であったが、耐倒伏性、子実重、百粒正は

やや劣った。シスト線虫抵抗性は極強であるが、菌核病

の発病が特異的に多く（発病個体率２３％)、優点が認め

られないこと、また、低温着色抵抗性が弱であることか

ら、総合評価はやや劣る。

['１青５９号（｢'１生、白目大粒）：成熟期は「トヨムスメ」

より３１］遅く、子実重は同品種より優った（同品種比110

％)。主茎長が長く、最~|く着英飾位高は高かった。倒伏

がＩｌ１ｉ鼎度発生し、百粒重がやや劣ること、また、低iM謡

色抵抗性が弱であることから、総合評価はやや劣る。

｢十青２４８号」等である。

(2)現地選抜試験

1）ダイズシストセンチュウ抵抗性に関する現地選抜試

験（昭和５３イ|;～継続）

①目的：シスト線虫に対して下田不知系のｌｌＲ抗性を

ＩＺ１標とする材料を現地線虫圃場に栽培し、抵抗性検定な

らびに系統および個体選抜試験を実施する。

②試験方法：

７）供試材料抵抗性検定：２３組合せ

ｲ）試験場所更別村、５０(’

③結果：有望な組合せは次のとおりである。十交

I632BCl(十背２３７号/9901-44-1-1）、十交l572IlCl(十系93

0号/音更大袖)、十交l569BC2(十系975号/DOllI<Ul)ＺＡｌ４Ａ

ＮＣＩ{EVO)、十交lM8BCl(十系975号/住11111)、＋交l5I7BC

(十青241号/東山172号）

2）耐冷性に関する現地選抜試験（昭和３０年～継続）

①目的：育成系統および品種を冷涼な山麓部および

沿海部に供試して生産力を検討するとともに、耐冷性を

目標とする系統および個体の選抜を行う。

②試験方法：

７）供試材料生産力検定：十青、十系系統のほか耐冷

性が主目標の【'】後期系統、個体選抜：１，３世代他５組合

せ、系統選抜：Ｆ4世代２組合せ

ｲ）試験場所上士幌ｌＨＪ４０ａ

③結果：個体選抜および系統選抜における有望な組

合せは次のとおりである。十交１６０３（十系，79号×十

青237号）

(3)育成系統生産力検定予備試験（昭和２７イ'2～継続）

①目的：育成系統中、固定度の高いｲ｢望系統の生産

力を検定する。

②試験方法：

７）供試材料’'１後艸１世代系統群：育成系統２４、標準・

比較品種５、｢'１期世代系統群：178育成系統・比較,W,種。

ｲ）試験区の配置等各々乱塊法２反復、１１Ｘ７．２㎡～

5.4㎡

③緒采：中後期世代系統群の「十系１０３`1号」に「十

青248号」の地方番号を新たに付した。またilIjU1111:代系

統群から１６系統に新たに十系番号を付した。

(4)育成系統生産力検定試験（昭和３１年～継続）

①目的：育成系統および主要品種のLklliEﾉﾉを検定す

る。 (5)育成系統栽培特性検定試験（昭和３０年～継続）

－２７－ 



①｜ｊ的：育成系統の栽植密度および追肥に対する反

応を検討する。

②試験方法：

７）供試材料および処理１系統と１品種、追肥のｲ丁無、

栽植密度３水､(！（標準、１．５倍、２倍裕植）

ｲ）試験区の配固分割区法２反復、１区１０．８㎡

③結采：

「十青２４３号上密植および密植の追肥による1W収効

果が認められたが、主茎長が長くなるとともに倒伏も1Ｗ

表Ｄ－１育成系統生産力検定試験

大した･

(6)品種保存（昭和１，年～継続）

①ロ的：大豆品種の純系ならびに種子を保存すると

ともに、一般特性を調査する。

②試験方法：

７）供試材料２７品種および系統

ｲ）試験区等反復なし、１区１．８㎡

③結采：全ての品種および系統の採種を行った。
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系統名
または

品種’1′Ｉ

日 ｃ、 ｃ、

十青243号７．１８９．２８－１１．１６２１０．４７．５７６３８.６９５３２．７２１３０．３３下４０．８２３．６７８．７弱/強□

十青244号７．２０９．２９００．０６３１１．０５．２７０３７．８９３４２.１２１４０．０２下４２．６２３．５７５．４中/強□

十青246号７．２１９．２７－２０．０５３９．５４．２６０３６．４８９‘１１．７３１３０．７２下４３．８２３．２７０．６強/強△

十青247号７．１９９．２９００．０５５１０．４５．４８０３９．２９６３６．２２１３０.０２中４３．１２３．０７５．５弱/強○

ユキホマレ７．２０９．２９００．０６０１０．４５．４８０４０．７１００３７．７２１４０.２２中４２．５２３．６６９．７弱/強ロ

トヨコマチ７．１８９．２６－３０．３６３１０．７７．２６８３５.３８７３８．８１１４０．０３下４４．５２３．０５２．６弱/強

ゆきびﾋﾞﾙｸ’Ｚ幻，3０ノａ３７Ｕ〃.Ｏ‘・ｸﾞｱﾉ”，卵ＪＺ２ノノ８０．０２と‘丘／認５－中/強

二}急タコマチＺ/８２妬－３０５〃ノα，‘.β〃‘3Ｈ２/UＯ〃３`,８２βノａ‘合蕩必５２ﾉ.８－
■●c●●●●●ｄｏ●､､●■p●●●､●■o●●o●●OGDOO●●ｄｏ●●o■●●●●●●●●OO0GO0COOOD●ODDODOCDo0●o●●､●●●o■●●●●●■●●●■●●●●o●●o●□●●B●●●■●６，●ＣＯ●CO●●Ce●oD0Ooo●●Doo0DOOoO●●0●●u●●ＵＤＣ●c●OB●q●●o●●OoOOD000●OOOD●o●●､●O●●●●●●●■●●■●●●●●●●0●●OpOO●UD0U●0●o0c●0●●o●●0●●0●００●0■●●o●●U●●O●C●●●●Q 

「'１青59号８．２１０．４３２．０７９１３．１５．７７７４０．２１１０３８.５３１６０．０３上42.123.675.7弱/弱△

トヨムスメ７．２０１０１００．１５９９．８６．３６７３６.５１００４０．８２１４０．１３上４４．３２３．２９５．９弱/弱ロ

トヨホマレ７．２２１０．１００．０５５１０．９４．６８１３６.５１００３４．２１１４０．０３上41.722.980.0一

トヨハルカ７．２０１０．１００．０５５１０．１４.’６３３４．６９５４０．０３１３０．０２上43.023.873.1強/極強

トヨｽズＺ２ノノα／Ｏａ３６ノノａ９ａ６〃３`.‘〃３スリ２ノ３／､３３－と必ノ２２.'一
●●●･■●●●OCB●●□●●●●●●●□ＤＯ０ＣＣＯＤＯ０Ｏ０Ｄ●●ＣＯ●００●O●●ＣＯ●､O●､□●ＤＣ●■■□､ｇｏ■●●B●日●●●●､●･ＣＯＯ●､●●●●OB●●DOO00O●■●●OOOBO0D●ＤＤＧ●●●●、●●ＤＣ●ＤＣ□ＣＯ■Ｂ●､■●●●ＣＯ●､●●､●●●O●O■OCOCp●●O●●00,●O●●●●●●●●●●●､ｂｅ●■●□ＣＯ■●●●C●e■●●■●C●B●■●ＤＣ●●◆●●●｡●00●｡●OGGBq0C0●､●●●●■ﾛ●ＤＤ０Ｏ●0ＤＯ００●60000●●●

中育58号７．２５１０．８１０．９６５１１．６７．１６６３２.１９５４５．１４１７０．０３下４４．８２３．２９７．１弱/弱△

ツルムスメ７．２６１０．７００．０５９１２．０５．７５５３３９１００４６．１３１６０.１３中４３．１２３．４８１．１弱/弱□
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ハーノンとZﾘﾉｽ"ノｄ２－３ｄ８７７／２ノｆ３ノ０６‘２ﾀﾞﾉﾉ３２１９℃２ノ００．０２下a２８２２Ｌ８一一

才女ムスメＺ"ノｑ５０‘.Ｏ布ノ２３‘ノ８ノＪＸ５ノ００２６;‘ＪノＪｑＯ２アダα８忽，－－

プフBlji長ノリｆａダノαﾉＯ５ａＯ"/ａ５‘.Ｊ〃‘ｑ２ノ０７２ｽﾀﾞﾉ〃ＯＬＯ２－と必２忽２－－

奥’薇1号Ｚﾉ７９勿一ﾉＤａ３６／ノノ,ｏａ５６７鋤０７７３ｽ６２ノ２．８３ｱﾀﾞｲ.５必７－
pD00D●O0O0D●B●●o●00●●●●●●ＣＯ●●0□●0,00●●0000●●0●●0●●OB●｡D●O●●0●｡､●▽■●00●●■0COO●●､●Co000O0OOCQDoBD0■Ｏ０ｏＤＯ●●D●●00●ＤＣ●００●0,0●0.●OB●●０００●gO0oD●●●､Ｏ●□､●０，●●O●●O●､O●００●●D0ODDeODOeOODGDOCDOD●0●●Q●●､●●●●ＣＤＱ●●0●ﾛ●●●ﾛ｡●●O●●0●Ｏ０Ｏ００ｅ●0DOD●ｄｏ●●●●００●●0●●●００●●COO●●O●● 

ユニ|葛＝:Z′Ｚ妨叺Ｊ００ｑ０苑ノ２‘“ノ〃Ｊｌａ５ノ００ノュ３５ノダｄＯ２９ｂ組.５型２－

スズと〆Ｚ”ノｑノノｑ５”／ａ６“ノ勿忽，”ノダ.`？’／８ｑＯ２９７ﾀﾞﾉβ殿２－

斜字は2反復のデータ(｢十勝長葉｣は反復なしのデータ）２）倒伏程度:無(O)～擁(`l)により評価

子実１ｈ,百位麺:水分15％換算４）裂皮粒率:裂皮の幅が31,Ⅱl以｣:かつ胴回りl/2以上の粒重率

豆席破Wi応力は凝固剤として塩化MgO､25％を添加した少｣it誠ｌｊｌによる評価(['1央農試農産品質科）

1Ⅱ蛋白、全鮒は全粒をﾊ}いた近赤外分折装腫(InnaIek-I2`11)による無水分換算値

総合評価:◎有望､○やや有望､□中(再検討)、△やや劣る、ｘ劣る

注I）

３） 

５） 

６） 

７） 

(7)子実成分に関する試験（昭和３６年～継続）

①ロ的：育成Iljの系統および品種について子実成分

を定litし、良質品種の育成に資する。

②試験方法：

７）供試材料生産力検定試験および生産力検定予備誠

験八およびＢの供試品種系統

ｲ）分|)T項[１粗蛋白含量、粗脂肪含撤、遊離型全糖、

全鱗

ｳ）分析方法近赤外自動分析装置(インフラテック１２`１１

および'八-500)による。
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7）供試材料Ｂ集団６組合せとＦ]集団７組合せ（平成

１，年春季試験、同年夏季試験では１世代進む）

ｲ）試験場所春季：鹿児島県大島郡和泊町（１１１１永良部

島)、夏季：場内および十勝管内現地選抜圃

③結采：平成１９年春季試験では１月14,15日に播種

し、５月１０～１２日に収穫を行った。夏季試験は５月２２

～２９日に播種し、圃場で草型、熟期、倒伏等により、ま

た、脱穀後は外観品質等で選抜した。

③分析結果：蛋白含有率は「トヨムスメ」の４４．３％に

対して高蛋白系統の「十系１０３８号」で４８．２％と最も高

かった。遊離型全糖含有率は「トヨムスメ」の１１．４％

に対して、「十系１０１２号」が１３．７％と最も高かった。

(8)耐冷性に関する試験（昭和31年～継続）

①目的：育成系統および品種の耐冷性（障害型）を

明らかにして、耐冷性品種の育成に資する。

②試験方法：

ｱ）供試材料十青系統と標準比較品種

ｲ）検定条件開花始めから４週間、1８（昼）／１３（夜）

℃＋５０％遮光

ｳ）栽培方法ｌ／2,000ａポットを用い、ポット当たり

２個体

③結架：「十青243号」は中、「－１－育244号」はやや強、

「十青246号」「十青247号」は強とそれぞれ判定された。

３．大豆奨励品種決定現地調査（昭和29年～継続）

①目的：育成中の有望系統および品種につき、諸特

性および生産力を調査し、現地における適応性を明らか

にして、奨励品種決定の資料とする。

②試験方法：

７）供試材料１系統(京極町のみ3系統)、３品種

ｲ）試験場所等１７箇所、各約10ａ

ｳ）試験設計乱塊法２反復

③結采：

十青243号(延べ２１箇所）：「ユキホマレ」と比べて、

成熟期はほぼ同等であった。倒伏程度はやや多かった。

子実重はやや劣った。百粒童は小さく、検査等級は同等

～やや劣った。

十青２４４号(延べ５箇所）：「ユキホマレ」と比べて、

成熟期はほぼ同等であった。倒伏程度は同等であった。

子実重は同等～やや劣った｡百粒童は同等～やや大きく、・

検査等級は同等であった。

十青２４６号(延べ４箇所）：「ユキホマレ」と比べて、

成熟期は同等～やや遅かった｡倒伏程度は同等であった。

子実重は同等～やや劣った｡百粒童は同等～やや大きく、

検査等級は同等であった。

＋青２４７号(延べ５箇所）：「ユキホマレ」と比べて、

成熟期はほぼ同等であった。倒伏程度は同等であった。

子実重は同等～わずかに優った。百粒重は同等～わずか

に劣り、検査等級は同等であった。

(9)転換畑向け耐湿性品種育成試験（昭和56年～継続）

①目的：北海道の水田転換畑に発生するダイズ茎疫

病に対する抵抗性を検定し､耐病性品種の育成に資する。

②試験方法：

刀供試材料十青系統４、標準および比較品種６、合

計10品種・系統

ｲ）検定方法幼苗接種によるダイズ茎疫病の抵抗性検

定(植物遺伝資源センター改良法）

ｳ）供試菌株レース群ＩルースＡ)、レース群Ⅱル

ースＤ，Ｇ)、レース群Ⅳ（レースＪ）の３レース群、

４菌株

工）調査方法接種７日後、典型的感染病徴の現れた個

体毎に４段階の指数に判別した。

③結采：「十青243号」はレースＡに抵抗性を示した

が、レースＤ,Ｇ，Ｊには罹病性を示した。「十青244号」

はレースＡ,Ｇに抵抗性を示したが、レースＤ，Ｊには罹

病性を示した。「十青２４６号」はレースＡに抵抗性を示

したが、レースＤ,Ｇ，Ｊには罹病性を示した。「十青２４７

号」はレースＡに抵抗性を示したが、レースＤ，Ｇ，Ｊ

には罹病性を示した。

４．大豆特性検定試験（ダイズシストセンチュウ

抵抗性）（補助指定試験、昭和58年～継続､病虫科）

①目的：育成系統について、シスト線虫抵抗性を検

定し、新品種育成上の資料とする。

②試験方法：

ｱ）供試材料６１品種・系統

ｲ）検定方法レース１．場内圃場検定とレース３・更別

村線虫圃場検定

ｳ）調査方法生育中２回、根を堀取ってシスト寄生お

２．豆類の優良品種育成のための育種年数短縮（大

豆）（平成１５～１，年）

①目的：雑種初期世代を春季は暖地で栽培し、収極

後夏季に場内で栽培、選抜を進めて育種年限の短縮を図

る゜

②試験方法：
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よび根粒着生程度を調査し、寄生または着生指数を算出

して抵抗性を評価する。

③結果：「トヨムスメ」並みレース３に抵抗性強と

判断されたのは30系統であった。「スズヒメ」並のレー

ス１に抵抗性極強と判断されたのは10系統であった。

に関してマーカー選抜を行うことで非破壊的かつ効率的

に集団の個体数を絞れることの有効性を実証する。

②試験方法：「十系９１２号」×「植系３２号」Ｆ２世代で

Sat366のグラフ遺伝子型解析を行った後代検定用Ｐ３系

統について､系統内の成熟個体を用いた裂莱検定を行い、

グラフ遺伝子型による選抜の有効性を調査する。

③結采：

ｱ)十交170sの検定用Ｐ３系統(Ｔ(難裂英ﾎﾓ)型,}l(ﾍﾃﾛ)型

,S(易裂爽ﾎﾓ)型,各２０系統)について、裂英検定を行っ

た結果、グラフ遺伝子型がＴ型の系統は低裂英率に、Ｓ

型は高裂英率に分布が偏っており、１１型は分布が一様に

ばらついた。この結果から、初期世代のグラフ遺伝子型

による裂莱性選抜が有効であることが確認された。

ｲ）系統選抜では、裂英性マーカーのほか、草型、熟期

等で１１系統を圃場選抜した。

５．寒地における豆腐等加エ適性が高い機械収穫

向き主薬廻多収系統の育成（平成１８～22年）

①目的：主茎型大豆の多収化と耐倒伏性強化、およ

び豆腐を中心とする加工適性向上に特化した系統の作出

を目指す。

②試験方法：

７）主茎型を目標とした交配を実施し、冬季世代促進を

行う。

ｲ)主茎型を目標とする集団について個体選抜を実施。少

分枝で着芙が多く、倒伏程度が小さい個体を圃場選抜、

近赤外線による内部成分分析も利用し最終選抜を行う。

ｳ)主茎型を目標とする先行系統について、系統選抜を実

施。耐倒伏、高最下着爽高、少分枝の系統を圃場選抜、

成分分析も利用し最終選抜を行う。

ｴ)主薬型の先行系統について、生産力、草型、耐倒伏性、

加工適性の検定を実施。

③結果

７)主茎型、多収(半無限伸育、長葉)、耐倒伏、高着莱位

置、豆腐加工適性を目標とした交配を３組合せ実施し、

採取したＦ１種子は温室での冬季世代促進を実施中。

ｲ)主茎型を目標として交配した７集団について個体選抜

を実施。少分枝多着英で、倒伏程度が小さい個体を圃場

選抜し、近赤外線による成分分析も利用した最終選抜を

実施中。

ｳ)主茎型を目標とする先行６組合せ３６４系統について、

系統選抜を実施。耐倒伏、高最下着莱高、少分枝の系統

を圃場選抜し、成分分析も利用した最終選抜を実施中。

ｴ)力量計による押倒し抵抗値は、調査時期を８月中旬と

することで倒伏程度との相関が認められたが、その程度

は小さく、耐倒伏性選抜への適応は難しいと思われた。

ｵ)主茎型の先行５組合せ１３系統について、倍密植条件

で生産力、草型、耐倒伏性、加工適性の検定を実施し、２

系統に十系番号を付した。

７．寒地における「ユキホマレ」等の主要品種の

シストセンチュウ・わい化病及び低温着色抵抗性

の強化（平成I，～23年）

①目的：低温着色及びダイズシストセンチュウ抵抗

性に関する有効なＤＮＡマーカーを開発するとともに、

参画研究室の連携により複数の有用遺伝子を集積した系

統を育成する。これらを供与親にしてマーカー選抜によ

る戻し交配手法を用いて、複合抵抗性を有する新品種・

系統を短期間に開発する。

②試験方法：

７)マーカー選抜により育成した系統の生産力検定等を実

施する。

ｲ）「ロ.キシズカ」「トヨハルカ」にダイズシストセンチ

ュウ・レースＩ抵抗性と「WILIS」由来のわい化病抵抗

性を導入する交配及びマーカー選抜を実施する

ｳ)低温着色とシストセンチュウ・レースＩ抵抗性を集積

した中間母本を育成する。

③緒采

7）「-1.青２４７号」（BC3F6）を奨励品種決定基本調査に

供試した。また、「トヨハルカ」「ユキシズカ」にシス

トセンチュウ・レース１抵抗性を導入するためBC4Fl

およびＢＣ３ＦＩを作成した。

ｲ）「ユキシズカ」「トヨハルカ」にダイズシストセンチ

ュウ・レース１抵抗性とわい化病抵抗性を導入するため

の交配を実施した。

ｳ）I643F4（スズヒメ×トヨハルカのＳＳＤ集団）2,607

個体から、低温着色抵抗性に関与する１座とレースＩ抵

抗性に関与するＲｈｇ４座間（0.8ＣＭ)の組み換え個体を

６．ＤＮＡマーカー育種による耐裂英性ダイズの

育成と利用技術の開発（平成１８～２１年）

①目的：実際の事業育種において、圃場での検定や、

生物検定での評価を行う前の初期選抜段階で、耐裂莱性
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試験等の成統を考慮し、複合抵抗性で有望な「十系１０３４

号」に「－１.青248号」の地方番号を付した。

DNAマーカーを川いて探索し、両抵抗性遺伝子型をホ

モで持つ２個体と一部へテロの１６個体を選抜した。

９．道産大豆の競争力アップを目指した豆腐好適

品種の開発促進

4）育成系統の豆腐加工適性評価および選抜

（平成１９～２２年）

①「Ｉ的：豆腐用優良品種の早期|)'1発を目指して、近

赤外分析装腫による成分（蛋白・遊離型全糖）選抜を経

た系統について、中央農試農産品質科による少量サンプ

ルからの､生搾り法での豆腐硬さ評価を行うことにより、

選抜を行う。

②試験方法：

供試材料：成分選抜を経た】殉～Ｆ７１９組合せ４６系統

③緒果

高蛋白で豆腐破断応力が高い５系統に｢十系1060号｣、

「＋系１０６１号｣、「十系１０６２号｣、「十系１０６３号｣、「十

系１０５９号」の番号を付した。

８．豆類高生産・安定供給のための耐病虫性複合

有望系統の選抜強化

(1)わい化病抵抗性を付加した複合有望系統の選抜強化

（平成１７～２１年）

①目的：病害,障害に強い優良品種の|)'1発を目指し

て、わい化病抵抗性と耐冷性、線虫レースｌ抵抗性の複

合障害抵抗性有望系統を作出する。

②試験方法：

７）系統選抜・検定試験

系統選抜・検定（わい化病抵抗性：鹿追町・大樹町、

耐冷性：上士幌町、線11(レースＩ抵抗性：十勝農試隔離

圃場）を行い、複合抵抗性系統を選抜する。

ｲ）選抜系統の生産力検定

わい化病抵抗性､耐冷性､線虫レースｌまたはレース３

抵抗性の現地選抜・検定を経た育成系統を小規模生産力

検定試験に供試する。

ｳ）特性検定試験

生産力検定予備試験に供試する十系系統をわい化病抵

抗性の他、シスト線虫抵抗性（十勝農試）および耐冷性

（上士幌町）等の特性検定に供試する。

③結采

７）系統選抜・検定試験

Ｆ〕～Ｆ６１５組合せ、６７９系統のうち、Ｆ〕～Ｆ６１２

組合せ、４９７系統をわい化病多発現地圃場に供試し、わ

い化病の評価がやや強以上の１２組合せ、１８２系統を、

また、Ｐ４～Ｆ６６組合せ、３０２系統を線Luレース１検

定隔離圃場に供試し、６組合せ、７８系統の抵抗性を確

認した。さらに、１７４２組合せ、９８系統を耐冷性現地

選抜圃場に供試した。これら検定結果と草姿、熟期の評

価をもとに、１３組合せ８２系統を圃場選抜した。

ｲ）選抜系統の生産力検定

Ｆ４～Ｆ７１２組合せ３３系統を供試し、わい化病抵抗

性と耐冷性､線虫レース３抵抗性が複合化された３系統、

「1302-17｣、「1412-1」、「1502-5」にそれぞれ「十系１０６０

号｣、「十系１０５４号｣、「十系１０５３号」の十系番号を付し

た。さらにこれら形質に線虫レース１抵抗性が複合化さ

れた「1444+-3」に「-}･系１０５６号」の十系ilf号を付した。

ｳ）特性検定試験

予備試験供試の十系２４系統中、わい化病抵抗性と耐

冷性、線虫レース３抵抗性が複合化された２系統を選抜

した。そのうち各種特性検定試験および系統適応性検定

Ⅱ大豆に関する調査

１．遺伝子組換え作物交雑等防止事業

(1)交雑防｣上措置基準に示される隔離距離等における交

雑の有無等の調査（平成１８～２０年）

①｜］的

「遺伝子組換え作物の栽培等による交雑等の防止に関す

る条例」で定められた「交雑防｣上措憧基準」の隔離距離

等における交雑の有無を調査するとともに、交雑に関連

する要因について調査し、同韮fl11をより北海道の実態に

Ｉ１ｌｌしたものとするための検証、見直しに必要なデータを

蓄概する。

②試験方法：

栽培方法：花粉親と種子親は、特定の距離（隣接、１０

m-農水実験指針、２０m-交雑防止措腫基準、４０，，８０，１、

l60nI、230ｍ）をとる。花粉親と緬子親の品種は、とも

に非遺伝子組換えで、開花期が重複し、交雑した場合キ

セニアで確認できるものを選定する。

調査項目：交雑の有無（キセニアの発生：キセニア稔

子はｉＩｌ央農試遺伝子工学科でＰＣＲマーカー分析し交雑

のｲ｢無を判定)、生育調査（主茎長等生育調査、開花期

等)、気象要因（マメダス）

③緒染

花粉組と敵子親の開花期'１{1は１３日間重複した。交雑は

全ての試験区で認められなかった。７月中旬の低温の影

響による花粉稔性の低下が推測されるが着英・結実して
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]509/10m） 

ｸ)橘満施j11剤：アブラムシ(ダイシストン粒剤４kg/IOa）

、タネバエ(グイアジノン粒剤４kg/IOa）

③緒采：５～６葉期処理後のフルP下旬は低温で経

過し、生育は停滞したが、その後、８月以降は、高温傾

向で経過し、生育は回復した。

２葉)01処W11による薬害は、薬斑発生程度で０．５～１．s

の薬斑が発生した。薬斑の発生は「トヨムスメ」＝「音

更大ｉ１ｌＵ＞「キタムスメ」＞「ユキシズカ」≧「いわい

くろ」のlUiであった。処理による初期生育の停滞は認め

られなかった。５葉期処理は、低温寡照の時期に処理を

したこともあり、薬斑は極軽微～認められなかった。

試験区'１(1にデータのバラツキが認められたが、分散分

析によるブロック間差は認められなかった。各品種とも

薬(||散布に伴う成熟の遅れ、生育の停滞などは認められ

なかったことから、子実重も薬害の影縛はほとんど認め

られないものと思われた。

いること、花粉区内においても交雑が認められなかった

ことから、交雑の要因として風媒の可能性は低いと考え

られた。交雑が発生しなかった要因として、約200ｍの

距離にあるナタネ試験圃場(5a)が、大豆|)}1花始より早い

７月上旬～大豆開花終期の８月中旬まで|)}1花)|）111{1を迎え

ており、訪花性昆虫がナタネに集まった可能性が考えら

れた。

２．大豆品種の茎葉処理除草剤ベンタゾン液剤に

対する感受性調査

(1)大豆品種の茎菜処理除草剤ベンタゾン液剤に対する

感受性評価（平成Ｉ，～２０年）

①目的：茎菜処理除草剤ベンタゾン液剤に対する感

受性が未検討な大豆品穂の感受性評価試験を行い、生産

現場にその情報を提示する。

②試験方法：

７)供試薬剤：ベンタゾン液剤

ｲ)供試材料：標準品穂「トヨムスメル広域｢W,極「いわ

いくろ｣、地域品種「音更大袖｣、「ユキシズカ」、「キタ

ムスメ」

ｳ)処理時期：２水ilq2～３葉期と５～６菜Ⅲ１

ｴ)処理薬量：２水鞭’501111/IOa(水量1001ﾉlOi,)区と無

処理区

ｵ)試験配置：分割区法２反復主区処H1！（時期・薬

量)、副区品種

力)調査項目：初j01薬害程度、成熟期の生育、収倣、品質

ｷ)土壌処理除草剤：体系処理（5/24、ロロックス水和剤

Ⅲ新農業資材の実用化試験

１．除草剤及び生育調節剤

（昭和３１年～継続）

①ロ的：畑作物に対する各穂除草剤および生育調節

剤の適用性について検討する。

②試験方法：大豆用除草剤２バリの実用性を検討した。

③緒采：Ｉ剤が実用化可能､Ｉバリが継続と判定された。

〔小豆菜豆科〕

Ｉ小豆品種改良に関する試験

１．小豆新品種育成試験（農林水産省小豆育種指

定試験）（昭和29年～継続／平成１８～22年公募制）

(1)寒地・寒冷地向け高品質、耐冷性、病害抵抗性、機

械化適性のあずき品種の育成（平成１８～22年）

①目的：寒地・寒冷地向け高品質、耐冷性、病害抵

抗性、機械化適性品種を育成する。

②試験方法：交雑による集団及び系統選抜法による。

③結果：

７）人工交配；２６組合せの交配種子1567粒を得た。

ｲ）雑種第１代養成(温室）；Ｆ１３５組合せ７２８１M体を供試

し、３s組合せ56410粒を得た。

ｳ）雑種第２代集団選抜試験；ＦＪ３Ｉ組合せ３１３５０個体を

供試し、「,31組合せ62000粒を選抜した。

ｴ）雑種第３代集団選抜試験；Ｆ１２９組合せ７２３００個体、

Ｍ１４組合せ，210個体を供試し、Ｆ,29組合せ111500粒

及び２５１個体、Ｂ〕F〕４組合せ８０００粒及び４１６個体を選

抜した。

ｵ）雑種第４代個体選抜試験；１７４２０組合せ52000個体、

BIFィ１組合せ７１系統を供試し、Ｆ41,組合せ1394個体、

I〕ＩＦィ１組合せ７系統を選抜した。

力）雑種第５代系統選抜試験；２０組合せ］025系統のう

ち１３＃H合せを落葉病抵抗性ＤＮＡマーカー選抜を実施

し、２０組合せ８４９系統を圃場に供試し、１８組合せ１１１

系統を選抜した。

ｷ）雑種第６代系統選抜試験；２３組合せ１２０系統群６００

系統を供試し、１４組合せ２４系統１２０個体を選抜した。

ｸ）雑翻第７代以降系統選抜試験；２４組合せ４７系統群

250系統を供試し、１４組合せ１０系統IIS個体を選抜し

た。
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(3)育成系統生産力検定試験（昭和３６年～継続）

①［Ｉ的：育成系統の生産力を検定する。

②試験方法：育成系統３，標準及び比較１W,菰８，計II

Ilh1jli系統を供試し、乱塊法４反復、１区１２㎡で実施。

③結采：播種後の低温により出芽は遅れたが、天候

の回復により初期生育は順調であった。７ノ}[|]句から下

ｲﾘ前半にかけての著しい低温により|)'1花はやや遅れ、８

)1上旬前半までほとんど着莱が見られなかった。７)]下

旬後半以降は高温に経過し、生育は旺盛となり、８ハ上

旬後半以降は着莱も回復し、成熟期は早かった。８）1の

高温の影響により百粒重は軽かった。

ｹ）育成系統予備選抜試験；２３組合せ１２０系統を供試

し、１４組合せ２４系統を選抜した。

(2)育成系統生産力検定予備試験（昭和３４年～継続）

①Ｉ】的：育成系統のうち固定度の高い有望系統につ

いて生産力を検定する。

②試験方法：早生９，中生24、大粒１４系統を供試し、

群別乱塊怯３反復で実施。

③結采：早生２、中生７，大粒７系統を選抜した。

そのうち、［'’１１２の１系統には地方番号を付した。

表Ｄ－２小豆育成系統生産力検定試験成績
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９．２６ 

９．２３， 

，９．１９ 

１９１４ 
注）倒伏程度：０(無)～4(笹）

早生種；「十行１５７号」は「サホロショウズ」より成

熟期が３日遅く、収量および百粒重はほぼ同等であった。

中生穂；「十青１５５号」は「エリモショウズｊより成

熟期が１Ｈ早く、１３％多収。百粒重は重かったが、色筏

のため検査等級はやや劣った。

大納言：「十青154号」は「アカネダイナゴン」より

成熟期が３日遅く、低収であったが、百粒童は頭かつた。

て俗植区では２％増収となった。各品種系統ごとに見る

と、「エリモショウズ」では増減なし、裕植区において

「-1-青１５４号」で３％、「しゆまり」で４％減収し、他の

ｇｌｉＩｌＩ極系統では１～９％増収した。

(5)育成系統アズキ落葉病抵抗性検定試験

（昭和５６年～継続）

①｜］的：育成系統のうち固定度の高い有望系統につ

いて、アズキ落葉病抵抗性を検定する。

②試験方法：３系統５品種を落葉病発生圃場で栽培し、

発病度により抵抗性を検定する。１区２．０４㎡、乱塊法

３反復。

③緒采：夏季の高温傾向のため発病が全体に遅れ、

９）)上旬から発病が認められた。発病から成熟期までの

川lllllが短かったため、感受性比較品種「エリモショウズ」

の発病が例年よりやや軽かったが、感受性と抵抗性の判

定には''１１題なかった。供試した３系統は全て発病度が低

(4)品種及び育成系統の栽培特性検定試験

（昭和３７年～継続）

①目的：品種及び育成系統の栽培条件を異にする場

合の適応性を検定する。

②試験方法：２系統及び比較５品種を供試。標ｉｌｌｊ、硲

植(株立木数１．５倍、６０×１５cm、１株２本立)の２処１１１．

分割区法３反復(主区；処理、細区；品種系統)。１区６.Ｏ

ｌｌ１ｏ 

③jW1i染：品穂系統平均で比較すると、標植区に比べ
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<、抵抗性「強」と判定した。

３．道央・道南向けの良質多収耐病性小豆品種の

開発強化（平成１８～２２年）

①目的：複合耐病性で良質多収な普通小豆及び大納

言小豆系統を道央地域で選抜して、道央・道南地域向け

小豆品種の開発を強化する。

②試験方法：

ｱ）交配・初期世代；交配４組合せ、Ｆ２４組合せ。

ｲ）中期耐病・耐冷性系統の検定。選抜；「,系統選抜６

組合せ２４０系統。

③緒采

ｱ）交配・初期世代；交配は４組合せ170粒を得た。Ｆ］

は４組合せ４集団10330粒を選抜した。

ｲ〉中期耐病・耐冷性系統の検定・選抜；Ｆ,系統６組合

せ４１系統を選抜した。

(6)現地選抜に関する試験（昭和５２年～継続）

①目的：育成系統を耐冷性現地選抜圃場で選抜・検

定する。

②試験方法：試験場所大樹町

７）耐冷性個体選抜試験Ｆ３４組合せ７集団

ｲ）耐冷性系統選抜試験Ｆ５１３組合せ５４６系統

ｳ）育成系統耐冷性選抜試験

（a)予備選抜試験１１組合せ５４系統

（b)生産力検定予備試験２０組合せ３２系統

ｴ）育成系統耐冷性検定試験３系統

③結果：本年は７月中下旬が低温であり、生育初期

の耐冷性を評価するには適していた。個体選抜試験では

圃場選抜を行い、脱穀後品質によりＦ3世代４組合せ２１９

個体を選抜した。耐冷性系統選抜試験及び育成系統耐冷

性選抜試験では、十勝農試での子実重、品質、耐病性等

を考慮して、耐冷性系統選抜試験では５８系統、予備選

抜試験では１１系統、生産力検定予備試験では１０系統を

選抜した。育成系統耐冷性検定試験では、供試系統の生

育初期の耐冷性は対照品種と比較して同等から優った。

４．複数病害に対して持続的に抵抗性を示す小豆

品種の開発強化（平成Ｉ，～２２年）

①目的：茎疫病圃場抵抗性と、落葉病レース１，２

抵抗性を持ち、持続的に複数病害に抵抗性を発揮できる

品種開発をおこなう。

②試験方法：

茎疫病圃場抵抗性が期待されるＦ２世代６集団につい

て、場内落葉病多発圃場における選抜に8,320個体を供

試した。

③結采：

６集団17,380粒を選抜した。

(7)小豆の耐冷性に関する試験（昭和４２～継続）

①目的：低温育種実験室で小豆育成系統の|)M花期頃

の長期低温に対する耐冷性を検定する。

②試験方法：開花始から４週間低温処理(昼１８℃、夜

１３℃、２週目以降５０％遮光)を行い、生育、収逓を調

査する。処理期間以外はほぼ平年気温に合わせたガラス

室。４系統及び標準品種供試。

③結采：生育は芯止り気味でやや生育不良で、子実

重の無処理区比の品種系統間差はやや小さかった。低温

区での子実重無処理区比は「きたるまん」「エリモショ

ウズ」が高く、「十青１５７号」は「エリモショウズ」並

み、「十青154号｣はやや小さく、「十青１５５号｣はさらに

小さく「アカネダイナゴン」並みであった。

５．小豆の高度耐冷性品種の開発促進

（平成１７～１，年）

①目的：主に極晩生品種から開花期頃の低温抵抗性

品種の探索を行う。出芽直後及び生育初期の低温抵抗性

は、初期世代集団を耐冷性現地選抜圃で選抜するととも

に、低温育種実験室での効率的な選抜手法を検討する。

②試験方法

７）開花期頃探索：５０品種を供試し、短日処理で花芽分

化させ、開花期頃より７日間低温処理(10～１５℃）し、

終了６～１０日後に開花した花の開花数、着英数を調査。

ｲ】複合抵抗性,Ｈ１種の開発：交配４組合せ(十勝農試)、Ｆ２

集団２組合せ（十勝農試、落葉病発生耐)、Ｂ集団２組

合せ（落葉病発生圃、耐冷性現地選抜圃)。Ｐ４集団３組

合せ（耐冷性現地選抜圃)。

ｳ）簡易選抜技術開発（出芽直後）：Ｆ,集団２組合せ。

粒状綿を詰めた育苗箱に１００粒播種。出芽直後から低温

２．小豆奨励品種決定調査（昭和46年～継続）

①目的：有望な系統及び品種について現地における

適応性を明らかにして、奨励品穂決定の資とする。

②試験方法：早生系統「十育１５７号」及び比較品種２，

中生品種３，大納言品種２を供試し、十勝管内５カ所で

試験を実施した。

③結采：「十青157号」は「サホ回ショウズ」と比較

して成熟期は並からやや遅く、収量は同等、百粒童はや

や重かった。
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ｴ）雑種第４代個体選抜試験；Ｆ`は１０組合せ20,600個

体を供試し、１０組合せ２，２個体を選抜した。

ｵ）雑種第５代系統選抜試験；Ｂは１２組合せ３７５系統を

供試し、１２%11合せ１１４系統を選抜した。

力）雑種第６代系統選抜試験；手亡類３３群１３２系統、金

時類３５群140系統を供試し、育成系統予備選抜試験の

結』|Lに基づき、２５系統を選抜した。

ｷ）育成系統予備選抜試験；手亡類３３系統、金時類３５

系統を供試し、手亡類１３、金時類１２系統を選抜した。

ｸ）後期世代系統育成試験；手亡類１６群８０系統、金時

類１６群８５系統、計１６５系統を供試し、生産力関係の試

験結果に基づいて１４系統を選抜した。

ｹ）育成系統生産力検定予備試験；手亡類１６系統、金時

類１６系統を供試し、手亡類２，金時類１２系統を選抜し

た。

遮光処理(10～１３℃、４週IHI)、その後緑化処理を行い、

１３日後、初生栞の葉色及び障害程度で選抜を行った。

ｴ）生化学的解Iﾘ１（生育初期）：「斑小粒系-1ｊを供試し、

生育初期に低温処理を行った。低温処理区、無処J111区よ

りnlRNAをlllllll。Ｈｄ３ｍ（花成ホルモンに関与）をプロ

ーブとしてnlRNA発現fitをlHll定した。

③結采

７）開花期頃探索：８品種を“強，，、l8iWj種を“やや強

',と判定した。

ｲ》複合抵抗性品種の開発：交配；４＃11合せ２２２粒を得

た。Ｂ選抜；１組合せ2700粒及び１ル11合せ６２個体を選

抜、Ｆｊ選抜；２組合せ4,770粒を採邨、Ｐ４選抜；３組

合せ１７７個体を選抜した。

ｳ）簡易選抜技術開発（１１１芽直後）：ＦＤ集団２組合せ269

個体を選抜した。

ｴ）生化学的解Iﾘ}：低温処理で１１(I3a発現の増力Ⅱ傾|ｲﾘが

認められたが、無処理区と有意な差は無かった。 (2)育成系統生産力検定試験

①目的：育成系統の生産力を検定する。

②試験方法：表Ｄ－３に示した、手亡類３，金時類４品

種系統を供試した。乱塊法４反復、１区１２０㎡で実施。

③緒采：

7）「十青Ｂ７８号」；「福勝」に比ぺ、Ｉ１ｉ１花期および成熟

期は同等で、成熟期における倒伏程度および葉落ちの程

度も同等であった。子実重は「福勝」比102％と同等で、

百粒正は「福勝」より僅かに重い84.58であった。粒色

は「福勝ｊと同系色でややIﾘ1るく、粒形は「福勝」に類

似し、外観品質は「福勝」と同程度であった。黄化病現

jUl多発圃場における黄化病の発病は認められなかった。

６．豆類育成系統の製品試作試験材料の養成

（平成１０年）

①目的：製品試作試験に供するための原料豆を、他

,１１，種との混合、典型の混合を避けながら生産し、１k産物

を製品試作試験に供することのできるＡ１,位に調製する。

②試験方法：「十青１５４号･」と比較１１１１轍を桧山管内厚沢

部町の農家圃場で委託栽培により生産し、十勝鵬試で造

り２等見当に調製する。

③結果：「十青154号」254.5kg、「アカネダイナゴン」

280.,kg、「Iまくと大納言」186.4ｋｇを素俵で得た後調製

し、「十青１５４号」178.4kg、「アカネダイナゴン」１６，３kg、

「ほくと大納言」92.7ｋｇの製品試作試験材料を得た。

Ⅱ豆類品種改良に関する試験

１．菜豆新品種育成試験（l1llTn21年～継続）

(1)良質、耐病、多収品種行成試験

①lEI的：良質、多収、耐病性の品種を育成する。

②試験方法：人工交配による集団及び系統育種法。

③結果：

７）人工交配；冬季温室でlii交配１６%U合せについて行

い、1,220粒を採種した。

ｲ）雑種第１代養成；Ｆ１は１６組合せ1,220個体を枚植

し、28,500粒を採種した。

ｳ）雑種第２代及び第３代集団選抜試験；Ｆ２は１５組合

せ２５，５５０個体、Ｆ〕は１５級合せ24,400個体を供試し、Ｆ２

は24,400粒、ＦＤは３０，３００粒を選抜した。
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表Ｄ－３菜豆育成系統生産力検定試験
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３上勝７．８８，３００．０ 5３５３２２１００８２．５１１．３ 
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２
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1００２８．６１６．８ 576 

581 

564 

312 

332 

287 

姫手亡７．２０９．９３．８１．８

雪手亡７．１９９．９３．８１．０

絹てぽう７．２０９．９３．８１．８

30.3 ４．１１ 1．３ 3９８．９ 

７３１０．０ 

６７９．１ 

1０７２９．４ ８．６ 

１２．４ 

4．２２ 3０．３ 

9２３６．７ 32.0 2．９１ 

(不良）＊３黄化病：鹿追現地FD1における結果

軽かった。９）|上旬の降雨により色流れ粒が多く発生し、

平年より外観,V】質は劣った。

倒伏程度：Ｏ(無)～4(甚）＊２葉落良否：１(良)～5(不良）＊１ 

(3)品種及び育成系統の栽培特性検定試験

①目的：金時類の品稲及び育成系統の栽陪条(!':を異

にする場合の適応性を検定する。

②試験方法：主区に栽培条件(標準､追肥(窒素６ｋｇ/lOa

を開花前に施用)、晩播（標準の１５日晩柵)、１１１区に品

種（３品種１系統)。分割区法３反復、１区6.0㎡で実

施。

③結采：追肥区では、標準区に比ぺ増収効果が認め

られ、倒伏は同等または僅かに増加したが、葉蕗ちへの

影響は認められなかった。標準区に比べ、晩柵区では小

粒化による収逓の低下が認められ、密植区では収fitはほ

ぼ同程度であった。

３．高精度ＤＮＡマーカー選抜による菜豆（金時）

の黄化病高度抵抗性品種の早期開発

（平成１，～２１年）

①ロ的：「大福」並の黄化病高度抵抗性で既存品秘

並の特性を持つ金時優良品種または品種化間近の有望系

統をlMl発する。また、それらを交配母本に用いて、さら

に多収、良質で機械収穫適性（iiil倒伏性、葉落ち）の高

い黄化病高度抵抗性品種の開発を目指す。

②試験方法：

ｱ）ＤＮＡマーカーを利用した反復房し交配による高度抵

抗性ｲ『望系統の早期育成；十青１系統、十系７系統を供

試し、選抜、生産力試験及び炭そ病検定を実施する。ま

た、交配集団についてＤＮＡマーカー選抜を実施する。

ｲ）接撒検定：十青１系統、十系７系統を供試し、保毒

アブラムシを接種して、高精度で抵抗性検定を行う。

ｳ）商度抵抗性を備えた多収・良質・機械収穫適性１W,種

の|)'1発；「桶勝」「大正金時」の各戻し交配系統を親と

する交配５組合せを実施する。

③結采：

7）ＤＮＡマーカーを利用した反複戻し交配による高度抵

抗性ｲ丁望系統の早期育成；十勝農試圃場において、「十

青！〕７８号」は「福勝」と、「-|･系Ｂ393号」及び「十系Ｂ３９４

号」は「大正金時」とそれぞれほぼ同等の熟期、収量性、

粒大であり、炭そ病抵抗性も同等であった。また、鹿追

町現jlllllilでの発病個体率は「大正金時」の22.3％、「福

勝」の２Ｍ％に対し、抵抗性系統の「十青Ｂ７８号ｊ「十

系Ｂ〕９３号ｊ及び「十系Ｂ３９４号ｊでは0.0％と全く発病

(4)炭そ病抵抗性検定試験

①目的：育成系統の炭そ病抵抗性を検定する。

②試験方法：第１～２本葉展開期に炭そ病の分生胞子

水懸濁液を噴霧接穂し、罹病程度により抵抗性を判定。

③結果：Ｆ〕～Ｆ６代の手亡類系統では、抵抗性を欠

く組合せで隔離圃場にて検定・選抜を行った。生産力検

定予備以降の全系統については、隔離圃場にてｒｉｌｃｃ７

(Ｃｌ3)、「ace３８(Ｃｌ）、mcc81(C3)の抵抗性検定を行い、

系統選抜の参考とした。

２．菜豆奨励品種決定調査（昭和46年～継続）

①目的：有望な育成系統について、現地における適

応性を明らかにして奨励品種決定の資とする。

②試験方法：－１.勝'Ｗ１３カ所で試験を実施する。

③結果：

７）７月中旬に著しい低温となったが、｜)Ⅱ花・蒜莱に大

きな影響は認められなかった。８月中下旬は商ｉＭ干ばつ

に経過したことから、平年より成熟期が早く、而粒ｉｉｉが

－３６－ 



①目的：小豆、菜豆の初期世代集団を暖地を利用し

て１年２世代養成し、育種年数短縮を図る゜

②試験方法：春季暖地(鹿児島県沖永良部島)でＦ２(菜

豆)、「〕(小豆)集団を栽植し、各個体より２～３茨収穫

する。その種子を夏季十勝で栽植し、集団または個体選

抜を行う。

③結果：春季暖地では、小豆Ｆ〕１０組合せ１２集団、

菜豆Ｆ２１s組合せ１５集団を供試した。夏季、小豆はＦ‘

集団を育種目標に応じて場内一般圃場、落葉病（レース

１，２）抵抗性選抜圃、中央農試中晩生選抜圃に供試・選

抜した。菜豆は、育種目標に応じてＦ〕集団を場内一般

圃場に供試・選抜した。

が認められなかった。「福勝」を反復親とする戻し交配

集団のＤＮＡマーカー選抜を実施した。

ｲ）接種検定；発病個体率は、「福勝」の64.3％に対し、

供試した全系統で0.0％と全く発病が認められなかった。

ｳ）高度抵抗性を備えた多収・良質・機械収穫適性品種

の開発；新規交配により得られたＦ１集団は夏季に十勝

農試で栽植し、Ｂ集団は２月上旬に暖地に播種した。

４．小豆・菜豆のｶﾛｴ適性調査と小豆ｶﾛｪ適性に

影響する要因解明（平成１８～２０年）

①目的：小豆、菜豆の育成系統について力ｌ１工に関わ

る特性及び成分調査を実施する。また、子実中の金属成

分がアン色に及ぼす作用を解明する。

②試験方法：小豆・菜豆の有望系統について、-1-青系

統は中央農試農産品質科で、十系系統は十勝農試で民間

の分析機関に委託して加工適性を評価する。名古屋大学

で子実中の鉄含量とアン色について分析､調査するため、

新たに開発された鉄肥料により鉄供給を付加した栽培に

よる子実を収穫、調製した。また、中央農試農産品質科

での小豆の加工適性不良要因解明に供するため、「エリ

モショウズ」「しゅまり」「十青150号」の未熟、完熟、

刈り遅れの子実試料を収穫、調製した。

③結果：小豆では「十青157号」の生アン色が「し

ゆまり」に近かった。金時では種皮硬さの値が大きいほ

ど煮熟後の皮切れ粒率が低い傾向が認められた。手亡類

では「絹てぼう」と同様に未吸水粒のない系統が６系統

あった。Ｈ１８年に水耕で鉄付加栽培した小豆を名古屋大

学で分析した結果､鉄付加による子実中の鉄含量の増力１１，

生アン色の変化は認められなかった。

Ⅲ豆類栽培法改善に関する試験

１．菜豆類(金時、虎豆)における土壌・栄養診断

技術の開発と窒素施肥技術の実証

（平成１７～１９年）

栽培環境科の項に掲載

２．小豆の機能性成分の変動調査と新規生理調節

機能の探索（平成１，～２１年）

①月的：抗酸化活性を有するボリフェノール含量の

高い小豆遺伝資源を探索する。

②試験方法：十勝農試圃場で「エリモショウズ」「し

ゅまり」を供試し、収穫時期、収穫後の乾燥、脱穀方法

の異なる子実試料についてポリフェノール含量を中央農

試農産品質科で分析する。

③結果：「エリモショウズ」では刈取り時期が遅れ

るほどポリフェノール含量が低く、「しゆまり」では刈

取り時期が遅れ、ニオ積みがない試料でポリフェノール

含量が低い傾向が認められた。５．豆類の優良品種早期育成のための育種年数短

縮（平成１５～］９年）

〔畑作園芸科〕

Ｉてん菜品種改良に関する試験

１．てん菜特性検定試験（抽苔耐性）

（補助指定試験、平成１４年～継続）

①目的：北海道農業研究センター育成系統の抽苔耐

性を検定する。

②方法：

７)供試材料検定系統：「北海，３号｣、基準品種：３、

計４品種・系統。

ｲ)試験条件人為処理：播種は２月２０ｐに行い、３月

１９日～４月２６日まで5℃、16時間電灯照明により低温

長日で育苗した（北農研センター)。４月２６日～５月６

日まで十勝農試で育苗し、５月７日に移植を行った。

自然条件：大空町で現地農家慣行法によって育苗管理し

た後、斜里町現地圃場に移植した。

ｳ)試験区設計十勝農試：１区面積１４．４㎡、乱塊法２

反復。斜里町：Ｉ区面積フ.９２㎡、乱塊法２反復。

ｴ)抽苔調査ｌ１ｌｌ苔調査は農試；６月下旬、８月上旬、現

地；８月上旬、１０月上旬の各２回行った。

③結采：
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「北海９３号」の抽苔率は、“強，，の基準品種「モノホ

マレ」より低く、抽苔耐性は“強，，と判定した。

品種選定上の資とする。

②方法：

７)供試材料検定系統３、基準・参考品種4．

ｲ)試験区設計１区面積］2.6㎡、乱塊法３反復。

ｳ)試験条件褐斑病無防除栽培。接種条件（一株当たり

0.29の罹病葉を株元に６月３０日に接種)。

ｴ)耕種概要播種期３月１６日、移植期４月２７日、栽植

本数7,407本/lOaoその他は十勝農試標準耕種法による。

ｵ)調査方法てん菜褐斑病調査基準(北海道法)により、Ｉ

区当たり２０個体の発病指数を調査した。

③結果：

生育は障害や遅延が認められなく良好に経過した。褐

斑病の初発は７月下旬に認められ、８月中は高温に経過

したことから、病斑は急速に株全体に拡大し、８月下旬

時点で、一部の試験区で枯死葉が認められた。検定系統

の判定は、２時期の調査を考慮に入れて行った。

「Hl35」は２時期とも「スターヒル」と有意差が無

く、判定は，，弱'’であった。

「llT28」：２時期とも「スタウト」「モノヒカリ」と

有意差が無く、その中間の値であった。判定は''やや強

”であった。

「ＫＷＳ５ＲＩ６上２時期とも「スターヒル」と有意差

が無く、判定は”弱”であった。

２．てん菜輸入品種検定試験（平成16～20年）

(1)生産力検定試験

①目的：てん菜輸入品種の特性および地域適応性を

検定する。

②方法：

7）供試材料標準および対照比較品種７，検定系統，、

計１６品種系統。

ｲ)試験区設計１区面積14.4㎡、乱塊法４反復。

ｳ)耕種概要播種期：３月１６日、移植期４月２６日、収

穫期１０月１８日、前作：秋播小麦、施肥量

Ｎ;15.0,P30,;31.5,K]O;21.0,MgO;7.2kg/IOa、堆肥３t/１０a、炭

カル1.21/lOa、ヨウ燐1.2t/lOa、栽植株数：7,003本/10a、

その他は十勝農試標準耕種法による。

③結果：

４）考察

対照品種と比較した結果は次のとおりである。

「Ⅱ135」：「7ｾﾝﾄ」に比べ、糖量はやや多くやや有

望。

「H136RL「ｱｾﾝﾄﾞ」に比べ、根中糖分高く、糖量は

かなり多く、褐斑病の発生は少く、有望。「ﾘｿﾞﾏｯｸｽ」

と比べ、同程度であった。

「Ｉｌｌ３７」：「ｱｾﾝﾄﾞ」に比べ、根中糖分が高く、糖量

はかなり多く、褐斑病の発生が少く、有望。「ﾘｿﾞﾏｿｸｽ」

と比べ同程度。

「1ｌＴ２８」：「ｸﾛｰﾅ」に比べ、糖量がかなり多く、褐斑

病の発生も少なく、有望。「ﾓﾘｰﾉ」に比べ、糖量はかな

り多く、有望。

「ＨＴ２９上「ｸﾛｰﾅ」に比べ、褐斑病の発生が少なく、

やや有望。「ﾓﾘｰﾉ」に比べ、根中糖分が高く、やや有望。

「l1T30」：「ｸﾛｰﾅ」に比ぺ、糖量が多く、褐斑病の発

生が少なく、有望。「ﾓﾘｰﾉ」に比ぺ、根中糠分はかなり

高く、糖量は多く、やや有望。

「KWS5Rl6」：「えとびりか」に比べ、根中糖分はか

なり高く、糖量はかなり多い。褐斑病の発生は少なく、

有望。「きたさやか」に比ぺ、同程度であった。

「KWS7R78」：「えとびりか」に比べ、根中糖分はか

なり高く、糖量はかなり多く、有望。「きたさやか」に

比べ、褐斑病の発生はやや多く評価はやや劣った。

「KWS7R79」：「えとびりか」に比べ、根中糖分はか

なり高く、糖量はかなり多く有望。「きたさやか」に比

褐斑病の発生はやや多く、評価はやや劣った。

(3)根腐病抵抗性検定試験

①目的：有望な輸入品種・系統について、根腐病抵

抗性を検定し、品種選定上の資とする。

②方法：

７）供試材料検定系統９，比較品種５．

ｲ）試験区設計１区面積10.8㎡、移植栽培、乱塊法４

反復、栽植株数７，003株/IOa（60ｃｍ×23.8cm)。

ｳ）耕種概要播種期３月１６日、移植期４月２７日。根

腐病は無防除。その他は十勝農試標準耕種法による。

ｴ）接種方法Ｒﾉﾘizocloljiq3oﾉ(711ｊＡＧ２－２の菌株を用い、

大麦培地にて培養後、乾燥して接種源とした。６月２２

ｐに接種源を株元に接種（株当り約１０粒)。

ｵ）調査方法調査株数は１区当たり４０株を基本とし

た。調査基準は「てんさい根腐病調査基準（てん研法)」

に準ずる。調査は８月２１日に行った。

①結采：

基準品種「TK-80上強、「リーランド」：中、「スター

ヒル」：弱の間で有意な差が認められ基準品種との比較

で判定した。

判定は以下のとおりである。

強：「IlT29」「IlT30」

(2)褐斑病抵抗性特性検定試験

①目的：てん菜輸入品種の褐斑病抵抗性を検定し、
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中：「Ⅱ135｣、「１１１３６R」「Ⅱ137」「KWS7R79」

やや弱：「ＨＴ２８」「KWS7R78」

弱：「KWS5R16」

千認められた。その結果、大きく根重、根中糖分、修正

糖分が低下し、不純物価は上昇した。根中糖分、修正糖

分に対し処理×品種の交互作用が認められ、耐病性のバ

ランスの優れる「北海９０号」と「スタウト」の低下程

度が他よりやや少なかった。(4)抽苔耐性特性検定試験

①目的：輸入品種の有望系統について抽苔耐性を検

定し品種選定上の資とする。

②方法：

７)供試材料検定系統３，基準・参考品種３．

ｲ)試験条件、ウ)試験区設計、エ)耕種概要並びにｵ)抽苔調

査は、「１．てん菜育成系統抽苔耐性特性検定試験」と

同じ。但し、斜里町での現地試験は行わない。

③結染：

「}｛135」「ＨＴ２８」「KWS5Rl6上ともに抽苔率は「モ

ノホマレ」と同程度であることから、判定は“強”であ

った。

Ⅲ麦類品種改良に関する試験

１．畑作物地域適応性検定試験（秋まき小麦）

（平成１５～継続）

(1)場内試験

①目的：育成された有望系統について、生産力その

他の諸特性を調査し、地域における適応性を検討する。

②方法：北見農試育成］３系統、比較品種ｓ品種、１

区４．８㎡、２反復

③結果：標準品種「ホクシン」との比較

－２年目以上系統一

「北系1808」（硬質）：収量性が低すぎるため評価は×

である。「北系1820」（めん用）：収量性が低すぎるため

評価は×である。「北系1825」（めん用）：蛋白は１％高

く、千粒童、１重、容積軍は有意に重かく優れるが収量

が「ホクシン」並であり評価は再検討である。

－１年日系統一

「北系1829」（硬質）：品質が優れるが収量性について

再検討を要する。「北系1830」（めん用）：多収であるが

品質特性について再検討を要する。「北系1831」（硬質）

：品質が優れるが低収のため評価は×である。「北系

1832」（硬質）：低収、品質も劣り評価は×である。「北

系Ｉ８３３ｊ（硬質）：子実重はやや多収であるが品質につ

いて再検討を要する。「北系1834」（硬質肥子実重は同

等であるが品質が優れ、評価は有望である。「北系1835」

（硬質）：低収で品質も特に優れることは無く評価は×

である。「北系1836」（硬質）：やや低収であるが品質が

優れるため再検討である。「北系1837」（めん用）：品質

が劣るため評価は×である。「北系1838」（めん用）：収

錘は同等、であるが品質は優れ評価は再検討である。

Ⅱてん菜栽培法改善に関する試験

１．てん菜直播栽培における早期収穫適性の評価

①目的：てん菜品種の早期収穫に対する適性の評価

法を策定する。

②方法：

7）供試材料根重型「かちまる｣、中間型「スコーネ｣、

高糖型「アニマート」

ｲ）調査時期７月下旬､８月下旬､９月上旬､９月下旬、’０

月上旬、１０月下旬

ｳ）試験区設計直播、移植ごと乱塊法３反復。その他

は十勝農試標準耕種法による。

ｴ)調査方法根重、根中糖分、葉柄のグルーコース含量

③結果：

糖量の増加は、直播栽培、移植栽培とも９月上旬まで

は急激に進んだが、その後一時停滞し，月中旬から緩や

かに進んだ。「スコーネ」が１０月上旬からの増加は最も

少なかった。本年は褐斑病の発生が多く、後半の糖量の

停滞の原因となったと推察された。グルコース含量と根

中糖分の関係では明らかな関係は見られなかった。

２．テンサイ耐病性品種を利用した低コスト直播栽培技

術の開発

①目的：バイオ燃料生産に向けて、病害抵抗性品種

を利用したてん菜低コスト直播栽培法を検討する。

②方法：

耐病性の異なる品種５×病害発生処理２，１区２８．８㎡

乱塊法３反復

③結采：

病害発生処理により、褐斑病が多発し、根腐症状が若

(2)現地試験

①目的：秋播小麦の育成系統について適応性を検定

し、奨励品種の資料とする。

②力法：「北見８２号」「北海２６１号と「ホクシン」を

供試。各地の慣行法により、更別村、鹿追町、音更町、

豊頃町、計４ヶ町村で実施。

③結采：標準品種「ホクシン」と比較して

「北見８２号比成熟期は１－４日遅く、収量は80-100
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「北海２６］号」：「ホクシン」に比べ成熟期は１日遅く子

実重はやや低いが整粒率が有意に高かった。蛋白含量は

１％高く、千粒童、］軍、容積童は重く、外見品質、品

質（等級）は同等であった。以上のことから有望度は，,

再検討，’である。

％と低収傾向であった。千粒重が軽いものの容積童が重

く検査等級が同等かやや優った。この結果、４カ所とも

再検討の評価であった。

「北海２６１号」：成熟期は０－２日退く、収量は83-96

％と低収傾向であった。千粒重が重く、容積麺がやや重

く検査等級が同等かやや優った。パンＨ１途を考慮して鹿

追町が有望、他は再検討と評価した。 (2)春播小麦奨励品種決定基本調査（昭和４４年～継続）

①目的：春播小麦の育成系統について、生産力を検

定し、奨励品種決定の資料とする。

②方法：北見農試育成系統Ｉ、比較品種２を供試、

標準耕種法により１区９．６㎡、乱塊法４反復で実施。

③結果：

「北見春６１号比「春よ恋」と比べ、赤かび病は少なか

った。成熟期は１日早く、１７％低収であった。穂数に

大きな差はないことから要因は千粒重が２ｇ軽いことと

穂長が短く１穂の粒数が少なかったことが考えられた。

子実蛋白が１３％高かった。リットル重は同等であった

が検査等級はやや劣った。以上のことから打ち切りと評

価した。

２．病害抵抗性・障害耐性に優れる高品質小麦開

発のための検定強化（平成１，～２１年）

(1)秋まき小麦の穂発芽及び低アミロ耐性の検討

①目的：育成系統の耐穂発芽性を検定し、新品種育

成の資料とする。

②方法：北見農試育成系統北系以降２８生産力予備１

年目系統３３３＋比較品種。人工降雨処理による穂発芽検

定と圃場の穂発芽とαアミラーゼ活性の調査。

③結采：

「北見８２号」と「北見８３号」は穂発芽程度が「きた

ほなみ」並に低く、「北海２６１号」は「ﾎｸｼﾝ」よりやや

低い値となった。北系系統では、「きたI王なみ」並に低

い系統が多かった。αアミラーゼ活性は、極晩刈の時期

の値が穂発芽検定の値と有意関係が認められた。

生産力予備１年目系統では、北見農試における系統選

抜により耐病性の劣るものを廃棄とし、１７］系統を検定

した。穂発芽程度が低いものから高いものまで広く分布

したが「きたほなみ」と同程度の系統が最も多かった。

(3)秋播小麦奨励品種決定現地調査（昭和28年～継続）

①目的：秋播小麦の育成系統について、適応性を検

定し、奨励品種の資料とする。

②方法：「北見８２号」「北海２６１号」及び「ホクシン」

を供試。現地の慣行法により、本別町で実施。

③結采：

「北見８２号昨子実重は「ホクシン」対比，２と下回

り、成熟期も遅れたが、千粒重は「ホクシン」を上回っ

た。倒伏は見られなかったが、他の品種よりも軟弱傾向

にあった。有望度は△。

「北海２６１号卯子実重は「ホクシン」対比８１，千粒

童も小さかった。成熟期は「ホクシン」よりも３日早く

耐倒伏性は優れている。有望度は△。

３．麦類奨励品種決定調査

(1)秋播小麦奨励品種決定基本調査（昭和324ドー継続）

①目的：育成された有望系統について、十勝地方に

おける生産力およびその他諸特性を調査し、奨励品種決

定の資料とする。

②方法：北見農試育成系統２，北農研育成系統］、比

較品種６を供試。標準耕種法によりＩ区0.6㎡、乱塊法４

反復で実施。

③結采：

「北見８２号比「ホクシン」に比べ成熟期は１日遅く、

子実重､整粒率並びに遍白含量は同等であった｡千粒重､１

重、容積璽は軽く、外見品質、品質（等級）は同等であ

った。以上のことから有望度は”再検討”である。

「北見８３号」：「ホクシン」に比べ成熟期は１ｐ遅く、

子実重は有意に低かった。蛋白含量はやや高く千粒軍、｜

垂、容積童は重く、外見品質は同等、品質（等級）はや

や劣った。以上のことから有望度は'，打ち切り”である。

Ⅳ麦類・特用作物栽培法改善に関する試験

１．ニーズに対応した道産小麦の開発促進

（平成１９～２１年）

(1)道東地域における土壌・生育診断による窒素分施体

系の高度化

①目的：今後広域的に普及が想定される「きたほな

み｣を安定的に生産するため、土壌診断、生育診断を活

Ⅱ)した適切な基肥量、追肥昼の設定を行う。

②方法

７)供試品種：「ホクシン｣、「きたほなみ」
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「りょううん」をＩＯＯａ栽培し、典型個体の抜き取りを

実施して柧子を生産した。

③結采：

調製後の砿子を「はるきらり」は2000ｋｇ生産した。

「りょううん」は品種の事情変化により全量廃棄した。

ｲ)試験処理窒素施肥戯(kg/lOa)起生期０－ﾘ、幼徳形成

期0-6、止葉期0-〕で分肥配分を行う。Ｉｌｌｉ幅２（J0clm、

12.5clu1）播種jり｜リノ1下旬、１０月上旬（一部処Ell）

ｳ)試験区設計分割区法３反復

③結果：

幼形期の生育調査では、起生期の窒素趾が多くなると

生育量、SPA、値、窒素吸収量が多くなる価向であった。

品種では生育iiiに大きな差は無く、ＳＩ〕AI）値は「きたほ

なみ」が高かった。畦幅では１２ｃｍがやや生育旺盛で

SPA、もやや高かった。

止葉期以降の生育調査では、「きたほなみ」は「ホク

シン」より草丈は短く、茎数は多く、ＳPADは商かつた。

畦幅ではl2cln畦が革丈は短く、茎数は多く、ＳＰＡＤは

同等であった。分肥を細かすると草丈が短く、茎数が少

なくなった。

収量調査結果では、品種では「きたほなみ｣、畦幅で

は］２５ｃｍ、施肥では多肥区で多収の傾向であった。品

質面では後半の窒素止葉期の窒素施肥により千粒正が大

きく歩留まりやリットル垂がやや向上する似向がみられ

た。蛋白は後期追肥と合計窒素が多くなると高くなる傾

向を示したが基準値をクリアできなかった。

トータル窒素吸収風は、品種では「きたほなみ」が「ホ

クシン」より、畦幅ではI2cnu畦が３０ＣＩＩ】畦よりtolal窒

素１２ｋｇ／ＩＯａの多肥条件でやや高まる傾向が認められ

た。

２．十勝地域に適したなたね栽培技術の確立

（平成Ｉ，～２１年）

①目的：「キザキノナタネ｣、「ななしきぶ｣、「キラ

リボシ」を用いて非擶栽培の播種限界を調査し、‐|･勝地

域に適したＡＩ叶菰と栽培法を確立する。

②方法：上記３，W１種×３播種期（`１ノ１２７，、５月４

日、５月１１日）、乱塊法３反復。

③結采：

春播栽培の結果、早播が多収を示し、，W11lKでは「キラ

リボシ｣、「ななしきぶ｣、「キザキノナタネ」の順に多

収かつ含油率が高く、券播適性があると考えられた。

Ⅵ馬鈴しょ品種改良に関する試験

１．馬鈴しょ地域適応性検定試験

（平成１３年～継続）

①Ｉ１的：育成系統について、当地方における適応性

を検定し、優良品種決定上の参考にする。

②方法：北農研育成系統２、北見農試育成系統５，標

準・比較,ＩｈｆｌｌｉＩ２の計１９を供試。畦幅７５cm、株間３０cm、

Ｍ８，１']0,;20、Ｋ２０ｉＩ４(kg/10a)。Ｉ区9㎡、乱塊法３反

復で実施。

③結采：

「北海９７号」：枯凋期は「男爵響」に比べ10日遅い。

規格内収１１ｔは「男爵薯」比１３０％と多収。でん粉価は「男

爵薯」より２．４ポイント低い。煮崩れが少ないメークイ

ンタイプである。生食１１１としての評価が必要なことから

当年評価は「再検討｣。累年評価は「再検討｣。

「北海００号昨枯凋期は「男爵馨」に比べ２５日遅い。

規格IAlIlIiitは「男爵薯」比１３８％と多収。でん粉価は「男

爵盤」より１．４ポイント高い。４Ｌ以上の塊茎が見られ

これらには中心空洞が見られた。収量性は高いが内部異

常が見られることから当年評価は「再検討｣。

「北育１３号」：枯凋期は「コナフプキ」に比ぺ１１]早

い。上いも収量は「コナフプキ」比104％とやや多収。

でん粉llliは「コナフプキ」に比べ0.6ポイント低く、で

ん粉収１１tは「コナフプキ」比１０１％。－個童が７２９と

やや小さい。でん粉品質が改良され、シストセンチュウ

抵抗性を持ち、コナフプキ並みの収戯があることから当

年評Iiliは「やや有望｣。累年評価は「やや有望｣。

「北育１４号」：枯凋j0lは「コナフブキ」に比べ１１日

早い。上いも収量は「コナフプキ」比107％とやや多収。

でん粉価は「コナフブキ」に比べ３．１ポイント低く、で

ん粉収趾は「コナフブキ」比90％。当年評価は「やや

劣る｣。累年評価は「やや劣るj・

その他では「北系３１号」が「やや有望｣、「北系３２

号」「北系３３号」が「やや劣る」であった。

Ｖ新優良品種普及促進事業

１．麦類新優良品種普及促進事業

（昭和４０年～継続）

①ロ的：奨励１W,砿候補とみなされる有望系統につい

て、新品種決定と|同１時に種子を供給できるように１，殖す

る。

②方法：春橘小麦「はるきらり」を５０（'、二条大麦

２．ばれいしょ特性検定試験（塊茎腐敗）

（補助指定試験、昭和４７年～継続）

①「Ｉ的：育成系統の塊茎腐敗抵抗性を検定し、新品
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簡略化について検討を行う。

②方法：

7）培士簡略化栽培供試品種は「コナフブキ」無培土、

半培土、慣行培土区で収量の比較を行う。

ｲ）栽植密度試験供試品種は「コナフプキ」「ムサマ

ル」株間３０（標準)、３５，４０ｃｍ

③結染：慣行培土に比較したでん粉収量は無培土で

７４％、半培土で，２％であった。株間４０cmでは標準（３０

cm）に比べ上いも垂は９３～９８％とやや低かったが、有

意差は認められなかった。

種育成の資料とする。

②方法：北農研育成系統,、北見農試育成系統５、長

崎総農林試育成系統４，比較品種８の計２２品種・系統

を供試。Ｉ区2.3㎡（10株)、３反復で実施。疫病の蔓延

を図るため、７月２３日以降疫病無防除とした。スプリ

ンクラー散水は、８月２４日～９月１２日の間に５回実施

した。

③緒果：疫病の初発は８月10日であった。塊茎腐敗

の発生は「男爵薯」で２１．７％と平年に比べ多かった。

“強”と判定されたのは「勝系１７号｣、「北系３２号」の

２系統であった。

２．カロエ用馬鈴しよ(ポテトチップス用)の安定供給に

向けた貯蔵体系の確立（平成１８～22年）

①目的：加工用馬鈴しょの貯蔵条件、長期貯蔵に向く

原料の茄質を検討することにより５～６月まで良品質加

工原料の供給を可能とする貯蔵体系を確立する。また、

萌芽抑制剤に関しても検討する。

②方法：

7）現地農家（士幌町１０農家）で栽培された「きたひめ」

をｊＡ士幌貯蔵庫に貯蔵し萌芽、チップカラーを調査。

ｲ）光センサーによりでん粉価で貯蔵原料を３区分に仕

分けし、貯蔵後の萌芽、チップカラーを調査。

ｳ）「トヨシロ」「スノーデン」を栽培条件（施肥量・植

付時期）を変えて栽培し、収穫物を貯蔵後、萌芽、チッ

プカラーを調査。

③結果：

７）栽培された土壌が乾性火山性士と湿性火山性土のサ

ンプルの３月の芽の伸びに差が見られた。糖含量につい

ては大きな差は見られなかった。

ｲ）高でん粉価の区分で糖含量が低い傾向が見られた。

ｳ）「トヨシロ」では多肥区でアグトロン値が低く「ス

ノーデン」では多肥区でアグトロン値が高い傾向が見ら

れた（以上１８年収穫サンプル)。１９年収穫物について

同様の方法で試験実施中

３．馬鈴しよ輸入品種等選定試験（平成１８～22年）

(1)生産力検定試験および現地試験

①目的：輸入品種等について、十勝管内における適

応性を検定し、優良品種決定のための資料とする。

②方法：輸入品種等Ｉ、標準・比較品種ｌの計２品

種・系統を供試。場内および更別村、士幌町で実施。

③結采：「CPO4」の評価（累年）は十勝農試で「や

や劣る｣、更別村で「やや劣る｣、士幌町で「やや劣る」

であった。

(2)塊茎腐敗特性検定試験

①目的：塊茎腐敗抵抗性を検定し、優良品種選定の

ための資料とする。

②方法：輸入品種等ｌ、比較品種６の計７品種・系

統を供試。

③結果：「CPO4」の塊茎腐敗抵抗性の評価は“やや

強”であった。

４．馬鈴しよ奨励品種決定調査（昭和50年～継続）

①目的：育成系統について、十勝管内における適応

性を検定し、優良品種決定のための資料とする。

②方法：育成系統２，標準・比較品種２の計４品種

・系統を供試。更別村、士幌町、および大樹町で実施。

③結果：各試験地の総合評価は、「北海９７号」が“

有望”～“再検討"、「北育１３号」が“再検討”～”や

や劣る”であった。

３．萌芽抑制剤カルボンに関する試験

（平成１７～２１年）

①目的：新規萌芽抑制剤「Carvone（香草作物Carawa

yIll来物質)」について、萌芽抑制効果、品種間差並び

に品質に及ぼす影響を調査し、農薬登録のための薬剤処

理効果の実用性を明らかにする。

②方法：供試品種は「トヨシロ」「スノーデン｣。１

月１０日より６月１５日まで１週間間隔で２３回処理。貯

蔵温度は８℃・芽の長さ、糖含量を調査する。

Ⅶ馬鈴しょ栽培法改善に関する試験

１．疫病抵抗性パレイショ品種を利用した低コス

ト栽培技術の開発（平成１９～23年）

①目的：エネルギー生産を目的としたばれいしょの

低コスト、省力化栽培のために、栽植密度、培土作業の
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③結采：２１V,極とも無処理に比べ処理区では芽の(１１’

びは抑制され、萌芽111)制効果が確認された。処理による

糠含量への影響は見られなかった（１８年サンプル)。Ｉ，

年収獲物について同様の方法で試験実施【'１（散布開始は

１月１８日）

①｜］的：育成系統について、当地帯での適応性をIﾘ}

らかにする。

②方法：北農研の育成系統４，比較Ａｌ１種６を供試。Ｉ

区１２．８㎡、乱塊法３反復で実施。

③緒采：

「北交６６号」：（エマ対比）初期生育は優り、絹糸i111

UljVIは同１１で、収穫時の熱度はやや遅れた。総体の乾物

率は商く、ＴＤＮ収量はやや勝る。乾雌穂重割合が高い。

「)1交612」：（エマ対比）初期生育はやや優り、絹糸抽

出期は２１ｌ早く、収穫時の熱度は遅れた。総体の乾物率

は高く、ＴＤＮ収量は同等。乾雌穂重割合がやや高い。

「）)交614」：（エマ対比）初期生育は優り、絹糸抽出期

は４ｐ早く、収穫時の熱度はやや遅れた。総体の乾物率

は高く、ＴＤＮ収量は同等。乾雌穂重割合が高い。

「几交615」：（エマ対比）初期生育は優り、絹糸抽出期

は２１】遅く、収穫時の熱度は遅れた。総体の乾物率はや

や高く、ＴＤＮ収量は同等。乾雌徳璽割合が低い。

４．萌芽抑制剤1.4ジメチルナフタレンに関する試験

（平成１０年）

①目的：実需者並びに消費者に受け入れられる有望

な新規萌芽抑制剤（1.4ジメチルナフクレン)について、

農薬登録のための薬剤処理効果の実用性をIﾘ1らかにする

とともに、品質に及ぼす影響を明らかにする。

②方法：「トヨシロ」、「きたひめ｣、「スノーデン」

を供試、ＪＲ用コンテナ使用、ＪＡ士幌貯蔵Illi内で実施、

１０℃一定および貯蔵庫温度、処理間隔１ヶ））（１１月か

ら６月まで８回処理）芽の長さ、糖含量を調査する。

③結果：３品種とも無処理に比べ処理区では芽の(I|’

びは抑制され、萌芽抑制効果が確認された（１８年サン

プル)。 ａとうもろこし特性検定試験（耐冷性）

（補助指定試験、平成１１年～継続）

①ロ的：北農研育成系統の耐冷性を検定し、育穂に

資する。

②力法：検定系統７，標瀧・比較品種７，計１４品種

・系統を供試｡播種期５月１４日、栽植株数7,843本/10a、

施肥敵は十勝農試標準施肥fitで実施。

③結采：耐冷性評価は、主に初期生育評点、草丈、

葉数により判定した。“強，'と判定されたのは「月交614」

「ﾉ]交619｣､''やや強'，と判定されたのは「北交６６号」

「）1交６]5」であった。

Ⅷとうもろこし品種改良に関する試験

１．とうもろこし現地選抜試験

（補助指定試験、平成１１年～継続）

①目的：北殿研が育成した自殖系統およびＦ１組合

せについて、当地帯での適応性を評価し、遊東･道北向

け品種育成に資する。

②方法：

7）生産力予備試験：育成系統３，比較品祇３、乱塊法３

反復、１区１２．８㎡で実施。

ｲ)組み合わせ能力検定試験：育成系統４５、比較品種５．

乱塊法２反復、１区６．４㎡・

ｳ）自殖系統の特性調査：固定系統２１，ｓ３系統２，、乱

塊怯２反復、Ｉ区３．２㎡。

③結果：

予備選抜試験の「月交618」「月交６１９」は次年度系統

適応性試験供試、「)1交617」は中止した。組み合わせ

能力検定試験から、「IIPOI89｣、「HPO202｣、「TC-0189｣、

「TC-O563」を選抜した。自殖系統では、耐冷性、耐倒

伏性、有効雌穂数などに優れたものとして、固定系統１０

系統、ｓ３系統１４系統を選抜した。

４．飼料作物品種比較試験（サイレージ用とうも

ろこし）（昭和５５年～継続）

①月的：サイレージ用とうもろこし導入品種および

民''１１育成１W,種の生産力並びにその他の特性を検定する。

②力法：供試品種系統２０（うち標準比較品種６)、Ｉ

区１２．８㎡、乱塊法３反復で実施。

③結采：継続検討中の系統のうち、「IlK4803」

「11EO319jが優良品種に認定された。

Ⅸとうもろこし栽培法改善に関する試験

１．十勝地域における加エ用スイートコーンの収

量向上栽培技術（平成１７～１９年）

①１」的：十勝地域におけるjⅡ1工川スイートコーンの

低収要因を検討し、栽培技術の確認や新規技術の導入を

２．とうもろこし奨励品種決定基本鯛査・系統

適応性検定試験

（昭和２リイ'二～、補助指定試験平成１１年～継続）
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通して効果的な噌収技術を確立する。

②方法：

７）適正な栽植密度による増収効果試験

供試材料；２品種（早生、中生各ｌ品種)、liiflli期５

月２４日、収穫期８ノ１３０日（早生)、ワノ１５１１（[|'生)、

乱塊法３反復、裁植裕度；標準4,166本/lOa、２７ｃｍ区

3,704本/IOa、３０ｃｍ区3,333本/lOa、施肥11(kg/１０m）；基

肥MP205;K20＝６;24;14、追肥Ｎ=８

ｲ）雌穂増大に効果的な分施法の検討

供試品種、播種期、収穫〃I、裁植密度は試験7）（標準）

と同様。

追肥時期３水準；標準(播種後３５日目追肥)、４２ｐ目

（播種後４２日後)、４９１１月（播種後４９１１後）

施肥配分３水姻；Ｎ+5+5:基肥４ｋｇ追肥N5kgN5kg、ＮＰ：

基肥４kg+追肥ﾘﾝ酸ｱﾝﾓﾆｳﾑ５kg+硫安５kg、

ＵＦ；緩効性肥料１４ｋｇ

ｳ)栽植密度と追肥時期の組み合わせ試験

試験処理：４１６７本/10ａ播種後３５日追肥(標ilIl)、３７０４

本/IOa播種後４２日追肥(27cIn迫４２日）、370`１本/１０m播

種後４９日追肥(27ｃｍ迫４９日）

③結果：

7）適正な栽植密度によるＩＰＩ収効果試験

規格内収量は､早生,１１，種では株間２７ｃｍがもっとも多く、

中生品種では総収fitは株''１］３０cnlで多い傾向にあった

が、規格内収鉦ではほぼ同程度であった。

ｲ）分施法

総収量および規格内収肚は早生品種ではい標YＩｉｉ（播稲後

３５日目追肥）に比ぺ、４２ロ目でやや多く、４９１１日で多

かった。中生品菰では標iVlより４２日目でやや多かった。

施肥配分では早生品種は標準（基肥Ｎ=6kg/'0ｍ追肥

8kg/IOa）に比べ５＋５区およびＵＦ区の収fitは２ポイン

ト高かった。中生１W１種では５＋５区が７ポイント多く、

ＵＦ区は少なかった。これはＵＦ区の初jvl生育の遅れが

収穫期まで影響したためと考えられた。

ｳ)栽植密度と追肥時期の組み合わせ試験

栽植密度と追肥Ⅱ柳lの組み合わせでは、」Ｍ二[11,種の規

絡内収量は２７ｃｌｗｌ２Ｉ１ｌ]追肥が標準区（`１１６７本/IOil、擶

種後３５日目追肥）に比べ、１３ポイント多かった。ｉｌ１生

１W,種では総収迅・川l橘内収鼠に差は見られなかった。し

かし、Ｚ７ｃｌＭ２１１追肥は他の試験区に比べ、子実の乾物

率が高かったことから、株間２７ｃｍ追肥４２１１が適当で

あると考えられた。

Ｘ野菜の品種改良に関する試験

１．十勝ブランドの高品質やまのいも新品種の育

成（平成１５～１９年）

①’三｝的：早生性、短根性、高粘度などの特性を有し、

十勝で安定して栽培できるや求のいも品種を育成する。

②方法：

ｱ）現地選抜試験

・試験実施場所：十勝農試、音更町、帯広市

・供試iWIfiK・系統：いちょういも×ながいも交雑系統３

系統、標f111,Ｍ種「ながいも音更選抜系統｣、「ながいも

川西選抜系統」

ｲ）系統選抜試験

・試験実施場所：十勝農試圃場

・供試１１１，１iii・系統：いちょういも×ながいも交雑系統

１１系統、標flIiiMii「ながいも音更選抜系統」「ながいも

川西選抜系統」

③結果：

7）現地選抜試験

（此試した「99-9IB-3]、「01-Ｎ22-29｣、「00-No.11-18」

の３系統はそれぞれ有望と認められ「十勝１号」「十勝２

号」「十勝３号」の新配付系統として次年度から開始さ

れる新川l課題「十勝ブランドをめざした高品質ながいも

有望系統の適応性検定」（平成２０～２２年）の中で品弧

化にlfi1けて十勝管内における適応性および諸特性を調査

する。各系統の特性は以下の通り。

十勝１号：多収系統。十勝２号：高品質で外観品質が優

れた系統。十勝３号：短根、高品質でウイルス病抵抗性

が強い系統。

ｲ）系統選抜試験

供試したⅢ系統の中で、内部品質やウイルス抵抗性

の強い｢OO-N4-6｣｢O0-FUS-9｣｢O1-91B-47｣｢O1-91B-8」

｢OO-NoJl-I6｣｢99-No.20-61｣の6系統は、遺伝資源として

噌殖をはかる。また｢O0-DB-2｣は、ウイルス病の特性検定川

のW､病illjiとして次年度以降利)1)する。

ＸＩ野菜の栽培法改善と品質向上に関する試

験

１．ながいもの品質評価に基づく貯蔵技術の確立

（平成１８～１，年）

①、的：ながいもの内部,V】質（乾物率）について非

破壊評lIi技術（光センサー）をWl1して、乾物率が貯蔵

性に与える影紳を検討し、品質評価に雛づく効率的な選

別・貯蔵技術を確立する。

③方法：
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勝農試場内試験窒素施肥illS4水準（15,20,25,30kg/lOa），

早期つる切りの合計５処理

貯蔵条件ＪＡおとふけの通年貯蔵庫（２℃.Ｒ１１９５％）

③緒采：

貯蔵前に泥付きのながいもを用いて光センサーの利

用精度を検定し、高い梢度で乾物率が推定できることが

わかった。音更町５カ所のサンプルが貯蔵期間が長くな

っても乾物率の変化は見られなかったが、十勝農試塵の

サンプルは、乾物率の低下がみられる処理区があった。

特に乾物率が低い早期つる切り区で、１本当たりの腐敗

度が高かったことから、乾物率が低いながいもは腐敗し

やすいことが実証された結果となった。

討する。

②方法

供試品種：「吝更選抜系統」

試験区の配極:畦長5m×１．８，，３反復、

試験処理:KISCO-PBS-O2（淡緑色）、KISCO-PBS･Ｏ４

（黒色)、KISCO-PBS-O5（淡黒色)、俄行ボリマルチ

区、無マルチ区

施肥水準:N=15kg,20ｋｇ

③結果：KISCO-PB-02区が６月中旬から７月下旬の生育

初期で地温上昇効果が他の資材より優れていた。KISCO-

I)11-04,KISCO-I)B-O5はIIT行ポリマルチと同程度の地温

上昇効果があった。生分解資材の収戯性、奇形率は。慣

行のポリマルチに対して、各生分解マルチ資材はほぼ同

様のを収量性であった。奇形率は、各処理で非常に少な

く、各処理区１１１１の差は小さかった。

２．長いもを利用した機能性食品の開発

（十勝産長いもの高品質特性の評価）

（平成１８～１９年）

①目的：十勝産長いもの市場性を高めるためには、

力l1工特性の究Iﾘ}や付力Ⅱ価値を高める機能性に関する試験

や品質の安定性を高めるため、ながいもの収穫時jU1の違

い（秋堀と赤堀）による,H,質の違いを検討し、土壌凍結

の深さによる赤堀ながいもの歩留まりについて比較検討

する。

②方法：

供試試料；秋堀つりきり時期２水ilq、植え付け時期２

水準。赤堀土壌凍結２水illI、収梗時jV12水準施。

調査項目；乾物率、粘度、すり下ろした直後および２４

時間後の禍変状況、凍結による腐敗率。

③結采：

春堀の内部品質（乾物率、粘度）は秋堀と同じレベル

で保持されることがわかったが、すり下ろし直後の褐変

は春堀で減少した。土壌凍結と腐敗の関係は、土壊凍結

が３０ｃｍ以内であれば、製品として'111題にならない首部

のみの腐敗が多いのに対し、土壌凍結６０ｃｍでは腐敗が

進み、製品となるながいもが皆無となることがわかった

ＸⅡ野菜の品種特性に関する試験

１．にんじん・えだまめの品種特性（えだまめ）

（平成１９～２０年）

①目的：えだまめの民間育成品種について、早晩性

や収磁性、iWj面等の品種特性を調査し、産地における品

械選定の際の資料とする。

②方法：

播稲期：５月２２日（標準橘き、計２２品種)、

６ノ１５１１（晩播き、計６品種）

栽植密度：６０cIllx20cm、２本／株立て

施肥量：N-PJO,-KZO-MgO：2.1-17.5-9.1-3.5kg/IOa

区制：Ｉ区９㎡、２反復

③結采：

７月９日からの低温のため、開花は遅延した。低温に

よる不受精のため、着莱の状況は極めて悪く、とくに早

生品種では２次花房が着生し、枝豆適期の判断が難しか

った。

収穫は、「サッポロミドリ」の８月２３１Jから「湯上が

り娘｣、「茶香り」のリノ１１８日まで行い、収穫Ｈによっ

て品種の早晩性を「早生」がら「晩生」に判定した。な

お、早生品種では、先熟の英の熱度を優先して収穫時期

を決めたため、未熟の無効菜が多く、とくに「サッポロ

ミドリ」、「青森みどり」、「ビアフレンド」で規格内収

砒が薪し<低かった。

総括表については、普通大豆、茶豆風味、茶豆、黒豆

の各種類ごとに整理して示した。収趾性については、早

晩性を考ltjして指数評価した。倒伏については、【'１以上

の倒伏が見られた品種は「2ｊと評価した。最下請莱位

３．施肥標準に基づいた輸出用大規格ながいもの

生産技術組み立て実証（平成１７～Iリ年）

技術普及部[技術体系化チーム]の項に掲載

４．ながいも栽培における生分解性資材の利用

特性（平成19～20年）

①目的

ながいもの栽培体系に１１１]し、本道の気象環境の１１で安

定して利用できる生分解性マルチフイルムの利川法を検
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の倒伏が見られた品ｲlIiは「2」と評価した。ノilr｢蒜莱位

世については、IOcI1】以下の品種を「2」と評llliした。茨

の形、茨の色および食味については、各食味1Ｗ脂試験の

平均値で、３．４以上を「4｣、２７～３．３を「3｣、２．６以下

を「2」と評価した。

総合評価は、各形両を同じ重み付けで評(illiした。その

結果、「げんき娘」が「4｣、イチバン茶が「2｣、その他

は「]」と評価された。

を処ＩＩＬて、その効果等を調査した。

供試薬('１数は、秋まき小麦が生育調節('１（節間伸長抑

制剤）Ｉ（１１，秋まき小麦が除草パリＩ（'１，馬鈴しょが生育

調節ﾊﾞリ（柚iWll促進）１剤、やまのいもが除草剤１剤

③結采：

7）秋まき小麦

生育調節(|lは本年度４カ所で試験を行い、効果が認め

られ指導参考ﾕ|『項となった。また、除草ﾊﾞﾘは前年に続い

て効果が認められ、指導参考事項となった。

ｲ）馬鈴しょ

生育調節剤Ｉ剤（２年目）は枯凋効果が認められ指導

参考事項となった。

ｳ）や求のいも

除戯パリＩ剤（２年目）は効果が認められ指導参考事項

ＸⅢ新農業資材の実用化試験

１．除草剤及び生育調節剤（昭TII３１年～継続）

①ＩＥＩ的：畑作物および園芸作物に対する各械除草剤

及び生育調節剤の実川性を検討する。

②方法：

圃場に慣行法で作物を栽培し、所定の方法で供試薬剤 となった。
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生産研究部

［栽培システム科］

Ｉ畑作物の栽培法及び機械化に関する試験

１．てんさいの栽培法及び機械化に関する試験

(1)てん菜の高精度直播技術の開発（平成ＩＤ～２２年）

①目的：てん菜直播栽培における安定した出芽が得

られ、出芽後の風害を受けにくい、省力的で高精度、高

速なてん菜直播機の要素技術を開発する。

②方法：

7)試験場所十勝農試、芽室町農家ほ場

ｲ)供試機試作機Ａ：傾斜形回転目皿方式、農家ほ場

では風害軽減のための畦間土手アタッチメ

ントを取付けた。

試作機Ｂ：真空式

ｳ)試験項目作業速度、播種間隔、播種深さ、播ｲ1K位置

（畦中心からの横変位)、生育量、収量

③結采：

７)十勝農試における試作機Ａの平均株１１１１は、設定株間

20cmlに対し、ほぼ１９～２１ｃｍの±５％の範囲内であっ

たが、作業速度LOIl1/ｓ未満の低速や1.5ｍ/Ｓ以上の高速

区で、平均株間の変動や標砿偏差が大きかった。111芽率

はすべて９０％以上で、播種深さによる出芽率への影響

は小さかった。種子の左右位置の偏差は、低速区で大き

くなる傾向にあった。試作機Ｂの株１１{】は設定値２０cIIlに

対し、ほぼ±５％の範囲内であった。出芽率は1.8ｍ/ｓ

以上で８５％以下となった。株間や播種深さに異常値が

なかったことから推定すると、1.8,1/ｓ以上では播種板に

敵子がＩＣ0％吸着できなかった可能性がある。

ｲ)農家ほ場は、砕土の状態、土壌水分、土壊硬度とも播

種に適応した条件で行った。しかし、石礫の多いところ

が一部あった。八機、Ａ高速区で石礫が多かったため、

播種深さがやや浅くなり、出芽率が７８％と低下した。Ａ

土手区は、土手形成時に播種位置まで土が流れてきたた

め、播種位置が深くなり、出芽率が低下した。土手頂点

は畦間からの高さ８３ｍｍと無処理区46,1111より高くなっ

た。

7)試験場所幕別町２ほ場

ｲ)試験機種４畦用収稚機改良機

改良点①タンク内に落下衝蝦緩衝ベルトを設砥②アッ

パコンベヤとコールタにスクレーパを装着③左右両端

の柵取り刃に取り付けられているロッドを各１本増設。

ｳ)調査項目：傷、割れ、打撲（２か月貯蔵後)。

③緒采：

７)アッパコンベヤの位腿を通常位置(低）に設定すると、

てん菜に作用させない位置（高）より２ｃｍ以上の傷発

生量が多くなる。皮剥けの発生量も７～１０％多い。高

収量などの原因で､てん菜の流れが低下するとき以外は、

アッパコンベヤを作用させないことで、損傷を軽減でき

る。

ｲ)割れの合計値は、ほ場毎でその傾向は異なるが、ター

ビンの回転数が影響を及ぼすことは明らかであった。損

傷を低減させるには、タービン回転数を下げ、タービン

内にてん菜が瀞岡することなく、隙間ない状況で動く状

況に調節する。

(ｳ)ＡＩま場では緩衝ベルトの設低によって、割れの発生

割合が減ったが、Ｂほ場では緩衝ベルトの有無による差

は小さかった。打撲の発生割合はＡほ場では、皆無で

あったが、Ｂほ場では緩衝ベルトの設固によって、発生

割合が減少した。

ｴ)傷の割合は、慣行機と同等であった。

(3)てん菜直播栽培における風害の軽減対策（平成１９～

２１年）

①目的：砕士整地法等の改良およびてん菜と麦類の同

時播種機による対策を検討する。また、十勝管内の風害

に遭った農家ほ場において被害調査を実施した。

②方法：

７)砕土整地法等の改良による風害軽減対策

(a)深耕爪を利用した畦形状の変化播種機に深耕爪

を装若し、Ｉｕｉｌｌｉ１の土壌を盛り上げて風よけとした。

試験場所は、十勝農試、本別町で、爪の作用深は１７cm。

(b)表隔鎮圧の利用仕上げ整地のロータリハローに

ホイールローラを装読して整地表面を鋏圧したのち、

播祇作業を実施した。対照はロータリハローにケージ

ローラ装若。試験場所は農試、芽室町(褐色低地士)。

ｲ)麦顛による風害軽減対策～同１１ｷ播種機の利用麦類

と総極量を；!'合せて、麦なしおよびえん麦整地前散播

(2)てん菜多畦収穫機における打撲軽減対策(平成19年）

①ロ的：２００４年に導入されたてん菜自走式４畦収穫

機は欧州で直播川にＩ)'1発された機種であり、直播より１

個iliが大きい移植てん菜では､打撲・損傷を受けやすい。

そこで、各部回転数の調盤、衝撃吸収材の設置などによ

って、打撲・損傷を軽減する。

②力法：
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違いによるテンサイの生育収111に与える影瀞は判然とし

なかった。比較的、栽植株数が揃っている場所における

収1,(調査の結果、|『(行栽培（反転耕起、ロータリハロー）

と比較して糖賦が１８％少なかった。

ｳ)エンバク収極跡のiWi易耕栽培の生育・収肚は、慣行の

反転緋との差は認められなかった。しかし、バレイショ

収極跡のスプリングハロ－による簡易耕と'１K行播種機の

組み合わせでは、Ｉﾘ1らかに土壊硬度が高くなり、生育が

}lilIlillされ、やや減収したが、部分耕播種機では播種前の

護地作業の有無に関係なく、テンサイの生育は良好であ

った。また、現地lilil場（多湿黒ボク土）において、スプ

リングハロ_で部分緋播種機に畦間サブソイラを２本装

着では、有意差はなかったものの未装着より収量が高か

った。

を対照とした。試験場所は農試、芽室町、本別町およ

び池田町。

ｳ)風害発生ほ場における被害調査風害が生じた直搬

ほ場にて、被害程度および生育･収量を調査した。

③結采：

7)深耕爪の施行により、施工部頂上の高さは畦中央より

高くなり、てん菜に風の当たりにくい畦形状となった。

生育･収量は無施工区と同等か上回った。表層鎮圧は対

照と比べて、播種時の土壌水分、出芽率および生育･収

ｆｉｔは同等かやや優った。

ｲ)同時播種機による麦類の出芽率は整地前散播と同等か

高く、播種量３ｋｇ/lOaではてん菜本葉11111h期(播穂後の

獄算気温２００℃頃に葉面荊が約200ｃ㎡/㎡となり、ロ標

値をほぼ確保できた。強風時における畦上の風速は、麦

なしおよび整地前散播より小さかった。

ｳ)風害発生ほ場における被害調査の結果、被害程度が大

きいほど地上部生育が抑制され､糖量は､健全と被害[少］

では４ポイント、被害[少]と［''１]では３～５ポイントの

差であった。

(5)ＧＩＳを活用した営農改善システムとテンサイ多畦

収穫支援システムの開発（平成１９～２３年）

「栽培環境科」の項に記載

２．馬鈴しよの栽培法及び機械化に関する試験

(1)馬齢しょ早期培土栽培の地域適応性拡大と施肥体系

の改善（平成１９～２１年）

①|］的：早期培｣二栽培における収量性の年次間差およ

び品種|}il差の原因解明、気象･土壌条件や土壌タイプに

応じた培土時期及び効率的な施肥体系を検討する。

②力法：

７)ﾆﾋ蝋適応性の拡大十勝農試ほ場(４品種供試)では、

早川培土を植付後～植付３週後の４時期に施工し、現地

圃場（新得町、士幌町）では２時期に施工して、培土時

の｣:壌条件、馬鈴しょの生育･収量を調査。

ｲ)栽培法の改善

(a)枚Iii様式の検討①栽植密度：1片４０～５０９の種

い()を株間２５～４０cmの範囲で栽植、６品種供試して生

育収fit調査を実施。②種いもサイズ：１片３０～６０９の

極いもをｌｏｇ毎に区分して生育･収量調査を実施。

b)要因解析農試ほ場および現地試験のストロン付着状

況、平成１７年以降の植付から萌芽までの気温と茎数と

の|M1係から、収ljt性の品種'''1差等を解析。

(ｳ)施肥体系の改蕎農試ほ場で早期培士栽培における

施肥法の違いが収迅性に及ぼす影響を検討。施肥法は全

面全胴、作条十全面(作条で半量、残りを培土直前に全

iii施１１１)、作条(対照)。

③結染：

７)陪土後２IlllI1の降水量が多く、６月の土壌硬度が他よ

り大きいと、茎数または上いも数が仰''111された。規格内

(4)テンサイ耐病性品種を利用した低コスト直播栽培技

術の開発（平成１９～２３年）

①i」的：テンサイ直播栽培における病害抵抗性ｉＷ１ｉｌｌｉの

利用法や耕起､整地作業の筋略化(不耕起､価易耕栽培)、

整地播種複合機および施肥法について検討する。

②方法：

7)病害抵抗性品種利用による低コスト栽培

病害抵抗性の異なる５品種系統を病害無防除（1h審防

除)、散水処理、褐斑病罹病葉及び根腐病菌大麦培地の

土壌混和処理条件下で栽培し、慣行栽培と比較。

ｲ)不耕起、簡易耕栽培に対応した低コスト施肥技術の|)'１

発

不耕起栽培（無反転耕、無耕うん）における分施体系

のうち､作条基肥をリン安のみとした区と対照区を比較.

ｳ>不耕起、節易耕栽培技術の体系化

不耕起播種樋及び部分耕播種機を用いて、不耕起枚培

及びiWi易耕栽培（スプリングハロー、デイスクハロー）

における土壌物JIl1性及びてん菜生育収1,ｔについて調査。

③緒采：

7)病害無防除処理により褐斑病が多発し、根腐症状が浩

干認められ、大きく根重、眼中糖分が低下した。根[|'糖

分に対し処理×品種の交互作)１１が認められ、耐病性のバ

ランスの優れる「北海９０号」と「スタウト」で低下程

度が他よりやや小さかった。

イ)不耕起栽培での発芽率が４０～４８％と低く、施肥法の

－４８－ 



inは、ｈｄ付後く植付２週後＝植付３週後という傾|ﾉﾘであ

った。培土のひび割れは、培土時土壌水分が５０％以上

のときは微以上で、培土後２日間の降水が多いとひび割

れ程度が大きかった。

ｲ）(a)各Ali穂とも密植で上いも重が多く、規格内率は株

ｌＭ１３３～〕6clllで高かった。農試における「トヨシロjの３

か年の結果では、ＩＯａあたり茎数(以下、茎数密度とす

る)が１６，０００本程度のとき上いも重が最も多く、規格内

率は茎数密度が多いほど低下した。

ｲ)(b)早期培土栽培のストロンいも化率は悩行栽培とＩｎ１

等かやや低く、早生の｢男爵薯｣で最も差が大きかった。

また、枢付から萌芽までの平均気温が低い年には、Tl行

栽培より株あたり茎数が少ない傾向が認められ、これら

のことが収飲性の品種'1(i差・年次間差の要因として考え

られた。

ｳ)【|]早生の「トヨシロ」では施肥法による収量性の差は判

然としなかった。一方晩生の｢スノーデン｣では、全面全

層施川は作条施Ⅱ)より総いも重、上いも童、収穫時窒素

吸収ｉｉｉが存意に低下したが、作条十全面については他の

処理法との差は認められなかった。

値枚培の上いも重は、株間３０ｃｍに比べて９３～９８％と

やや低かったが、上いも童、でん粉価とＭＴ意差は認め

られなかった。

ｲ)上層lﾉﾘ無機態窒素量（Ｏ～４０ｃｌｎ深）が低い（２～

3kg/IOa）圃場では、でん粉重は窒素施)Ｍ１のj円加に伴

って高まる傾向にあったが、窒素量が高い(５～７kg/10a）

lilil場では、施肥反応性が鈍く、低窒素施Ｈ１Ａｆでも比較的

商いでん粉重であった。

ｳ)半培士栽培の作業速度および作業能率は、’11行栽培と

|副程度であった。半培土栽培では、収穫時の土砂混入量

は恢行栽培と比べて増加する傾向は認められなかったも

のの、塊茎の掘り残しが多かったことから、掘り取り部

の畦追従性が慣行よりやや劣ると考えられた。

３．豆類の栽培法及び機械化に関する試験

(1)機械収穫菜豆の高品質省力乾燥システムの確立

（平成１７～１，年）

①｜］的：機械収穫菜豆を対象に、品質、効率面で優

れた乾燥法の検討を行い、安価、省力的な乾燥システム

の実川化を図る。

②力法：

7)菜豆乾燥特性の解明

(､)試験場所：十勝農試（b)供試品種：「大正金時｣、「福

良金時｣、「福勝」（機械収穫子実）（c)試験条件：通風温

度（常温～６０℃)、風量比：Ｉ～４１１１３/s･(､空気循環(I/３，

２/３，２２～２５℃)(｡)調査項目：水分経過、乾燥速度、皮

切れ粒(乾燥後､浸漬後(25℃-181】)､煮熟後(12+５分)）

ｲ)乾燥システムの開発改良

(3)試験場所(品種）：現地Ｉ（｢福良金時｣）、現地Ⅱ（｢福

勝｣）(1))試験条件：ｉ）初期水分現地Ｉ：２１％、現地

１１：２０％ｉi）供試乾燥機：コンテナ利用形(POP)、

現地lIll行乾燥機(c)調査項目：温湿度経過、子実水分経

過、風愚比、乾燥速度、加工適性

③結采：

７)乾燥初期の乾燥速度（開始後１時間）がｌｗｈを越え

て繭iまるにつれて、皮切れ粒が増加した。また、皮切れ

の発生の危険性が高い通風温度、湿度条fl:は２０℃で４０

％以下、２５℃で５０％以下、３０℃で６０％以下であった。

ｲ)災験用乾燥機を用いて通風方式を比較した結果、送風

1,(の２/］術環を除き、乾燥速度は約0.5Ｗｈであった。

また、論熟後の煮崩れ、皮切れの発生割合の合計は常温

i、風乾燥と同等であり、加温通風乾燥より少なかった。

ｳ)現地１ではコンテナ利用形は初期に乾燥不良が確認さ

れたため、３日後に張込還を１００ｋｇ減１世した。減lik後の

(2)抵抗性バレイショ品種を利用した低コスト栽培技術

の開発（平成１９～２３年）

①目的：疫病抵抗性品種を用いた栽植密度の検討、培

土作業のiWi略化（無培士、半培土栽培）および窒素施肥

戯の適正化について検討する。

②方法：

７)疫病抵抗性品種利用及び培土法の簡略化による低コス

ト栽培

「コナフプキ」を川い場内及び現地１剛場（芽室町）

で、無培土、半培土Ａ（植付後に半培士)、半培土Ｂ（iVi

芽後に['１耕､半培土)栽培における生産性作業性を調査。

また、「コナフブキj、「ムサマル」を用い、場内で株''１１３０，

３５，‘IOcIu1（畦幅７５ｃｍ）における収量性を調査。

ｲ)土壌窒素診断技術を活用した馬鈴しょの窒素施肥コス

トの低減技術

「コナフブキ」を用い、土層内窒素量の異なる`lほ場

で、基肥Ｎ(4,8,12kg/IOa)、追肥Ｎ(4kg/lOa)の有無をｉｎ

み合わせて（Ｐ.Ｋは同一）生育収量等を調査。

ｳ)培士iWi易化栽培における収穫作業性の検討

場所、供試品種、処理区：（７）と同様。

③結采：

7)培土商さが低いほど低収となり、培土高さの差がW1行

と２～６ｃｍの半培土栽培では、上いも並は悩行比８６～

８７％、でん粉正は８９～９２％であった。株lIlL10cmのnｌｉ
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乾燥経過はほぼ良好であった。ｊＡ受入時の等級は、高

水分子実を供試し、乾燥初期に子実自重によるへこみ粒

が発生したため、「等外」であった。煮熟後の皮切れは

POPが僅かに少なく、製品加工評価に差はなかった。

現地Ⅱでは外気温度が13.5℃と低い条件であること、

乾燥開始後２日間は倉庫内で乾燥したことから、いずれ

も乾燥速度は0.059'6/h、0.04％/ｈと低かった。ＩDOPは上

部吸引方式で上部密閉されているため、慣行と比較して

コンテナ内上部の俳風温度が低く、湿度が高かった｡ＰＯＰ

の水分低下が少ないため、，/２５１６時以降、送風機２機

で乾燥した結果、乾燥終了時刻は同等となった。ＪＡ受

入時の等級や製品加工評価に差はなかった。

圃場が0.67個であった。回収率は集積装置を使用した

場合が９１～９６％、使用しない場合が８６％であった。

４なたれの栽培法及び機械化に関する試験

(1)十勝地域に適したなたね栽培技術の確立

（平成19～21年）

①目的：十勝地域に適したなたね品種の選定を行うと

ともに、病害虫対策や野良生え対策等の栽培法を確立す

る。また、なたね栽培を導入した営農モデルを構築する。

②方法：

7)栽培実態調査：現地春まきなたね栽培１１圃場につい

て生育調査及び病害虫の発生状況等を調査。

b)十勝地域に適した品種選定と栽培法の確立

３品種（｢キザキノナタネ｣、「キラリボシ｣、「ななし

きぶ｣）を供試して播種時期３水準（４月２７日、５月４

日、５月１１日）で栽培し、生育収量を調査。

c)なたね栽培を導入した営農モデルの構築

播穂作業（グレンドリル及び回転目皿式播種機）及び

収穫作業（普通型コンバインLEXION540C）において

作業能率の計測を実施。

③結采：

７)実態調査を行った圃場では、播種は４月下旬から５月

下旬にかけて実施された。なたね圃場で発生した害虫の

うち、コナガおよびヨトウガ、オオモンシロチョウ、ニ

セダイコンアブラムシが栽培上対策の必要な害虫と推測

された。収穫は１０月中旬（１０月１２日）から１１月上旬

（１１月７日）にかけて実施され、子実重は１４～112kg/lOa

と圃場によって差が認められた。

ｲ)成熟期は「キラリボシ｣、「ななしきぶ｣、「キザキノ

ナタネ」の順で早かった。子実重は早播が多く、品種で

は「キラリボシ｣、「ななしきぶ｣、「キザキノナタネ」

の順に多収で、子実重歩合も同様な傾向であった。

c)作業能率の計illIlの結果、播種の１時間当たり作業量は

66.9ａ～８２．９ａ、収穫の］時間当たり作業量は138.,ａ

であった。

(2)小豆収穫残置の収集・運搬技術の開発（平成１９年）

①目的：ピックアップスレッシヤ収穫を対象とした小

豆収穫残澄の効率的な収集・運搬技術を開発する。

②方法：

７)試験場所、期日芽室町Ａ圃場集積：１０/12-13、収

集：１０/１２，１４Ｂ圃場集積：１０/13、収集：１０/１５

ｲ)供試機集積作業：ピックアップスレッシャ装着型集

積装置（開発機）収集･運搬作業：フロントフォーク

付トラクタ(Ml-85)、ロールベーラ（RBI600）

ｳ)調査項目集積方法（６条ウインドロー、等間隔スタ

ック)、作業速度、残法量と回収率、形状等

③結果３

７)新たに開発した集積装置は、既存ピックアップスレッ

シヤ（MOP-2S）の残漉排出部に装着可能であり、油圧

モータ駆動の横送りコンベヤ、シュートで構成される。

装置は折り畳み式で、残液を隣接する左側畦上に排出す

る場合に手動で設置する。

ｲ)中耕作業の士寄せや収穫作業の走行跡により畦間～株

間に約15ｃｍの段差が生じるため、畦方向と直行する作

業である等間隔スタック方式は、作業困難と判断した。

ｳ)Ａ圃場では残法水分が４９～５２％、残漉範が0.2`I～

0.26,Ｍkg/１１１であり、左方集積時の未回収割合は２６％

であった。Ｂ圃場では残液水分が４４～４６％、残液量が

0｣９～0.20,Ｍkg/ｍであり、左方集積時の未回収割合は

５．６％であった。

工)Ａ圃場では残潅水分が２１％であり、未回収残澄の割

合はウインドローのベッド形状が平らな場合が２．０％、

凹んだ場合が４．１％であった。収集装置を使用しない場

合では14.3％であった。Ｂ圃場では未回収残法の割合

は６．０％であった。

ｳ)収集したベール寸法は直径が約１．５ｍ、幅が約1.2ｍで

あった。ｌＯａ当たりのベール個数はＡ圃場が０９５個、Ｂ

５．クリーン農業・有機農業に関する試験

(1)高度クリーン農業技術の開発・実証⑥大豆

（平成ＩＤ～２２年）

「病山科」の項に記載

(2)十勝畑作地帯における有機輪作体系の確立

（平成Ｉ，～２２年）

「栽培環境科」の項に記載
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③緒采：］剤が実用化可能と判定された。

Ⅱ農業機械性能調査

１．トラクタ及び作業機械、施設の性能試験

（昭和５４年～継続）

２．マイナー作物等の農薬登録に係わる試験

（平成１，年）

①月的：経過処置に係わる畑作物除草剤の農薬登録

のための試験を行う。

②試験方法：

ｱ）作物センキュウ

イ）薬剤リニュロン水和剤（ロロックス水和剤）

ｳ）内容作物残留試験

ｴ）試験場所芽室町

③結采：所定の作物残留調査に必要なサンプリング

を行った。

本年度は該当機種なし。

Ⅲ新農業資材の実用化試験

１．除草剤および生育調節剤（昭和３１年～継続）

①目的：畑作物に対する各種除草剤および生育調節

剤の適用性について検討する。

②試験力iI峰移植てん菜２，直播てん菜Ｉの合計のべ〕

バリの除蒐剤を検討した。

〔経営科〕

１．品目横断的政策下における畑作経営モデルの確立

（平成１８～２０年）

①1］的：品目横断的経営安定対策の導入が個々の畑作

経営や地域農業に及ぼす影響を経営実態調査等によって

実証的にIﾘ1らかにするとともに、その結果を蹄まえて新

たな価格・支援水準を前提とした畑作経営モデルや環境

規範を遵守した畑作経営モデルを作成し、適切な支援の

あり方を検討する。

②試験方法：

７)農家経常実態調査

（a)対象地域：芽室町(１１戸)、更別村(１３戸)、美幌町(1ｏ

戸)、斜里町(１０戸）

（b)調査内容：品目横断的経営安定対策導入前後の経営

収支や作付構成の変化、農地集積や営農継続等に関す

る経営判断の変化など

ｲ)lMI係機関における聞き取り調査及び資料収集

（a)対象地域：上記７)と同じ

（b)調査対象：役場、農協、農業委員会など

（c)調査内秤：１W,月横断的経営安定対策が地域農業に及

ぼす影響（離農動向、農地価格・農地集積動向の変化、

農協運営の見直しなど）

③緒采：

調査農家における06年と０７年の粗収入の変化をみる

と、芽室町では対象４品目の作付比率が低くいことに力Ⅱ

え、０７年産の秋まき小麦やてん菜の単収が向かったた

め、粗収入はほぼ横這いで推移している。一方、美幌町

では対象４品|]の作付比率が高く、０７年産の秋まき小

麦やてん菜のiii収が低かったことから、Ｉ経営当たり２５０

～900万''１程度の大幅な粗収入の減少を記録している。

美幌町では、所得特例を適用しても認定農業者の認定

を受けることのできない農家が４１戸存在し、そのうち

の２４戸が品目横断対策の導入を控えた０６年時点で離農

したが、０７年の営農終了後（07年１２月時点）にも品目

横断対策の導入に伴う農業所得の減少が要因と見られる

離農が７戸確認されている。一方、芽室町でも,１Ｍ]横断

対筑の導入に伴う農業所得の減少によって営農の継続が

危ぶまれる畑作経営が２戸存在する。

更別村と斜里町における品目横断対策の導入に伴う影

響については分析中である。

２．畑作・酪農対応型コントラクターモデルの構築

（平成Ｉ，～２０年）

①[Ｉ的：畑作における農作業支援ニーズと農作業支援

組織の利用実態を明らかにし、作業受委託の成立条件を

解Iﾘ1する。また、酪農を主体に畑作からの受託にも対応

可能なコントラクターモデルを構築する。

②試験方法：

7)農作業支援ニーズと農作業支援組織の利川実態調査

（アンケート調査対象：鹿追町農家全270戸、隣家実態

調査対象：畑作農家１０戸、酪農家：５戸）

ｲ)畑作におけるコントラクター利用実態調査（対象：幕

Ⅶ１町コントラクターおよび利用農家６戸）

ｳ)酪農コントラクターによる畑作部ｌ１ｌ１導入と定着条件の

検討（対象：鹿追町農協コントラクター）

③結架：

アンケート調査（回収数１３６戸分、回収率４８．７％）

によると、今後のコントラクター利用意1｛i]は、拡大２４

戸（17.6％)、現状維持７１戸（ラル1％）であった。この
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ｌ施設)。述設YWnはガレージ方式で約１億円～２億１

千万111、コンポガスカ式で１６億４千万円である。発酵

原料は家斎ふん尿、食品加工残極および剪定技等であっ

た。発酵施設ではメタンガスを含むバイオガス、発酵残

漉および廃水が発生し、各施設とも得られたメタンガス

を用いて発晒を行い、施設内で利)ilしている。発酵残漉

は農家によって堆肥として利用するか、焼却処分してい

る。稼働・述常に当たっての課題は原料の混合・発酵特

性の解Iﾘｌ、コジェネガス利用方法の確立、発酵槽扉パッ

キン腐食の防｣'二および堆肥利１１１先の拡大である。

なかで、自走式多畦ハーベスタを利用したてんさい収穫

作業については６戸（回答のあったてんさい作付農家の

8.3％）が委託希望を示し、これら６戸のてんさい作付

面積は合計で５７．８３１]ａ（[司７．８％）に達する。

幕別町における畑作コントラクターでは２００６年と

2007年に自走式多畦ハーベスタを利用したてんさい収

穫受託を実施し、受託iHi積は２００６年で６７２Ⅱlａ（１０１時

１１(1)、２００７年で110.241MI（１２９時間）となった。委託農

家では、ながいもの収極や豆類の収穫作業へ労働力を集

[|]させたり、たまねぎの作付而積を拡大させるといった

効果が発揮されている。

鹿追町農協コントラクターの稼働実績によると、飼料

作を中心とした作業受託が大部分を占めるなかで、７月

中旬や１０月中旬以降に受託閑散期が存在している。コ

ントラクター組織としても作業受託量の平flI1化が求めら

れることから、小麦収梗やてんさい収機受託を組み込ん

だ畑作と酪農に対応したコントラクターへの移行が可能

であると判断された。

４．農業生産法人が有する地域農業の維持・発展機能の

解明（平成１９～２１年）

①(Ｉ的：経営＃l模拡大や農作業受託等に積極的に取り

組んでいる法人（土地利用型法人）と＃&畜産物の加工や

販売に欄極的に取り組んでいる法人（市場対応型法人）

を調査対象としてその経営成果をU1らかにするととも

に、これらの農業生産法人が地域農業の維持・発展に果

たしている役割を解明する。

②試験方法：

７)北海道における農業生産法人の動向解析

ｲ)法人の迎営方式、経営成果、地域農業との関わり等に

関する'''1き取り調査および経済データの収集・分析。

③緒采：

農林水産省が１９９２年に公表した「新農政プラン」に

おいて農業生産法人が我が国農業の担い手として明確に

位慨付けられたことを契機に、本道の農業生産法人数は

急速に1ＷⅡ1している。また、｜M1述蛎業の実施状況をみる

と、本道では農畜産物の加工製造や農作業の受託などに

取り組む農業生産法人が急増している。

調査対象とした大樹町には６つの土地利用型法人が存

在し、地域の経営耕地面積の１４．２％、生乳生産量の２０．３

％を担っている。大樹町農協では、地域の生産力の維持

・ｌｉＩ｣２に対する貢献に加えて、厄川拡大による地域の活

性化といった視点からも土地利川型法人の設立意義を評

Iiliしており、法人の設立指導やその後の運営指導などの

直接的な支援のほか、外部から雁川している常勤従業員

や実習生に対する家賃助成（農業担い手単身者家賃助成

IlF業、１８歳以上４０歳未満のWi身者が助成対象）などの

１１(1接的な支援にも力を注いでいる。

３．畑酪地帯のバイオマス資源利用における乾式メタン

発酵法の適用性の検討

（平成１０～２０年）

①目的：北海道の畑酩地帯で発生し、メタン発酵原料

として利用可能なバイオマス資源員を推計するととも

に、国内における乾式・湿式メタン発酵施設の設立・稼

働実態を明らかにし、乾式メタン発酵施設導入に当たっ

ての参考に供する。

②試験方法：

7)バイオマス資源ｌitの推計（対象：十勝地域）

ｲ)乾式・湿式メタン発酵施設の稼働実態調査

調査対象：乾式メタン発酵施設３ヶ所（京都府南丹市、

奈良県宇陀市、千葉県白井市）

③結采：

十勝地域では乾式メタン発酵原料として、帝産バイオ

マス（家畜ふん尿）が大部分を占めるなかで、農産バイ

オマス（選果・加工残漉）の利用が可能である。実態調

査によると、てんさい、スイートコーン等の力Ⅱ工残波は

すでに飼料化され再利)ilされているため、主に利)11可能

な農産バイオマスは現状で堆肥化処理されているながい

も（5,842t)、だいこん（2,5281）およびにんじん（2,48]I）

などに限られることがIﾘ}らかとなった。

調査を行った乾式メタン発酵施設は廃棄物処1111施設に

導入・併設されており（奈良県での試験導入を除く）、

導入目的は廃棄物処理におけるエネルギーのカスケード

利川である（ガレージ方式：２施設、コンボ〃スカ式：

５．高度クリーン農業技術の導入条件と経営評価

（平成１０～２２年）

①日的：生藤コストおよび流通・販売面から高度クリ

ーン農業技術の導入条件を明らかにし、｜Ｍ１発された技術
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集団のllii1此戸数が８戸～１９戸と比較的少数で、農協管

内に散在するケースと、一定区域内に限定されるケース

が見られた。取り組む理由は、減農薬等による銘柄の評

価ｌｉ１｣２，付加価値の向上による収益性の向上であった。

高度クリーン栽培と慣行栽培とのｉｉｉ収差は１０％～１５

％程度であった。技術的な課題として、近年病害虫被害

が発生した（馬鈴しよ、大豆)、防除回数を慣行栽培の５０

％に側'l減することは困難（にんじん)、製品の品質基地

をクリアすることは困難（秋まき小麦)、があげられた。

の経営評価を行う。

②試験方法：

ｱ)YES1clean登録集団の化学合成農薬、化学肥料削減状

況調査

（a)対象品目：水稲、たまねぎ、トマト、にんじん、ば

れいしょ、大豆

（b)資料：北海道膿政部ＨＰ掲載データ（1118年時点）

ｲ)高度クリーン農産物生産集団の実態調査

（a)対象品目：ばれいしょ・大豆・秋まき小麦・にんじ

ん各１集団

（b)調査項目：集団の概要、栽培技術、技術的課題

③結果：

対象とした４作物（ばれいしょ・大豆・秋まき小麦・

にんじん。以下同じ）についてYES1clcMRii録集団の

化学合成農薬、化学肥料の削減状況を整理した。大豆で

は、高度クリーン水準に達している集団割合が商い。ば

れいしょでは化学合成農薬の削減比率が５０％を超える

集団割合は高いが、高度クリーン水準に達する集団割合

は低い。にんじんでは、化学合成農薬、科学肥料の削減

率がともに５０％未満の集団割合が高い。秋小麦はＨ１８

年では登録集団がなかった。

対象とした４作物では、高度クリーン栽陪に取り組む

６．十勝地域に適したなたね栽培技術の確立

（平成１９～２１年）

栽培システム科の項に掲載

７．テンサイ耐病性品種を利用した低コスト直播栽培技

術の開発（平成１９～２３年）

栽陪システム科の項に掲載

８．疫病抵抗性バレイシヨ品種を利用した低コスト栽培

技術の開発（平成１９～２３年）

栽嬬システム科の項に掲載

〔栽培環境科〕

Ｉ・土壌保全対策事業

１．モニタリング調査

(1)定点調査（平成１１年～継続）

①目的：農業の雅鍍である土壌環境の変動を全国規

模で把握し、土壌資源管理の資とする。

②調査方法：

７）調査地区本別町２地区、池田町ｌ地区、豊頃町Ｉ

地区、幕別町Ｉ地区。

ｲ）調査項目土壊断面iii易調査、土壌の理化学性分析

③結采：調査分析結果を中央農試に報告した。

ｳ）処理区三要素(F)、三要素十堆肥15t/lOa、3.0t/10ａ

(Ｍ’2Ｍ)、以上については前年度まで収穫残さ搬出、三

要素十収極残さすき込み(Ｒ)、Ｒ+てんさい作付時のみ堆

肥１．５t/10a(Ｒ、)、Ｒ+堆肥1.5t/lOa(ＲＭ）

ｴ）試験規模；１区１５０㎡、反復なし

③緒采：

7）最大生育期の調査では有機物施用量が多い２Ｍ、ＩＲＭ

区でＦ区を上回る生育が認められたが、他の処理区で

は効果が判然としなかった。収機調査では有機物連用の

効果は堆肥施用区（Ｍ、２Ｍ）で認められたが、他の処

理区では噌収効果は認められなかった。また、百粒ili【は

有機物処理区でいずれも低下した。

ｲ）各処ｌ１Ｉ１区の養分吸収量は、茎英については有機物処

理区がＦ区を上回ったが、子実は窒素吸収量が３処理

区でＦｌＸを下回った。各処理区で窒素の収支を概算し

たところ、ＩＦ、Ｒ、Rnl区で収支がマイナスとなった。

２.有機物資源連用試験

(1)淡色黒ボク土における有機物連用と養分収支

（平成Ⅱ年～継続）

①目的：地力の維持・向上方策としての有機物施１１１

が土壌および作物の生育収赴におよぼす影辨を長jUlにわ

たり検討し、適Ⅱ;な±域維持管理技術の指針を得る。

②試験方法：

7）供試土壌淡色黒ボクニlニ

イ）供試作物大豆「トヨムスメ」

施肥法改善と品質向上試験

十勝畑作地帯における有機輪作体系の確立

（平成１９～２２年）

Ⅱ、

１． 
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①ロ的：畑作3品(ばれいしょ、小麦、大豆)のｲ７機)１１１

輪作の有効性と肥培管理法と有機栽培土壌の性状変化

(物理性、化学性、生物性)を明らかにする。また、イi機

栽培における病害虫の被害査定と被害軽減対箙、さらに

機械除草方法を検討し、畑作有機輪作体系を確立する。

②試験方法：

7）有機輪作試験(十勝農試場内試験）

春まき小麦「はるきらり」、ばれいしょ「さやあかね」、

大豆「トヨハルカ」の輪作試験。供試有機質肥料：エバー

アミノ、蒸製骨粉(窒素施肥量は施肥標準量)。処理区：'１１

行栽培区(Ｃ区)、有機区(Ｏ区)、有機+堆肥1.5t/lOa述)11ｌｘ

(O+Ｍ区)、有機+堆肥3.0t/１０m連用区(O+2Ｍ区）

ｲ）赤まき小麦窒素用量試験(十勝農試場内試験）

品種：「はるきらり｣､試験処理：堆肥施用２水準(無堆肥、

3.0t/IOa連用)×窒素施用量４水準(N－，，１２，１５，１８kg/103）

ｳ）有機栽培における病害虫の被害査定と被害軽減対簸

（a）春まき小麦］品種(有機栽培)の赤かび病の発生と

ＤＯＮ汚染程度を比較した。また、ＪＡＳ有機で使川可能

な，資材の赤かび病に対する防除効果を調べた。

（b）有機質肥料４穂類を供試して、大豆のタネバエに

よる被害とのIM1係を調べた。

ｴ）券まき小麦の除草方法試験(十勝農試場内試験）

供試ＩＷ１穂：「はるきらり」、除草機：３０CIU1条｝iii→玉カ

ルチ（小麦)１１）トリル播種→直装型スプリング除草ハIJ-

(NK3C)、播種：４月２６日に３０ｃｍ条播（播種11ｋ

7.4kg/IOa)、ドリル播種（同7.2kg/10a)、除草処理：小

麦出芽揃から１～２週間隔、小麦２葉期からＩ～２julllll

il{)隅の組合せ

③結采：

７）春まき小麦は慣行に対し有機で２４％減収したが、堆

肥施用は減収を１０％以下に抑えた。タンパクは許容範

囲（10.0％以上)であったが基準値(11.5％以上)には達し

なかった。ばれいしょは慣行と有機で同程度のlMilが得

られ、堆肥施川により増収するが規格外収駄や２ik成長

が1mえ、ライマン価が低下した。大豆は慣行に対しｲｧ機

で２０％以上減収し、この理由は主にマメシンクイガ被

害によるくず子実率の増加によるものであった。

ｲ）赤まき小麦の収且・タンパクは、有機質肥料のlWIu

より堆肥施川により顕著に増加した。

ｳ）有機栽陪春まき小麦の赤かび病に対する品種'''1差を

調べたところ、発病小穂率は「ハルユタカ」＞「赤よ恋」

＞「はるきらり」の順であったが、整粒のＤＯＮ浪度で

は「はるきらりｊが唯一暫定基準を下回った。一方、赤

かび病にｲｧ効な資材は認められなかった。

ｪ）イii機質肥料４種額のうち、魚粕施用区でクネバエに

よる大豆の被害が大きかった。

ｵ）シロザは多処理・早期処理により残草fitを減らせた。

タデ域は３０ｃｍ条播では多処理により残草fitが減った。

非イネ科雑草全体では、３０ｃｍ条播では多処理・早期処

】111により残草量が減少したが、ドリル播種では処理回数、

時期による差は明瞭ではなかった。

力）除草試験の収量は、播種量が少なかったため、穂数

が少なく低収であった。

２．高度クリーン農業技術の開発・実証⑦秋ま

き小麦（平成I，～22年）

①月的：秋まき小麦の化学肥料・化学合成農薬を５

割lIi1l減した高度クリーン農業技術を開発・実証する。

②試験方法：

７）十勝農試場内試験

品穂：「きたほなみ」

処j1I1区：以下の施肥６処理×防除２処理の計１２処理

施肥処理：

ＩＨ行区(基化Ｍ+起追化Ｎ８+幼追化Ｎ３)、

５０％減区(基化ＮＩ+起追化Ｎ6.5)、

イ７機八区(基有川5+基化Ｎｌ+起追化Ｎ6.5)、

イ『機Ｂ区(基有Ｎ4.5+基化Ｎ１+起追化Ｎ6.5)、

有機Ｃ区(基有Ｎ4.5+基化Ｎ'十起追化Ｎ6.5)、

イイ機Ｉ)区(基有Ｎ4.5+基化ＮＩ+起迫化Ｎ6.5）

（有機A～Ｄは腐熟度を異にする牛ふん堆肥）

化学合成農薬防除処理：

lfl行区，５割削減区

ｲ）現地試験

（a）予備調査および試験：現地で先行的に実施されて

いる減化学肥料・減農薬栽培の実施ほ場（１１１８年９月播

稲ほ場）で発病調査、ＤＯＮ汚染程度および収仕調査を

行った（品種「ホクシン｣)。

（１））芽室町現地試験

IWIflR：「ホクシン」

処Jll1区：施肥処理２(慣行区(Ｎ15kg/IOa：躯肥Ｎ４、起

ｌ１１ｊＵｌＮ８、幼形期Ｎ3)、５０％減区(N7kg/IOa：基肥Ｎ１，

超生川lN6)）×化学合成農薬処理２(慣行区，５割ﾊﾞﾘ減区）

③緒采：

7）十勝農試場内試験の越冬前の生育状況は、５０％減区

およびｲ7機八・Ｃ・Ｄ区の乾重と、有機Ａ,Ｃ・、区の

茎数が､倣行区に劣ったが、その他に有意差はなかった。

ｲ）予備調査および試験：出穂期に茎菜調査をしたとこ

ろ、上位〕葉にうどんこ病および赤さび病の発生は全く

認められなかった。赤かび病は、２回散布区と３回散布
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区の発生が同程度で、ＤＯＮ濃度もいずれの散布区でも

検出限界未満であった。赤かび病の発生程度は少なかっ

たことから、赤かび病由来の減収はないと考えられた。

ｳ）芽室町現地試験における越冬前の生育状況は、５０％

減区における窒素およびカリ含有率が慣行区よりも低か

ったが、その他に有意差はなかった。

量170,25,粒/㎡、晩播(１０月上旬）＝播種量２５５，３４０

粒/㎡

③結采：

７）播種適期は越冬前の主茎葉数が５葉前後となる積算

気温470℃を確保する日を中心とした５日間程度である

（９月中旬～下旬)。播種適量は２００粒/㎡で、目標穂数

は７００本/㎡である。窒素施肥体系は、基肥一起生期一

止葉期に４－Ａ－４kg/IOaを施用する。Ａ値は起生期の土壌

硝酸態窒素量に基づいて決定する。

３．ニーズに対応した道産小麦の開発促進

1)土壌・気候に対応した収量・品質の安定化技術

（平成１１～２１年）

①目的：新品種｢きたほなみ｣を安定的に生産するた

め、土壌診断、生育診断を活用した適切な基肥量、追肥

量の設定を行う。また、子実灰分含量の変動要因を解析

し、灰分の高い圃場でこれを制御する方策を検討する。

②試験方法：

7）基肥窒素量の適正化

試験地：幕別町、鹿追町、清水町、十勝農試

試験処理：基肥窒素施肥量=0,2,4kg/lOa

ｲ）灰分の変動要因解明と低減化手法の検討

試験地：足寄町２圃場、十勝農試

試験処理：Ｐ標Ｋ標、Ｐ無Ｋ無、Ｐ倍Ｋ無、Ｐ無Ｋ倍

③結果

ｱ）基肥窒素施肥量を無施用とすると、茎数や乾物重は

最も小さかった。ただし、基肥窒・素施肥愚を２kg/IOaと

すると、４kg/10ａとの生育量の差は判然としなかった。

ｲ）基肥のリン酸･カリ用量処理の結果、足寄町Ａと十

勝農試のＰ倍Ｋ無区で乾物麺が他の試験区よりやや大

きい他は、処理間差が判然としなかった。

５．菜豆類（金時、虎豆）における土壌・栄養診

断技術の開発と窒素施肥技術の実証

（１）金時類の土壌および作物栄養診断技術の開発と実

証（平成１７～１，年）

①目的：金時類に対する合理的な窒素施肥技術を開

発するとともに、現地農家圃場においてその有効性を実

証する。

②試験方法：

ｱ）茎折れ発生実態と発生要因の解析：品種×栽植密度

×窒素施肥処理×播種時期の処理区において、茎折れ個

体率（押倒し処理）等を調査。

ｲ）施肥条件による窒素吸収・品質特性：品種（大正金

時・福良金時）×窒素施肥4-6処理

ｳ）土壌診断および作物栄養診断技術の開発：現地農家

圃場3カ所において、窒素用量試験を実施。

③緒采：

７）茎折れの発生には品種間差が認められ、「福良金時」

で発生しやすい傾向にあった。茎折れが最も発生しやす

い時期は、開花２～３週間後であった。

ｲ）追肥により子実タンパク含有率は上昇し、合計窒素

施用量が同じ場合には、追肥（分施）によって百粒重の

増加および皮切れ率の低下に結びついた。

ｳ）子実収量は作物体の窒素含有量を説明変数とした回

帰式により説明することが可能であった。通常レベルの

収量を得るために必要な窒素施肥量は、土壌の無機態窒

素量および熱水抽出性窒素量から算出可能であった。

ｴ）開花期の葉柄硝酸態窒素濃度は、窒素施肥量に応じ

て高くなる傾向にあり、初期生育における窒素栄養状態

を反映していた。開花期の葉柄硝酸態窒素濃度が０．３

％を超えている場合には、追肥は不要と判断された。

４．新ランク区分に対応した小麦有望系統の高品

質安定栽培法の確立

（１）めん用秋まき小麦有望系統「北見81号」の栽培法

確立（平成１８～１９年）

①目的：小麦の有望系統について、栽培環境に応じ

た最適な栽培法を確立することにより、道産小麦の高品

質安定多収生産に資する。

②試験方法：

ｱ）供試品種：「北見８１号」（対照：「ホクシン｣）

ｲ）試験地：十勝農試、十勝管内現地７カ所

ｳ）試験処理：（Ｎ４=4kgN/IOa）

(a）窒素の追肥が生育、収量、品質に及ぼす影響：幼形

期Ｎ４追肥、止葉期Ｎ４追肥、幼形期Ｎ４＋止葉期Ｎ４追

肥、開花後Ｎ3追肥

(b）播種期・播種量の影響：適期播（９月下旬）＝播種

６．テンサイ耐病性品種を利用した低コスト直播

栽培技術の開発（平成１９～23年）

栽培システム科の項に掲載
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について検討を行った。

ｳ）豊頃町モデル地区内で排水性不良なテンサイ作付け

ほ場で、心土破砕処理（広幅型、通常型、無処理）と窒

素施肥量処理（適正減肥、慣行）の組み合わせ試験を行

った結果、通常型心破区の効果が高く、減肥区でも増収

する傾向となった。

ｴ）操業中のテンサイ多畦収穫機にＧＰＳを装着し作業能

率の推定を行った。作業能率と作業効率は、旋回方法や

ほ場形状よりビート堆積場所までの移動時間に影響を受

けており、移動時間の割合が９％増加すると作業効率は

１１％低下した。

７．疫病抵抗性バレイショ品種を利用した低コス

ト栽培技術の開発（平成１９～23年）

栽培システム科の項に掲載

８．馬鈴しょ早期培土栽培の適応性拡大と施肥体

系の改善（平成１９～２１年）

栽培システム科の項に掲載

9．ＧＩＳを活用した営農改善システムとテンサ

イ多畦収穫支援システムの開発（平成１９～

２３年）

①目的：土壌図、土壌診断値、ほ場管理、有機物管

理の履歴を基に土壌の窒素供給力等を推定し､テンサイ、

秋まき小麦に対する圃場毎の生育収量規制要因を提示す

る。また、圃場管理、土壌情報をＧＩＳに組み込み、作

物生産性、最適施肥量や収穫支援を提示するシステムを

構築して個別圃場毎に最適な施肥・圃場管理を行う。さ

らに、病害発生対応や収穫物運搬輸送の効率化等テンサ

イ多畦収穫機の利用体系の最適化を図る゜

②試験方法：

７）実用化に向けた基礎情報の構築

（a）ＧＩＳを活用した営農支援に必要な情報の選定

（b）気象図・土壌図を利用したテンサイの施肥対応の

高度化

（c）テンサイ、秋まき小麦の最適施肥量算定手法の開

発一

ｲ）総合営農支援システムに必要な圃場情報のＧＩＳ構築

（a）圃場別生育収量差を説明する研究要因情報のＧＩＳ

化プログラミング

（b）衛星画像を利用した小麦の生育時期別各種解析結

果のマッピング

（c）テンサイ・秋まき小麦の圃場別最適施肥量のマッ

ピング

（｡）テンサイ多畦収穫機を利用した収穫支援システム

を構築するためのＯＩＳプログラミング

③結采：

ｱ）豊頃町モデル地区において、テンサイ、秋まき小麦

の土壌環境、生育・収穫調査を行い、収量、品質（糖分

またはタンパク）の変動と土壌環境、栽培法との関連を

検討した。

ｲ）５～１１月の５時期のＳＰＯＴ衛星画像を入手し秋まき

小麦の圃場毎のNDVIを解析した。この情報と地_上調査

で得られた情報から、改善対策指標を圃場毎に示す手法

１０．畑土壌に対するライムケーキ（粒状品）の施

用効果（平成１８～１９年）

①目的：粒状化した脱水ライムケーキ(ライムケーキ

(粒状品)、以下、粒状ライムと略)の性状と畑作物に対

する施用効果を明らかにし、畑地における適正施用の指

針を設定し、未利用資源の循環促進を図る゜

②試験方法８

７）供試資材の概要粒状ライムＡ＝高炉セメントＢ種

(セメント)3％とタルク(ｹｲ酸ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ)2％を添加し造粒、

水分１８％、アルカリ分４１％、粒径ｌ～６ｍｍ。粒状ライ

ムＢ＝酸化マグ､ネシウム３％とタルクを２％添加し造粒、

水分１５％、アルカリ分４３％、粒径Ｉ～６１ulIu1o

ｲ）圃場試験

（a）試験圃場：2006～2007年に、十勝農試、本別町、

京極町にててんさい、菜豆を供試した。

（b）処理区(共通）：粒状ライムＡ区､粒状ライムＢ区、

防散炭カル区（対照区)、無施用区

（c）各資材の施凧量(各処理区共通、ｋg/lOa）：十勝農

試(1)115.7）；100、本別町(2006年、ｐ114.0）；300、本別

町Ｉ(p114.5）；600、本別町Ｓ(pH4.8）；600、本別町Ａ

(1)114.6）；600、京極町(pH5.3）；400．

ｳ）各資材によるpll上昇速度の比較実験(室内実験）

ｴ）各資材によるｐＨ緩衝1111線実験(室内実験）

③結采：

7）粒状ライムＢには市販の防散炭カルとほぼ同等の生

育向上・増収効果が認められた。他方、粒状ライムＡ

の効果は粒状ライムＢおよび防散炭カルに劣った。

ｲ）粒状ライムＡによる土壌ｐＨの上昇速度は、防散炭

カルや粒状ライムＢよりも遅く、また酸性矯正力も劣

る場合があったことから、粒状ライムＡよりも粒状ラ

イムＢが石灰質資材としてより優ると判断した。

ｳ）粒状ライムＢは防散炭カルよりは土壌ｐＨの上昇速
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度が遅く緩効的であった。

ｴ）粒状ライムＢの酸性矯正力は、アルカリ分ベースで

防倣炭カルと比較した場合には概ね同等であった。

ｵ）粒状ライムＢのｐＨ上昇効来は防倣炭カルよ})も緩

効的でばらつくので、保管中の水分変Uiljをできるだけ抑

えるよう僻意する。

力）粒状ライムＢの投入量を決定するには、「資材添加

・通気法｣によるpll緩衝曲線に基づくのが望ましいが、

「アレニウス氏表」を用いる場合には、呪物で防散炭カ

ルの１．２倍量程度とする。

ｷ）以上のように、粒状ライムＢは防散炭カルと同様に

使川できるが、その効果が防散炭カルよりも緩効的でば

らつくことを考慮して使用する。

多雨のためと思われる濃度上昇が観察された。また硫酸

性窒素は全般に減肥区が対照区よりも低く推移した。

ｴ）多湿黒ボク上Ｂにおける秋季の0-100ｃｍ無機態窒素

量は、１１１６年の30.2kg/lOa以降減少し、対照区では１１１７

～ｌ８ｆＩ皇には12.3kg/lOaにまで減少したが、１１１９年スイ

ートコーン収１１i後(秋まき小麦播種後)には再びj付加し

30.9kg/１０mと元のレベルとなった。減肥区では対照区よ

りも無機態窒素1,tは少なく、Ｈ１８年てんさい収梗後には

6.0kg/10ｍにまで減少したが、１１１９年スイートコーン収

穫後(秋まき小麦柵極後)に再び増加し25.7kg/IOaであっ

た。

２．有機塩素系農薬の土壌及び作物における挙動

と吸収抑制技術の開発（平成,９年）

①目的：有機塩素系農薬残留圃場における吸収試験

により、ヘプタクロル類吸収能の作物間差異をIﾘ1らかに

する。

②試験方法：

7）供試作物．品種：春まき小麦「春よ恋｣、ばれいし

ょ「ｿ)雨イモ｣、小豆「エリモショウズ｣、かぼちゃ「え

びすｊ

ｲ）調査項１１：作物の生育、収量、土壌と可食部のヘプ

タクロル゛ヘプタクロルエボキシド濃度（分析試料はＩ

区から３箇所から土壌と作物を組み合わせて採取）

ｳ）試験晩イル１１Ｘ１２㎡、反復なし

③結采：

７）土壌からはトランス体へプタクロルエボキシドは検

Ⅱ'されず（検１１１限界：0.001,8/kg)、ヘプタクロルは検

出限界付近で、シス体のヘプタクロルエボキシドは0.020

～0.026ｍｇ/kｇ検111された。

ｲ）かぼちゃ果実からはヘプタクロルおよびトランス体

へプククロルエポキシドは検出されなかったが、シス体

へプタクロルエポキシドの濃度は土壌濃度とほぼ同水ill1

で検出された。

ｳ）小豆、春まき小麦の子実およびばれいしょ塊茎から

は上記農薬は検川されなかった。

Ⅲ環境保全対策試験

１．安全・安心な水環境の次世代への継承一硝酸

性窒素等による地下水汚染の防止・改善

（１）土壌中の窒素動態の解明一窒素の下層土移動と土

壌理化学性との関係（道東地域）

（２）汚染軽減総合対策技術の確立と評価

（平成１６～２０年）

①ロ的：硝酸汚染防止のため、Ｉｉｈ酸性窒素の動態に

及ぼす土壌等の影響を検討し、１１１１酸動態モデルを構築す

るとともに、硝酸汚染軽減技術に関する成果や既往の各種

技術をﾙ11合せ］総合的な軽減対簸を提示・実証・評価する。

②試験方法：十勝管内現地圃場(多湿黒ボク土八,B)に

て、畑輪作体系内における硝酸性窒素濃度(深さ８０ｃｍ

の土壌溶液中)、Ｏ～１００ｃｍ無機態窒素、作物収量、窒

素吸収戯等をモニタリングする。１１１９年作付作物はそれ

ぞれ、スイートコーン、大豆。

③緒采：

７）イ7機物投入量の少ない多湿黒ボク土八における硝酸

性窒素濃度(深さ８０ｃｍの土壌溶液)は、存季に多雨であ

った１１１８年てんさい作付時に高濃度となったことを除

けば、てんさい茎葉鋤込み後の大豆作付けにおいても減

肥区・対照区ともにほぼ常にlOIuIg/Ｌを下回るレベルに

あった。

ｲ）多湿黒ボク上Ａにおける秋季のO-IOOcIn無機態窒素

杜は1116年の１８｣kg/IOa以降減少ＩｉＪｉ向にあり、１１１９年に

は減肥区で7.1、対照区で９９kg/10mにまで減少し、また

減肥区での減少傾向が著しかった。

ｳ）イ1.機物投入量の多い多湿黒ボクニl：IDにおける硝酸性

窒素濃度は、多湿黒ボク土八よりも常時高い傾向にあ

り、また’119年(スイートコーン作付け時)にも、５月の

Ⅳ．新農業資材の実用化試験

１．肥料及び土壌改良剤

(1)秋まき小麦に対する液状複合肥料「DN101jの葉面

散布効果試験

①「Ｉ的：秋まき小麦に対する液状複合肥料「DN101」

の葉而lWii効果をIﾘ}らかにする。

②試験力法：

－５７－ 



(3)秋まき小麦に対する汚泥発酵肥料「グリーンドレッ

シング」の施用効果試験

①目的：秋まき小麦に対するiﾉｹﾞ泥発酵肥料「グリー

ンドレッシング」の施用効果を検討する。

②試験方法：

７）供試作物秋まき小麦「ホクシン」

ｲ）供試二上壊淡色黒ボク士(十勝腱試）

ｳ）処Ill1区資材500kg/lOa、無施111゜

③緒采：，几に播種を行った。

７）供試作物秋まき小麦「ホクシン」

ｲ）供試土壌淡色側｛ボク士(十勝農試）

ｳ〉処理区ＤＮｌＯｌの５００倍希釈液（展着ﾊﾟﾘ汎川）を１００

Ｗ/IOa葉面散布（５月３０日と６月フロの２回処１１１１）区、

および無施用区

ｴ）試験規模１区9.6㎡、３反復。

③結果：

7）ＤＮｌＯｌ散布時の秋まき小麦の茎数は１２５０本/㎡とや

や過多な状態であったが、散布約一ケノ1後には徳数が

700本/㎡前後となり、乾物垂も成熟期に近いレベルに達

した。止葉の付け根から穂首までの、資材散布以降に(I|’

長したと考えられる部位の長さは、無処理区の篭が判然

としなかった。

ｲ）７月初旬におけるＤＮｌＯｌ区の秋まき'1,麦の'''１げ強度

は無処理区と同等であった。７月中旬の降雨により試験

区の一部に倒伏が発生し、成熟期に向けて倒伏が拡大し

た。ＤＮｌＯｌ区の倒伏程度は無処理区よりやや低減した

かに恩われたが、有意な差はなかった。

ｳ）ＤＮｌＯ１区の子実収fi[は750kg/10ａで無処理区より高

い値となった。しかし反復間差が大きく、処nl1llI1の有意

差はなかった。子実タンパク含有率は１０％磁度で差は

なかった。養分吸収に及ぼす影響も明らかでなかった。

Ｖ、土壌調査

１．道営土地改良事業調査地区土壌調査

①｜］的：道営土地改良事業調査地区について、適切

な土地および土壌改良指針を提示するため、土壌調査を

実施する。

②試験方法：

7）調査地区帯広市（大正北地区)、中札内村（札内

川左岸地区)、更別村（更南地区)、幕別町（明新地区)、

上士幌町（届辺地区、上音更地区)、士幌町（下居辺地

区)、弟子1m1町（屈斜路湖畔地区）

ｲ）調恋内容土壌断面調査、土壊分析

③結外Ｌ：調査結果は十勝支庁または釧路支庁に報告

すると共に、平成１９年度道営土壊改良事業調査地区土

壌調査＃'1告譜（農政部農村計画課）に掲載した。(2)ばれいしょに対する「コラーゲン液」施用試験

①目的：馬鈴しょに対するコラーゲン液の施川効果

を明らかにする。

②試験方法：

（a）供試作物馬鈴しよ「男爵薯」

(1)）供試土壌淡色黒ボク土(十勝農試）

（c）処理区資材葉而散布区、対照区

（｡）処理方法７小|】旬から週１回、希釈倍率５００倍

で葉面散布(lOOL/10a)。

③結果：

７）コラーゲン液の散布により、馬鈴しょの股火生育ｊＶ１

における草丈、茎数に対する影響はみられなかったが、

地上部総璽、塊茎１Ｋとも対照区よりやや低いｌｌＪｉ向であっ

た。また、終花期や枯凋期の遅延が生じた。

ｲ）最大生育期における作物体の養分含有率、養分吸収

戯については、コラーゲン液の散布による影辮は認めら

れなかった。

ｳ）収量性についてはコラーゲン液の散布による|ﾘ1らか

な増収効果は認められず、上いも個数やライマン価、平

均１個重に及ぼす影騨も認められなかった。内部異常に

ついても、コラーゲン液散布の影響は判然としなかった。

２．道営草地整備事業調査地区土壌調査

①Ⅱ的：道営草地整備事業調査地区について、草地

造成あるいは更新に当たり適切な改良方策、改良資材投

入品を提示するため、土壌調査を実施する。

②試験方法：

７）調IIIE地区上士幌西地区(造成２地点､更新１３地点)、

上士幌束地区（造成６地点、更新39地点）

ｲ）調査内窓土壌断面調査、」二壊分折

③結采：調査結果は十勝支庁に報告すると共に、平

成１９年度道営土壌改良事業調査地区土壌調査報告書(農

政部隣村計画課）に掲載した。

３．経済効果検討現地調査（平成１８～20年）

①｜］的：道営農業農村整備ﾘﾄﾞ業の経済効果を算定す

るとともにTl｢業計画の妥当性をlﾘ}らかにするため、現地

調査等を実施する。

②試験方法：

７）調査地区上士幌町

ｲ）工獅除礫、暗渠
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障客の診断を行い、その対簸を検討する。

②試験方法：普及センター等から持ち込まれた各種の

障害作物について、現地[i､場観察や土壌および作物の分

､折を行い、障害の原因をIﾘlらかにする。

③緒采：持ち込み試料のうち、病虫害被害とは`思わ

れないと病山科で判断された試料7件を診断した。内訳

は秋まき小麦1件、てんさい1件、小豆l(!':、大豆lI1l:、ば

れいしょ１件、たまねぎ1件、にんじん1件で、主として

微Al要素Cu,Ｚｎ,ＭＩＩ,Ｂ）の欠乏症状と思われるものが多か

った。

ｳ）対象作物小麦、てんさい、ばれいしょ、飼料)i}と

うもろこし、牧草

ｴ）調査圃場数前年度まで調査未了の３圃場６地点

ｵ）調査内容二上壌断面調査、土壌分析

②緒果：調査結果は十勝支庁に報告した。

農作物病害虫診断試験

突発および新発生病害虫の診断試験

生理障害診断（llr｛和５０年～継続）

ロ的：突発的に発生した農作物の生育異常や生育

●
●
Ｇ
■
■
〃
〃

Ⅵ
１
ｍ
ｕ
①
 

［病虫科〕

Ｉ植物防疫事業

１．普通作物病害虫発生予察事業

（111{和１６年～継続）

①月的:植物防疫法に錐づいて、脂定および脂定外病

害虫について発生予察法の確立を図るとともに、病害虫の

発生情報を関係機関に提供し、病害虫防除の適jE化を図

る。

②調査方法：

7）定点調査

調査対象は、病害が小麦の雪腐病、赤さび病、赤かび

病、ばれいしょの疫病、菜豆の炭そ病、繭核病、灰色かび

病、てんさいの褐斑病、害虫がテンサイモグリハナバエ、ネ

キリムシ類、ヨトウガ、マメシンクイガ、アズキノメイガ、アブラ

ムシ類などで、発生経過、消長を調査する。また、主要病害

虫は発生原Iklの解析を行う。

ｲ）各種報告と慌報の提供

月報、警報、注意報、特殊報、地区報に関わる情報の本

所への報告､防除員活動の指導

③結采：

ｱ）農試内定点[[n場における主要病害虫の発生状況

（a）病害(発生且､平年比）

コムギ雪腐病(－、少)、コムギ赤さび病(早、多)、コムギう

どんこ病(ややlil、多)、コムギ赤かび病(並)、インゲン菌核

病(並、少)、インゲン灰色かび病(やや鼎、並)、インゲン炭

そ病(並、並)、ジャガイモ疫病(鼎、多)、テンサイ禍斑病

(』Tl､やや多）

(1)）害虫(発生期､発生fit）

マメシンクイガ(並、多)、アズキノメイガ(早、多)、タネパエ

（－、少)、アブラムシ(ジャガイモヒゲナガ;並、やや少、モモ

アカアブラムシ;並、少)、テンサイトビハムシ(並、やや多)、

テンサイモグリハナバエ(並、少)、ヨトウガ（１化Iil、並２

化やや遅、多)、ネキリムシ類(カプラヤガ;１化一、やや

少２化並、並、シロモンヤガｉｌ化やや早、並２化

並、多､センモンヤガ;並、多）

ｲ）十勝管内で平年より多発した病害虫

大豆のマメシンクイガ

ウ）新発生･特異発生した病害虫

はくさいのタネバエ

Ⅱ一般病害虫試験

１．小麦の主要病害虫に対する地上液剤少量散布

技術の確立（平成19～21年）

①目的：小麦の主要病害虫に対する少価散布

（251ﾉIOa）技術の確立を目指し､赤かび病および雪腐病に

対する防除効果の検討を行う。

②試験方法：

ｱ）殺菌剤６薬斉11および４種のアジユバント(機能性展着

剤)の少量散布による防除効果を検討するため、各種薬剤

をlHl花始から１週間間隔で２回、散布水ｉｉｉが２５L/IOaまた

は１０OL/10mとなるように散布し､病穂率､発病小穂率､赤か

び粒率、ＤＯＮ濃度を調査した。赤かび病の発生を促すた

め、６月８「1にハイｓｄ'･ﾊｨ'〃ｇ'･ａ"'''leq'w'〃培養えん麦粒を

101,1/㎡になるように畦間にばらまいた。

ｲ）雪腐黒色小粒菌核病３薬ﾊﾞﾘ、雪腐大粒菌核病ｌ薬剤を

供試し、少獄散布（２５L/lOa）散布での防除効果を検討し

た。対象病害の発生を促すために、黒色小粒菌核病の試験

区には病原W1iの培養えん麦粒251111/㎡ばらまき、大粒菌核

病試験区には病原菌の子のう盤を形成したオーチヤードグ

ラスを設置した。次年度融雪後に発病度を調査する予定。

③緒采：

７）本年は赤かび病の発生が少なく、ＤＯＮ濃度も低い条件

下での検討となった。殺菌剤６薬剤について少戯散布と慣

行散布の発病'1､穗率および赤かび粒を比較した結果、いず
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防除対簸に活川するための基礎的な知見の集ff(を|]的と

し、赤かび病菌の発生生態を調査する手法の|W１発を検討す

る。本年度はA化ﾉＤｄｂｃ"/1ﾉ"、/Ｗｂの胞子トラップのための選

択陪地の検討を行った。

②試験方法：

(7)F(i嬬地から抗菌成分を除いた培地（以降１７Ｇ基本培

llll）に各種抗菌成分（四ホウ酸ナトリウム、コール酸ナ

トリウム、クロラムフェニコール、トリアジン、ＰＣＮＢ、

ペンスオキサゾリノン（IBZX)）を添刀Ⅱした培地を作成し

た。ＰI)Ａで培養したＭ,ljwJ/ｅの含菌寒天を作成した培

地に世床しコロニーの生育速度を調査した。

（ｲ)素寒天培地またはＦＯ基本培地にＢＺＸまたはチオ

ファネートメチル水和剤を添力|]した培地に、Ｍ,,ｎ,ロルま

たはノ埴'て？"'i'lcmw"1の大型分生子を塗布し、胞子発芽率

および．「Iニー形成数を調査した。

③緒采:検討した抗菌成分のうち四ホウ酸ナトリウム、コ

ール酸ナトリウムおよびクロラムフェニコール、ベンズオキサ

ゾリノンは、Ｍ､nivalcの菌糸の生育を阻惑しなかった｡これ

に対し､トリアジンS00ppIn添力１１培地では無添力Ⅱ培地に比ぺ

lYi糸の生育を約５０％阻害し、PCNDl50I)pIn添加培地では

耕しく|M1害された。

（ｲ)索寒天培地にBZX300ppIl】添力l1してもMljw7/e、

（g'･(J'"j''Ｃａ'w'〃の両菌種とも胞子発芽はllll害されなかっ

た。一方、素寒天培地にチオファネートメチル水ﾊﾞﾘﾊﾞﾘを

添ﾉⅡ1した場合、Ｍ"八'ﾛﾉｃの胞子発芽は200ppnlで阻害さ

れたが、（g'･(J'"i"ＣＱ'w,,,では２５ｐｐ１ｎでも著しく|Ⅱl害さ、

/Ｍ''八'('ﾉｃを選択的に培養するためにはチオファネートメ

チル水ｆⅡ(||を添加する必要があると考えられた。しかし

ながらＰＧ基本培地で同様な試験を行ったところ、胞子

発芽は認められるもののコロニーの形成は認められなか

った。抗菌成分を除いたＰＧ基本培地でも同様にコロニ

ーは形成されなかったことから、ＦＯ基本培地にＭ・nivalc

のコロニー形成を阻害する要因があるものと考えられ

る。

れの薬剤とも差は認められず、本試験では少量散布はＩＩｉ１行

散布とほぼ同等な効果が認められた。一方、機能性展満バリ

加){1区の発病'１､穂率および赤かび粒率は、俄行展精ﾊﾞﾘﾉⅡ１

用区と差が認められず、本試験では機能性展着剤ﾉⅡ1111によ

る防除効果の向上は認められなかった。次年度は接種1ｉｔを

多くして多発条件下で検討する必要がある。

ｲ）次年度に調査予定。

２．赤かび病抵抗性新品種・系統のかび毒蓄積特

性の解明に基づく、効率的防除技術の開発と現地

実証（平成１８～２１年）

①’三Ｉ的:抵抗性'１強I'系統の秋まき小麦についてＤＯＮ汚

染過程を解Iﾘ1するとともに、抵抗性系統を作付けした際の薬

剤散布回数を検討する。

②試験方法：

(7)発病穂内の('''展抵抗性の評価

抵抗性程度の異なる４品種(系統)（｢ホクシン｣(赤かび病

抵抗性'1やや弱仰)、「きたほなみ｣(Ⅲ中'0)、「北見８２号｣(''や

や強i')、「16036」(!Ⅱ強Ⅲ相当))の穂に仮91打"I脈(J'w''1分4ｋ

胞子けん濁液を注４１接種し、発病小穂数、赤かび拉致、外

観健全粒からの分離率､外観健全粒のＤＯＮ濃度を洲在し

た。

（ｲ)薬剤散布回数の検討

上記４品種(系統)について開花始から１週間間隔でテブ

コナゾール水和剤1７（２０００倍)をｌ～３回散布し、ＤＯＮ

濃度を調査した。多雨の条件を再現するため、|)M花j01より成

熟期直前までスプリンクラーで散水した。

③結采：

（７）赤かび病抵抗性程度の異なる品種･系統間の発病'ＭＩＩ

数を比較した結果､抵抗性程度の高い系統ほど発病小徳数

が少なかった。一方､接種穂全体のＤＯＮ濃度、外観帥全

粒からのＦ､9.の分離率､外観健全粒中のＤＯＮ濃度は､接

種２０ｐ後まで低くかつたものの､成熟期ではいずれのiW1Mi

･系統とも高く、１W,菰･系統|Ｈ１差は判然としなかった。

（ｲ)｢ホクシン｣の無散布区に比べ､抵抗性程度の商い系統

では､発病小穂率、ＤＯＮ濃度が低い傾向が認められた。

｢北見８２号｣と「16036」の１回散布区のＤＯＮ濃度は｢ホク

シン｣の２回散布と同程度の値を示した。この結果から､抵

抗性程度の高い系統では、「ホクシン｣より散布回数を|i'１減

できる可能性が示唆された。

４．畑作物病害防除技術開発のためのPOの性能最

適化（平成１６～20年）

①ｌ１的：生物防除微生物として期待されるﾙｨﾉﾉﾉ,（,〃

()/1Ｎ('''(/Ｍ"'(1)ｏ)の畑作物病害に対する効果査定を行う。

②試験方法：

７）ばれいしょ黒あざ病防除において、’'０リ'1胞子懸濁液へ

のilliいも瞬'''１浸潰処理の際の最適処理濃度および処理後

風乾について検討した。

ｲ）十勝地力の主なﾆﾋ嬢である褐色低地士、灰色台地｣二、

３．北海道におけるムギ類のフザリウム属かび毒

汚染防止対策技術体系の確立（平成１，～22年）

①｜］的:赤かび病の発生菌種や発生量を事ililにToilI1lし

－６０－ 



多湿黒ボク土および淡色黒ボク土を供試した黒あざ病種い

も伝染に対する防除効果を検討した。

ｳ）ＰＣ処理後の種いも表皮上の付着卵胞子数を調査した。

ｴ）種いも処理に登録のある細菌病防除薬剤がＰＣに及ぼ

す影響について､調査を行った。

③結果：

了）ＰＯ処理濃度はlx10《個/､lが適切で､処理後風乾して

.植えつけることができた。

ｲ）褐色低地土､灰色台地土および多湿黒ボク土でＰＣ祓い

も処理による黒あざ病防除効果が認められた。本試験では

淡色黒ボク士でＰＯの防除効果はやや劣る結果となったが、

他の露地試験等で淡色黒ボク土を供試した際にはＰＯによる

防除効果が認められており、ＰＣ種いも処理は十勝地方で有

効であると推測された。

ｳ）付着卵胞子数は風乾によって減少した。露地試験で防

除効果を示したlxlO１個/､l処理の場合は、風.乾後約150

個/cliとなった｡風乾後の貯蔵中の温度管理は､５℃と15℃

を設定したが､温度によって付着数が異なることはなかった。

エ）銅水和剤およびオキシテトラサイクリン･ストレプトマイシン

硫酸塩水和剤は、ＰＯＤB胞子を死滅させなかった。またこれ

ら細菌病防除薬剤をＰＯと混用して種いも処理に用い、露地

に植えつけたところ､ＰＣ単独処理と同程度の防除効果を示

した。

③結果：

ｱ)十勝管内］８圃場から､塊茎を収穫（Ｉ圃場平均２８５塊

茎)し､内部病徴の有無について調べたが､典型的な症状を

示す発病塊茎は認められなかった。

ｲ)汚染土壌を湿熱処理した場合回粉状そうか病菌は比較

的低温条件（５５℃以下ｌ～３日間）でも死滅した。し

かし、罹病組織では死滅温度が高く、供試した罹病組織

によっても異なるが、７０℃１日、６０～６５℃７日でも生

存している場合があった。

ｳ)サイレージ過程のでん粉粕中に埋設した罹病組織内の

粉状そうか病菌の死活状況を調べたところ、１５℃で１４

日以上、４℃で２４日以上の条件でサイレージ処理を行

った場合、病原菌は検出されなかった。しかし、サイレ

ージ処理過程で産生される乳酸および酢酸の0.1％溶液

に、罹病組織を１５℃・５日間浸漬処理を行っても粉状

そうか病菌は死滅しなかった。

６．十勝畑作地帯|こおける有機輪作体系の確立

（平成19年～22年）

栽培環境科の項に掲載

Ⅲ農作物病害虫診断試験

１．突発および新発生病害虫の診断試験

（昭和５０年～継続）

①目的:突発または新発生病害虫の診断を行い､適切

な対策を提示して被害を最小限に止める。

②試験方法：

依頼された試料の病害名または害虫の種類について、

定法（病害では検鏡・分離・接種・再分離、害虫では飼

育・放飼など）により明らかにすると共に、必要に応じ

て発生地を調査し､発生状態や被害状況を明らかにする。

③結采：

ｱ）平成１９年(１９年１月～１９年１２月)の診断件数は１４１

件であった。

ｲ）病害虫別では､病害５０件、虫害３５件であった｡病害虫

以外が原因と思われるものが１８件､原因不明が４６件あっ

た。

ｳ）新発生病害虫は､普通作物病害虫発生予察事業の項を

参照。

５．ジヤガイモモップトップウイルスの汚染状況

調査とそれを媒介する粉状そうか病菌の致死条件

の検討（平成１９～２０年）

①目的:ジャガイモ塊茎褐色輪紋病の発生状況を明らか

にし､病原であるジャガイモモップトップウイルス（ＰＭＴＶ）を

媒介するジャガイモ粉状そうか病菌（SIPC,lgosPom

sll6花"｡"“)の死滅条件を明らかにして､病原菌の拡散防止

のための基礎的データ得る。

②試験方法：

ｱ）十勝管内の１８圃場から、塊茎褐色輪紋病に罹病性の

ばれいしょ品種｢さやか｣または｢農林1号｣を掘り取り、すべ

ての塊茎を切断し内部症状の有無を調べた。また、同一圃

場から土壌を採取し､ジャガイモモップトップウイルス土壌汚

染診断法(特願2006-305477）よる土壌検診を行った。

ｲ)ジャガイモ粉状そうか病の汚染土壌または罹病組織を

湿熱処理し、おとり植物法（Nakayamaan(lllo｢i(a、2007）

に準じて病原菌の生死判定を行った。また、でん粉粕の

サイレージ化処理過程および牛の消化液中における死滅

の可能性についても検討を行った。

Ⅳ新農業資材の実用化試験

１．殺菌剤・殺虫剤（昭和45年～継続）

①ロ的:各種病害虫に対する新殺菌剤･殺虫剤の防除
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効果と実用性を検討する。

②試験方法:対象病害虫に適した作物･品種を選び､さら

に接種など、病害虫の発生しやすい処理をして試験を行っ

た。

③結采:殺菌剤は２作物８病害２７薬剤について､殺虫

剤は４作物４害虫８薬剤について、それぞれの病害虫に

対する薬剤無処理および対照薬剤との比較で効果の判定を

行った｡詳細については、日本植物防疫協会および北海道

植物防疫協会の平成１９年度委託試験成績書を参照。ま

た、作物残留試験はセンキュウに対する殺菌剤について

l剤資料調整を行い、分析機関に送付した。

ることにより雑草発生鐘はＩ/１０以下と少なくなり､エン麦栽

培区と比較しても半分以下であった。また、エン麦を収穫し

た後､裸地として圃場を管理した場合、生育期間中の雑草

発生量は約22009/㎡となったのに対し、ＩＲＧ栽培区では、

130～1609/㎡と極めて少なくなり、ＩＲＯの収穫を重ねる毎

に雑草発生量は少なくなる傾向にあった。また、ＩＲＯの収量

は、乾物収量で約600kg/lOaであった。

２．高度クリーン農業技術の開発⑦秋まき小麦

（平成Ｉ，～２２年）

①目的:道産農産物の国際競争力を高め、高度化する

消費者ニーズにも対応するため、秋まき小麦の化学肥料･化

学合成農薬を５割削減した高度クリーン農業技術を開発・

実証する。

②試験方法：

７）十勝農試内に施肥処理６種類(慣行区、５０％化学肥料

減区、熱度の異なる有機肥料Ａ～Ｄ施用区)を設け､小麦

播種後、化学農薬慣行散布区および５０％減区を設定した。

ｲ〉先行的に減化学肥料･減農薬栽培を実施している現地

ほ場で､発病調査、ＤＯＮ汚染程度調査および収量調査を

行った。

ｳ）現地ほ場に施肥処理２種類(慣行区および50％減区)を

設け､小麦播種後､化学農薬慣行散布区および５０％減区を

設定した。

③緒采：

７)越冬前の生育調査では、５０％減区および有機肥料施用

区は慣行区より乾重や茎数で劣る傾向が認められた。

ｲ）出穂期の茎菜調査では、上位３葉にうどんこ病および赤

さび病は発生しておらず、両病害に対する薬剤防除は不要

であった｡赤かび病は、２回散布区と３回散布区の発生は

同程度に少なく、ＤＯＮ濃度もいずれの散布区でも検出限

界未満だった｡これらより、化学農薬を慣行よりso％削減し

て病害を防除することは可能と考えられた。

ｳ）越冬前の生育調査では、５０％減区は窒素およびカリ含

有率が慣行区より低かった。

Ｖクリーン農業高度化促進事業

１．高度クリーン農業技術の開発⑥大豆

（平成１９～２２年）

①目的:大豆の病害虫および雑草に対して化学農薬の５

割削減技術を開発する。

②試験方法：

７)殺虫･殺菌剤の使用半減が病害虫の発生に及ぼす影響

の査定

殺虫･殺菌剤の使用半減が病害虫の発生に及ぼす影響

を調査した｡調査圃場は鹿追町の現地圃場で、設置区は半

減体系区４区(殺虫剤Ｉ～２，殺菌剤Ｉ成分回数)､慣行区

(殺虫剤７，殺菌剤３成分回数)および無防除区とした｡調査

対象病害虫はタネバエ､アブラムシ､食葉性鱗翅目、ダイズ

わい化病､菌核病､ベと病などとした。

ｲ)イタリアンライグラスの栽培による除草技術の開発

場内で「マンモスＢ」を用い、イタリアンライグラス

（以下ｌＲＯと略）栽培期間中の雑草発生消長を調査。

播種を５/２８に行い、収穫をそれぞれ、７/1８（7/,出穂始)、

8/1７（8/Ⅱ出穂始），/1８（9/１０出穂始）に実施し、施肥

壁は暫定施肥標準（播種時4-20-8ｋｇ/lOa、刈取後各

5-3-7kg/lOa）に準じた。

③結采：

ｱ)試験区で発生した病害虫のうち､発生が多く、収量にも影

響すると考えられた病害虫はダイズわい化病であった｡その

他の病害虫の発生は被害許容水準以下であり問題とならな

かった｡殺虫･殺菌剤の使用を半減するとダイズわい化病の

防除効果は慣行防除に比べて同等～やや低下した。殺虫・

殺菌剤の使用を半減する場合には慣行防除と同等の効果

を維持するため、防除時期について検討する必要があると

考えられた。

イ)裸地と比較して、ＩＲＧＩ番草収穫後では、ＩＲＯを栽培す

Ⅵその他事業

１．遺伝子組み換え作物交雑防止事業

（平成１８～２０年）

①｜］的:｢遺伝子組み換え作物の栽培等による交雑等の

防止に関する条例｣の交雑防止措置基準に示される隔離距

離等における交雑の有無を調査するとともに、交雑に関連す

る要因について調査し､検証に必要なデータを蓄積する。

－６２－ 



②試験方法：

7)訪花性昆虫調査

ダイズ栽培ほ場内に飛翔性昆虫lili狐川のマレーゼトラ

ップを設置し、ダイズの|)'1花期間['１に捕痩される飛翔性

昆虫の中から訪花・花粉媒介の可能性が高い昆虫（種類

・個体数）を記録した。

ｲ)防虫ネット被覆による交雑防止調査

交雑するとキセニアが生ずる2品種を隣接栽培した。

その種子親【Wﾙ種の一部を防虫ネット（2ｍｍ目）で被殺

し、それによる交雑率への影響を調査した。

③緒架

7)マレーゼトラップの昆虫liliJlIi効率は高いと考えられたもの

の、花粉媒介性が高いハチ類は捕獲されなかった。回場内

における花粉媒介性ハチ類の密度は低いものと考えられ、

交雑への関』j･はIﾘ]らかとならなかった。

ｲ)交雑は､防虫ネットで被Md[しなかった区でのみ生じた。

近接して栽培された大豆品種間で､防虫ネットを隔てて交雑

はしていないことが確認され､交雑の原因として花粉媒介昆

ﾘ(が関与している可能性があるものと考えられた。

技術普及部

〔技術体系化チーム〕

Ｉ輸出用野菜づくり推進事業

１．施肥標準に基づいた輸出用大規格ながいもの

生産技術組み立て実証（平成17～19年）

①目的：十勝産ながいもの国内及び輸出川製品化率向上

のため効率的な施肥体系を組み立て、現地実証によって

早急な普及をｐ指す。

②方法：

ｱ)ながいも肥大性向上技術の効果的組み合わせ

ａ栽植密度（標準90ｃｍ×２４cm、密hh90cmxl8cm)、種い

も重(1009,1509)、つる切り時期（標準10月下旬)、窒

素施肥量[標池]緩効性肥料15kg/10a､化成肥料15kK/lOa、

[多肥]緩効性肥料20kg/lOa、化成肥料20,25,30kg/lOa、

施肥法ベッド内表層施肥１区9㎡3反復、寄せ畦マルチ

栽培。

ｂ調査項目生育・収湿、ｌＷ１質(粘度、乾物率)、葉色の

推移、養分吸収量

ｲ)高品質ながいも規格品率向上生産技術の実証

ａ試験区Ａ圃場：化成肥料N15,20,25kg/10a、緩効性

肥料N15,20kg/10a、Ｂ圃場：化成肥料N15,20,25,30kg/ｌ０

ａ 

ｂ栽植様式Ａ圃場：栽植癖度120ｃｍ×２１ｃｍ､栽植本数，

均等畦マルチ栽培、Ｂ圃場：栽植密度l10cmxl9cm、寄畦

無マルチ栽培、ｌ区6㎡、３反復。

ｃ調査項ロ場内試験と同様

③結果：

７)規格内収趾と大規格収fitおよび割合から化成肥料でN２

０～25kg/10a程度が望ましい。種いも１Ｋ1.5倍が最も)大規

格収量が高く、密植区でL'２L規格収fitが高くなる。化成

肥料N20～25kg/lOaで栽植密度90cm×2`1cm、種いもiii1.5

倍（1509）により規格内収量4000kg/lOaを確保できると

考えられた。

Ⅱ超低コスト土地利用型作物生産技術の開発事

業

１．ソイルコンディショニング栽培の実用化体系

技術の確立と実証（平成19～20年）

①目的：ソイルコンディショニング栽培技術の高品

両化及び省力化への寄与程度を十勝地域(新得町)や斜網

地域(津別町、斜里町)の現場農家圃場で検証する。あわ

せて、経営的に導入可能な低コスト機械作業体系を榊築

する。

②実施方法：

l）既存技術、機械、新型国産セパレータ及び国産オ

フセット式１畦川ポテトハーベスタを用いたソイル

コンディショニング栽培技術の実証

7〉試験場所・土壌タイプ・供試品穂、新得町：褐色低

地ニヒ・「トヨシロ」

ｲ）作業体系煩行（秋プラウ、ロータリハロー、ポテ

トプランタ、カルチ、カマボコ培土機)、早期培士（秋

プラウ、ロータリハロー、ポテトプランタ、ロータリリ

ッジャ）、liii1ji床造成（プラウ、ベッドフォーマ、セパ

レータ、播種同時培土機)、収穫は慣行l畦インローハ

ーベスタ、早期培土及びソイルコン体系l畦用オフセッ

トハーベスタ

ウ）調査項目収量（茎数、上いも数、総収量、規格内

収趾、澱粉Ⅲi)、作業時''１１

③結采：

7）播種時の畦ＩＩＩ１７５ｃｍ、株''1130ｃｍを１１標としたが、ゾイ

ルコン区の株'''1は3cm根度広く、慣行区よりやや疎植で

lOa当たり茎数も少なかった。ゾイルコン区では倣行区

に比べ、一個inはやや軽かったが、’株当たりのいも数

が多い倣向であった。４Ｌ以上の規格外大玉の割合が少
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，.`１％と平年に比べ粗原子実inはやや高く、整粒歩留は

やや低く、子実たんぱくは低かった。この値を基準とし、

２５ほ場を健全１Ｊ場１０、低収ほ場９，低たんぱくほ場４，

低歩(Wほ場２に分類した。また、耕種概要、土壌物理性、

土壌成分、生育１１の経過から低収ほ場について３タイプ

に分緬でき、生育不良により低収ほ場４、生育中期から

の生育不良１１五場､過繁茂による生育不良ほ場４とした。

低たんぱくほ場については、幼徳形成期以降の生育fit確

保が必要なほ場３，生育後期の窒素施肥が必要なほ場１

に分緬された。低歩圃ほ場については起生期以降の窒素

施肥法の改善が1必要と判断された。

なく、また緑化いもの発生率が顕著に少なかったことか

ら、規格内率は''1行区よりも優った。lilj0I培土区ではＩｆｌ

行区に比べ、いも数はやや多く、一個麺は同等～小さか

った。規格内収H1は同等から優った。緑化いもの発生率

は''１行よりも少なく、規格内率はソイルコン区とほぼ同

等であった。

ｲ）ソイルコン区では慣行区に比べ、無選別時のタンク

内土塊．石れき汎入量が俄行に比べ明らかに少なかった

ことに加え、緑化いもの発生も顕著に少なかった。また、

ソイルコン区では慣行よりも土砂分離性能に優れた収機

機を使用したため、機上での土砂・石れきの選別作業の

負担が軽減され、収穫作業速度は慣行の約2.0倍に速め

ることが可能であった。能率向上により、投下労働時'''１

は50％削減された。早期培土区では、滴れきが多く、汎

入fitは慣行区よりも多かったが、緑化いもの発生は少な

く、ソイルコン区と同様に土砂分離性能に優れた収Ｎｉ機

を使用したため、作業速度はソイルコン区と同等からや

や遅い程度であった。ソイルコン区、早jV1培士区におけ

る塊茎の外部|H傷、打撲損傷の発生率は'101行区に比べ少

なかった。

ｳ）力Ⅱ工用馬鈴しょ生産における全体の労働時間を比較

すると、ソイルコン区は慣行区に比べ、主に収穫作業時

における作業速度の向上や選別負荷の低減により、投下

労働時間は39％減少した。

Ⅲストーンクラッシャの利用拡大に関する試験

１．ストーンクラッシヤの利用拡大に関する試験

（平成19～20年）

①｢1的：ストーンクラッシャによる馬鈴しょの野良生え

(以後「野良いも」）の低減効果、及び破砕後の石れきが

馬鈴しよの生育・収戯に与える影響について検討する。

7)クラソシヤ処FI1による野良いも発生戯の低減効果に側

する調査

供試機：ロータリ型ストーンクラッシヤＳＴＣ１５０

試験地：士幌町(腱業技術研究センター、農家４戸）

処理：ストーンクラッシヤ処理区（浅施工区、スプリ

ングハロー処理区含む)、無処理区

調査項目：野良いもの発生密度、いも深さ、いもの最

大長、土壌凍結深

ｲ)クラッシャ処理が土壌・作物に与える影響

供試機：ロータリ型ストーンクラッシヤＳＴＣ１５０

供試作物：馬鈴しよ（品種コブーフブキ）

試験地：新得町屈足

処､11：ストーンクラッシャ処理区、無処理区

調査項目：石れき径分布、土塊径分布、地温、馬鈴し

ょの生育・収仕、収穫時の馬鈴しょの禍傷・打撲

③結果：

7)クラッシャ処EI1による野良いも発生量の低減効果に|Ｈ１

する調査

クラッシヤ処皿により、野良いもの発生株数は減少した。

洩施工区では、浅い位置から発生した個体が多かった。

スプリングハロー施工有区ではいもの深さが深くなった

が、これはハロ_による土壌の慨伴に伴い、野良いもが

下部へ移動したためと推察される。

ｲ)クラッシヤ処､11が土壌・作物に与える影響

クラッシヤ施工前に10.9％であった30mm以上の石れき

が、施工後は0.3％まで減少し、土塊筏は、処理区の1mｍ

２ＧＩＳを活用した営農改善システムの開発と

実証（平成１０～２１年）

①I]的：秋まき小麦の生産性の劣る圃場についてlji(囚を

hllul・改善し、地域内での収1m[・品質のばらつきを少な

くするための手法・手順を|)'1発する。また、それに必要

なＯＩＳ情報を確理し、日立ソフトウェアとともにソフ

ト化する。

②方法：

調査箇所：豊頃町二宮地区１０戸２５１N場秋まき小麦

「ホクシン｣。調査時期：起生期（4.25)、最大生育期（7.2

～〕)、成熟期（７２５)。調査而微およびＩほ場調査数：（起

生ｊＶｌ、最大生育期、成熟期は各々近傍を調査)。起生)０１、

最大生育期：Ｉ地点０．３㎡、Ｉほ場３地点調査。成熟lUl

：Ｉ地点２．４～２．８８㎡、１ほ場３地点調査。調査１人]容：

耕種概要、土壌物理性、土壌成分分析、生育量、訓流時

期のNDVI、収jit、品質、調査地点緯度経度

③結果：

舩頃町二宮地区２５ほ場を調査した結果、平均１Ｍ;(収

ｈｌは585kg/IOa、平均整粒歩留８５％、平均子実たんぱく
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,１１,子実重は低かったが、たんぱくは基準値内であった。

全般に施肥配分を生育後期に配分しても大きなたんぱく

の｣二鼎にはつながらず、窒素増肥が必要と考えられた。

士幌町：起生期に設定窒素量を施肥した処理に比べ窒素

1円肥処理では製品子実重は増加し､たんぱくも上昇した。

施肥配分を変えた処理ではややたんぱくの｣W川が見られ

たが、噌収は見られなかった。3-3-3の分肥処理では減

収した。全般には多収、低たんぱくで施肥配分や哨肥で

は雄fIIi値をクリアできなかった。

池111町：施肥量に対し製品子実璽の水恥が高く、施肥に

よる施肥法による反応は少なかった。

以下の土塊が増加した。処理区の地温の推移は、無処１１Ｍ

区とほぼ同じ傾向を示した。

馬鈴しょの生育収晶は、処理区と無処理区ＮＩＩでｲ『意差

は見られず、また収穫時の損傷には差はなく、打撲の発

生割合は処理区の方が少なった

Ⅳニーズに対応した道産小麦の開発促進

１．土壌・気象に対応した収量・品質の安定化技

術

(3)道東地域における土壌・生育診断による窒素分施体

系の高度化（平成19～２１年）

①｢|的：秋まき小麦の起生期における土壌診断にﾉjllえ、

各生育ステージでの生育診断を併用することにより窒素

施肥戯を商度に制御する技術を開発する。そのために起

生期以降生育診断に１１}いるパラメータを調査しながら分

追肥体系を試験する。

②方法：

a)供試iW1flli：「きたほなみ」

b)試験箇所：耐水町、鹿追町（湿性火山性土)、士幌町

（乾性火|[l性ﾆﾋ)、池111町（沖積土）

c)試験処理（起生期一幼穂形成期一止葉期で分施N(1分を

行う）：１１＃水町（総施肥量りNkg/IOa：9-0-0,6-3-0,6-0-3，

3-6-0,3-3-]、0-3-0,9-0-3,6-3-3)、鹿追町（総施肥Ｉiｔ

９Ｎｋｇ/１０m：9-0-0,6-3-0、6-0-3,3-6-0,3-3-3）、士幌

町(総施肥ｌｌ９Ｎｋｇ/lOa：9-0-0,6-3-0､6-0-3,3-6.0,3-3-3,

,-3-0,9-0-3,6-6-0,6-3-3)、池田町（総施肥量３Ｎｋｇ/１０m

：3-0-0,0-3-0,0-0-3、6-0-0,3-3-0,3-0-3）

｡)試験区設計乱塊法３反復

c）Ｉ区而硫および耕種概要

③結果：

起生jU1に設定窒素量を施肥した処理に比べ幼徳形成lUl

ないし止莱期に３割程度分肥した処理では収量、たんぱ

くがやや商くなった。また、起生期の追肥鼓を３割程度

に減肥し、幼徳形成)０１、止葉期に分施した処理では減収

が見られた。幼穂形成期、止葉期に増肥した処理では試

験地によりliJilhlが異なり、多収や高たんぱく化が見られ

た試験地とたんぱくのみが高くなった試験地があった。

椚水町：製,{h収鎧は起生期追肥処理に比べ増肥処１１１１，幼

徳形成期ないしは止葉期分肥での差は少なかった｡一方、

起生期追肥品を３割とした処理では減収が見られた。た

んぱくは止葉j01の噌肥で高くなる傾1(１が見られた。

鹿追町：起生期に設定窒素量を施肥した処理では製,冊子

実砿はiiiiかつたが、たんぱくが下限値（ｑ7％）をＴｌⅡ１

つた゜幼徳形成10|ないしは止葉期に分肥した処Ⅳ!では製

Ｖ産学官事業

１．大規模畑作経営における低コスト・高品質安

定化栽培技術導入による総合的収益性改善

（平成19～21年）

①目的

大規模畑作地帯において品目横断的経営対策導入以

降の持続的な農業発展のため各種新技術導入による合

ｌ１Ｉｌ的かつ低コストな栽培技術の実証普及を行う。

②実施方法

')土壌診断技術の高度化によるコスト低減の実証と普及

（芽室町、本別町）

①起生期無機態窒素診断による秋まき小麦の肥料Yin'１減

効果の実証

窒素診'り｢に基づく追肥量（目標収fit：600kg/lOa、目

標タンパク10％）と慣行追肥量の比較検討。

2)てん菜低コスト生産のための技術実証および現地への

導入

①移植てん菜のコスト低減と安定栽培法の普及(更別町、

魁頃町）

分肥による省力化及び有機物等の窒素評価に韮づくて

んさい窒素施肥の検討。

②てん菜直播栽培の初期生育向上のための栽培法改善

（本別町）

被概作物（大麦、小麦）の効果及び直播栽培技術の検

討。

3)でん原馬鈴しょ高品質増収技術の実証と普及(新得町）

①癖植によるでん原ばれいしょの多収技術の検討

「コナフブキ」での栽植祷度（株ＩＭＩ：２７cm、３０cm、３３

cm）の比較検討。

②追肥によるでん原ばれいしょの多収技術の検討

Ｉｌ１１花期における窒素追肥効果の検証。

③筒力浴光催芽手法の検討
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浴光催芽方法（フレコン、ミニコンテナ）によるllYlit

性の比較検討。

３．結果の概要

l)実証技術の普及は、小麦の窒素診断及びてんさいの窒

素評価に基づく施肥で特に見られた。

2）秋播小麦の起生期無機態窒素診断による窒素追肥量

の実証

芽室町の窒素診断に雄づく追肥実証ほＩでの子爽敢

は、改善区と悩行区の叢は判然としなかった。１１では、

試験区は慣行区とほぼ同等であった。本別町では、１１K行

区の収量が高かった。両試験地の改善、恢行区とも、目

標収量に達しなかった。タンパクは、すべての試験区で

目標より高くなったが、品質評価基準域内に収まった。

3）移植てんさいの分肥及び有機物等の窒素評価に基づ

くてんさい窒素施肥法の実証更別の分肥区は、111行に比

ぺ糖量は5％低下したが差引収益では慣行に近づき、労

働の省力化も考慮すると分肥のメリットは認められた。

豊頃での分肥区は、悩行に比べ10～20％程度減収した。

4）てん菜ilfl:柵栽培における風害軽減対策に係る被覆作

物の効果実証

被MIi作物としての麦類の生育は小麦に比べ大麦が旺盛

であった。被慨作物処理､区は、仙行区に比ぺ初期生育が

優り糖ｆｉｔは商かつた。

5）でんIliUI1ばれいしょ「コナフブキ」に対する密植効

果の実証

晩〃l収椣では粗植が増収となったが、小麦前作として

のlil期収他では栴植が収駄、でんぷん価とも高かった。

6)でん原川ばれいしょ「コナフプキ」に対する窒素追肥

の実証

追肥により収泣は高くなったが、でんぷん価が低下し

たため経済効果が得られなかった。

7）でん原川ばれいしょ「コナフプキ」に対するフレコ

ンによる桁光催芽法試験

フレコンによる裕光催芽法は'111行（無浴光処理）やミ

ニコンテナ硲光催芽法に比べ収1it、でんぷん価も高かつ

た。
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Ｅ試験研究成果の公表

１．普及事項及び参考事項

（１）普及奨励事項

１）小豆「十育154号」（小豆菜豆科）

［十青１５４号」は、平成９年に十勝農業試験場で交配

した雑種後代から育成された、大納言小豆品種である。

両親はいずれも大納言系統であり、母親の「十系７０１号」

から蕗葉病．萎凋病抵抗性、父親の「十系６９７号」から

茎疫病抵抗性を導入した。

成熟期．主茎長・倒伏は「アカネダイナゴン」と同樫

度、分枝数と英数はやや少ない。収量は|可品種よりやや

劣るが、百粒通が１割以上重いため、大納言小豆現橘内

（5.5,,,締上）の収量では優る。落葉病．茎疫病（レー

ス１，３）．萎凋病抵抗性を持ち、「|まくと大納言」で

ｉ１Ｉ１題となっている雨害粒の発生が少ない｡加工適性は｢ア

カネダイナゴン」「ほ<と大納言」と同等以上で、特に

風味の評価が高い。

栽培適地は、道北・道央・道南の大納言小豆栽培地域

であり、SoOlMlの普及を見込んでいる。本品種を「ほ<

と大納言」の全てと、小粒化や土壌病害発生が問題にな

っている地域の「アカネダイナゴン」に置き換えて普及

することにより、高品質な北海道産大納言小豆の安定供

給への寄与が期待される。

栽培にあたっては、落葉病・茎疫病（レース１，３）

・萎凋病に抵抗性を持つが、適正な輪作体系を守る必要

がある。

３）てん菜輸入品種「ＨＴ２８」

（畑作園芸科、北見、中央、上川農試、北膿研、北海道

てん菜協会）

「Ｉ１Ｔ２８」は、スウェーデンのシンジェンタ極子会社が

育成した二倍体単胚のそう根病抵抗性一代雑種である。

平成１７年より道立各農試、北農研センター、てん菜協

会（l]甜、北糖、ホクレン）において輸入Al,極生産力検

定試験、道立各農試において各種特性検定試験を行い、

平成１８年より全道３カ所で現地検定試験を行った。本

系統はそう根病抵抗性が「モリーノ」並の“強”であり、

「モリーノ」と比較して根重、根中糖分、梢１，tが優る。

「クローナ」と比較して根中糖分はやや劣るものの、根

IIi、糠通が優る。また、褐斑病抵抗性が「モリーノ」並

の“やや強'’であり、「クローナ」の“弱”より優る。

栽培適地は全道一円であるが、多湿圃場で鯉根病が多発

した試験例があるため、適切な排水対策に努めるなどの

注意が必要である。

４）とうもろこし（サイレージ用）「LG3215(lIEO311)」

（畑作団芸科、北見・上川・根釧農試・帝試・北農研）

熟期は早生の早に属する。「エマ」と比較し、初期生

育は優れる。絹糸抽出期は２日遅く、収穫時の熱度はや

や進む。耐倒伏性は根釧地域では劣り、他地域では同程

度である。乾物総重および推定ＴＤＮ収戯は多く、乾雌

徳敏割合は高い。すす紋病抵抗性およびごま葉枯病抵抗

性は、いずれも「ダイヘイゲン」および「エマ」より強

い。普及対象地域は道北地域である。

２）てん菜輸入品種「HT135」

（畑作園芸科、北見、中央、上川農試、北農研、北海道

てん菜協会）

「IIl35」は、ベルギーのセスバンデルハーベ社が育成

した三倍体111胚の一代雑種である。平成１６年より道立

各農試、北農研センター、てん菜協会（ロ甜、北糖、ホ

クレン）において輸入Ah種生産力検定試験、道立各農試

において各種特性検定試験を行い、平成１８年より全道３

カ所で現地検定試験を行った。根重は「モノホマレ」よ

りかなり多く、「アセンド」並であり、根中糖分は「モ

ノホマレ」より高く、「アセンド」並である。糖凡は「モ

ノホマレ」よりかなり多く、「アセンドｊよりやや優る。

また、不純物価がやや低く、品質で優る。しかし、禍斑

病抵抗性が“弱”であるため適切な防除に努め、そう'1（

病抵抗性を持たないので発病圃場での栽培を避けること

が必要である。

５〉とうもろこし（サイレージ用）「クウイス(llK4803)」

（畑作圃芸科、北見・上川・根釧農試・畜試・北農研）

熟Wlは早生の早に属する。「エマ」と比較し、初期生

育は優れる。絹糸抽出期は同程度で、収穫時の熟度およ

やや進み、雌穂および総体の乾物率は高い。耐倒伏性は

伺樫度である。乾物総重および推定ＴＤＮ収阯は「エマ」

は多く、乾雌穂重割合はやや高く、推定乾物中ＴＤＮ割

合は同程度である。すす紋病抵抗性およびごま莱枯病抵

抗性は、いずれも「ダイヘイゲン」および「エマ」より

強い。磐及対象地域は根釧および道北地域である。

（２）普及推進事項

１）ばれいしょ「ＣＰＯ４」

－６７－ 



℃（主茎菜数４葉〉を確保できる１１、とすると、播種適

期のIWilは5111111程度であった。柵穂適ロは各地域の気象

データをⅢいて計算でき､概ね９）１１９～２８ｐとなった。

播種１，ｔは、適期橘では播種iil200粒/㎡が適当である。

また、天候不良等でやむを得ず晩播になった場合は２５５

粒/㎡を上限として噌やすのが適当である。

「きたl舐なみ」の子実タンパクを新基準に適合させる

ためには、「ホクシン」より２～４kg/１０ａ多い窒素を吸

収させる必要があり、４kg/ＩＯａを上限とした増肥が必要

である。追肥時期は止葉期が最も効果的であり、次いで

幼徳形成Ｉり|追肥、開花期追肥（莱而倣布）が有効であっ

た。道〕|〔地域の「ホクシン」を対象に設定された、起生

期の土壊lWi酸態窒素量に応じた収1ｋ水準別の窒素追肥戯

を濫に「きたほなみ」に適用する起生期以降の追肥量を

設定した。以上を要約すると、雅肥-起生期-幼穂形成期一

止葉｣01に窒素を４－A-0.4kg/IOaで分施する。Ａ値は予想

される収Al水準と起生期の土壌['１無機態窒素量診断値よ

り決定する。収量水準が高く、あるいは養分吸収が阻害

されるliil場で、低タンパクが懸念される場合は、さらに

')M花後の尿素２％溶液の葉而散布（３回程度）を行う。

（畑作園芸科、中央・上川・道南・北見農試、北海道種

馬鈴しょ協議会）

「ＣＰＯ４」はアメリカ合衆国のコーネル大学にお

いて育成された中早生の力I]工（ポテトチップ）ノ'1系統

である。平成１６年から道立各農試、北農研センター

において馬鈴しょ輸入IRI種等選定試験生産力検定およ

び特性検定試験に（平成１７年は中断)、平成１８年か

らは道内各地の現地試験に供試した。柚MMjUlは「トヨ

シロ」と同程度であり、収量性は「トヨシロ」より低

いものの、ポテトチップ加工に最適なＭ、Ｌ規格率が

高い。早掘り、普通掘り、９℃貯蔵後のポテトチップ

品質が「トヨシロ」、「ワセシロ」より優れ、ジャガイ

モシストセンチュウ抵抗性と中程度のそうか病抵抗性

を持つ。普及見込みｌＭｆは全道のﾉﾉ１１工川ばれいしょ栽

培地帯。栽培上の注意としては、開花jlﾉ1にウイルス病

様（モザイク、えそ斑、葉巻症状）の生理障害が発生

することがある。特に干魁条件下や乾燥しやすい圃場

で多発する傾向があるので、保水力が高く肥沃な1W１場

を選定し、適切な肥培符理に努めることと、原採種栽

培におけるウイルス椛病株抜き取り作業の際は、生理

障害との区別に{W意することである。

２）金時類の茎折れリスク低減と土壌・作物栄養診断に

よる高品質安定生産技術

（栽培環境科、小豆菜豆科）

近年、金時類では、過繁茂、倒伏、茎折れ、葉落ち不

良などが発生し、収量の減少のみならず、品質低下や収

機遅延をリ|き起こし問題となっている。特に、生育期１１１１

中に主茎が初生葉節部分で折れる「茎折れ」は、平成１５

年に十勝椅内で多発し、栽培而枇の２８％で被害が認め

られたことから、茎折れリスクを低減するための栽培符

理条件をIﾘ1らかにし、土壌の窒素肥沃度や金時類の窒素

栄養特性に対応した土壌・作物栄養診断技術を開発し

た。

茎折れの発生には品種間差異が認められ、「福良金時」

で発生しやすい傾向にある。また、茎折れが最も発生し

やすい時jU1としては、開花２～３週ｌｌｌ１後頃の急激に個体

の生制０１がlW大する時期である。茎折れは多肥または疎

植条件で発生しやすい傾向にあり、有機物の過剰投入は、

倒伏および成熟期の葉落ちの悪化につながる。また、標

植（16,700本/IOa）かつ適正な窒素施川水準では、｜H1花

10Ｍの窒素追肥により茎折れの発生はほとんど助長され

ない。追肥により子実タンパク含ｲ『率は上昇し、合計窒

素施11)1Aが同じ場合には、追肥（分施）によって百粒重

の噌加および皮切れ率の低下が認められる。重窒素を用

いた窒素吸収試験の結果から、子災および豆殻（茎およ

（２）普及推進事項

１）めん用秋まき小麦新品種「きたほなみ」の高品質安

定栽培法

（栽培環境科、北見農試、中央農試、上川農試）

めん用新品種「きたほなみ」の標蝋的な牧培法を提示

した。従来の基幹品祇である「ホクシン」と比較して、

「きたほなみ」は、①越冬前の生育量はやや小さく、越

冬前主茎菜数の目標値は道束では５葉樫度である。②穂

数および－穂粒数が多く子実重割合が高いため子実収愚

は２０％程度多収である。③反面、子実タンパクは０．８～

L０ポイント程度低く、品質評価基２１(４値を下[回|る事例が

多いので、タンパクの向上が必要。④その他の１W,質（灰

分、容積透、フォーリングナンパー、製粉歩{Ｗまり、粉

色）は優れており、タンパクを基躯値以内まで向上させ

ても、これら品質の高さは維持される。⑤倒伏耐性は強

く、穂数７００本/㎡曝度、窒素吸収量１７～１８kg/１０mまで

は倒伏の発生が少ない。

「きたほなみ」の播種適日は、越冬前の主茎菜数を５

葉程度確保できる１１とし、それは１１ハ１５１]を韮flIiとし

てロ平均気温（３℃以上）を遡って積算し４７０`Ｃとなる

日とする。早限は、温暖年で()積算気温５８０℃（主茎

菜数６葉）を越えない'１，晩限は寒冷年でも概算気温３９０

－６８－ 



び茨）とも全窒素吸収且の８５％程度がＯ～４０cnlの土

lFiに由来しており、金時類の土壌無機態窒素診断はＯ～

40cIn土層で評価可能である。子実収fitは作物体の窒素

含有量を説lﾘ1変数とした回帰式により説Iﾘ)することが可

能であり、その圃場における通常レベルの想定収10tを得

るために必要な窒素施肥1itは、土壌の無機態窒素11（NN

O～４０c､〕）および熱水杣Ill性窒素量（ACNlOclni:屑相

当戯）から算出可能である。開花期における葉柄から水

hlllllした硝酸態窒素濃度は、窒素施肥ｉｉｉに応じて聞くな

る傾向にあり、初期生育における窒素栄養状態を反映し

ている。ＢＩ１花期の葉柄硝酸態窒素濃度が概ね０３％を

超えている場合には、追肥は不要と判断される。本試験

で開発された土壌診断および作物栄養診断技術のliIiNlに

より、生育過程の茎折れリスクを軽減し、高品質な金時

類の安定生産（現行収量水堆250kg/lOa程度）が可能と

なる。

殺虫剤散布と同程度に発病個体率を抑制し防除効果があ

ると考えられた。ただし、有効な期１１{1は茎菜が繁茂する

以iiiiの７月頃までに限定されることから、シルバースト

ライプマルチは殺虫剤散布を補完する資材として利川価

値があると考えられた。また、シルバーテープは防除効

果が認められなかった。

採種ほの設世およびえそモザイク病の防除にとって重

要な事項を対策指針にまとめた。

（３）指導参考事項

１）ライムケーキ(粒状品)の特性解明と畑作物に対する

施用効果（栽培環境科）

組成の異なる２種類の粒状ライム（八,B）を供試して

その特性をW1らかにした。粒状ライムＩ〕には市販の防

倣炭カルとほぼ同等の生育向上・増収効果が認められた

が、粒状ライムハの効果は粒状ライムＢおよび防散炭

カルに劣った。粒状ライムハによる土壌ｐＨの上昇速度

は、防散炭カルや粒状ライムＢよりも遅く、また酸性

矯正力も劣る場合があったことから、粒状ライムＡよ

りも粒状ライムＢが石灰質資材としてより優ると判断

した。ただし、粒状ライムＤは防散炭カルよりは土墳ｐＩＩ

の上昇速度が遅く緩効的であった。粒状ライムＢの酸

性矯正力は、アルカリ分ベースで防散炭カルと比較した

場合には概ね同等であった。粒状ライムＢのpll上昇効

果は防散炭カルよりも緩効的でばらつくので、保管中の

水分変動をできるだけ抑えるよう留意する。また、粒状

ライムＢの投入獄を決定するには、「資材添加・通気法」

によるｐｌｌ緩衝'''1線に基づくのが望ましいが、「アレニ

ウス氏表」を川いる場合には、現物で防散炭カルの１．２

係jil程度とする。このように、粒状ライムＢは防散炭

カルと同様に使用できるが、その効果が防散炭カルより

も緩効的でばらつくことを考慮して使用する。

３）ながいものえそモザイク病の発生実態と採種ほにお

ける防除対策（病山科、畑作|繭|芸科）

ウイルス保毒種いもに111来する発病個体では２２～３９

％減収し、当代感染に111来する発病個体では減収しなか

った。一般ほにおける減収を防止するためにはウイルス

保毒種いもを一般ほへ持ち込まないことが重要と考えら

れた。

一般ほにおける現地発生実態調査を行ったところ、保

毒種いもの混入割合を示すと考えられる８月の発病個体

率は、採種体系により大きな差が認められた。そのIlIで

発病個体率が最も低かったのは、採緬ほを一般ほから隔

離して設置する体系であった｡保毒種いも混入率を示す

８月の発病個体率について噌殖ほと翌年の一般ほを比較

すると、翌年の一般ほでl帥Ⅱする場合が多く、］};のｲﾛ関

が認められた。いずれの採種体系でも潜伏感染が認めら

れ、保毒穂いもの混入率が高い採種体系では潜伏感染率

が高かった。当代感染による発病個体は、ウイルス保毒

櫛いもに由来する発病株および発病野良ぱえの近隣に発

生する傾向があった。採種ほにおける発病個体および野

良ぱえの除去は、感染胴体の増力Ⅱ机IIliﾘに一定の効果があ

ると考えられた。

ウイルス感染時期は少なくとも６月～７月およびワノ１

以降に起きていることがIﾘｌらかになった。また、ジャガ

イモヒゲナガアブラムシの捕獲および寄生は６～７月に

多く、ワタアプラムシのlil噸および寄生は９月以降に多

かった。このことから、ウイルス媒介にはこの両極が主

として関与していると椎ｉＨＩｌされた。

シルバーストライプマルチはやや不安定であったが、

２）規格別出荷に対応したながいもの栽培技術

（技術体系化チーム、畑作園芸科）

窒素施川且20及び25kg/10a区の規格内収賦(S以上)は１５

kg/lOaに比べて高まる場合が多く、かつ4000kg/lOaを確

保できたが､30kg/lOa施用では頭打ちあるいは低下した。

ながいもの窒素吸収量は，総収量の噌加に伴い有意に高

まったが､規絡内収量との関係は判然としなかった。す

なわち､単純に窒素吸収jitを増やすことが規格内収ljlsを

高めることにつながらないことが示唆された。窒素5kg／

lOaの噌肥に対して、ながいもの窒素吸収量の珊加は2ｋｇ

/loa程度に止まったので､見かけの施肥窒素の利用効率

は低下した。そのため、施肥窒素獄が多いと､跡地土壌
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③ばれいし｣:の疫病に対するフルオピコリド・プロパモ

カルプ塩酸塩水和剤Ｆ（未登録・濃度変更）の効果

④てんさいの斑点細菌病に対するカスガマイシン・銅水

和剤の効果

⑤てんさいの斑点病に対するテトラコナゾール乳剤の効

果

⑥大豆のマメシンクイガに対するフルシトリネート液剤

の効果

⑦ながいものジャガイモヒゲナガアブラムシに対するア

セクミプリド液剤(未登録)の効果

③ながいものジャガイモヒゲナガアプラムシに対するア

セフェート水溶剤(未登録)の効果

⑨ながいものジャガイモヒゲナガアプラムシに対するア

セフェート水和ﾊﾞﾘ(未登録)の効果

⑩ながいものジャガイモヒゲナガアプラムシに対するイ

ミダク｢'プリド水和剤DFの効果

⑪ながいものジャガイモヒゲナガアプラムシに対するエ

トフェンプロックス乳剤(１０％)の効果

⑫ながいものジヤガイモヒゲナガアプラムシに対するエ

トフェンプロックス乳剤(20％)の効果

ｳ）肥料、土壌改良資材及びその他資材（栽培環境科）

本年度、該当する資材はない。

の無機態窒素残存fitも高まった。その傾向は特に窒素２５

及び30kg/lOa区で顕薪であり、両区では地下水への硫酸

性窒素汚染リスクも高まることが危倶された。ながいも

の内部品質として砿要な乾物率は､17％を得られたのは

十勝農試の場内試験のみであった。現地試験での乾物率

は､13～16％の範ul1で変動していたものの､窒素施111量が

噌加すると15kg/10a区よりやや低下したが､ｲ｢意差はな

かった。緩効性窒素を利)1}した場合､同且の全lili基肥施

川や７月上中旬分施と比較して､規格内収戯や窒素吸収獄

に有意な差は認められなかった。このことから窒素20ｋｇ

/lOa施用する場合は緩効性窒素肥料の利川が可能であ

る。また、現行の施肥標準である窒素15kg/lOaでは規格

外品の増加が懸念される。施肥窒素20kg/lOaの条件で、

植え付けの種いもをl50gと大きくすることにより、いも

径が太くなり、いも正も増え、３Ｌ規格以上の収ijtが高

まった。このことから、種いも童によって輪11Ⅱ11%2格割

合を高めることが可能であることが示唆された。標準の

1009種いもを用いて、畦|}{1を変えずに、株'''1を24cmから

18cmに狭める密植（裁植梅度6,170本/lOa、窒素施肥遍２

０kg/lOa）を行うと、２Ｌ～L規格および規格内収趾が増

力Ⅱした。以上より、規格内収抵を4000kg/lOa程度確保し

た上、３L規格以上の収獄は種いもを大きくすることで、

また、２L～L規格の収１１Kは密殖することで1,やすことが

できる。窒素施肥lilはいずれの場合も規格内収ｉｉｉを確保

し､土壌中残存窒素を少なくする観点から20kg/lOaが適

当である。

(栽培システム科）４）農業機械施設の性能鯛査

本年度、該当する機種はない。

（４）研究参考事項

１）小豆における生育期別耐冷性の評価並びに遺伝資源

の選定（小豆菜豆科）

111芽直後からの長期低温少照に対する耐冷性につい

て、低温遮光処理の後、緑化処理を行い、耐冷性を評価

する方法を確立し、耐冷性遺伝資源として4点を“強”

と評価し、111芽直後からの耐冷性基iVi品種を暫定的に設

定した。

低温によるIH1花,着英障害に対する耐冷性について、

極晩生逝伝資源の耐冷性を検定するための短日処理方法

及び評Mi方法を開発し、既存品穂を上回る耐冷性遺伝資

源として「Acc2265」等13点を選定した。

ＩＭＩ発した１１１芽直後からのilil冷性及びＩH1花・若美障害耐

冷性の評価方法は、遺伝資源の選定、育種材料の選抜、

特性検定にfIll11できるとともに、選定した出芽直後か

らの耐冷性及び1)'1花・着莱障害耐冷性遺伝資源を交配母

本として利川できる。

３）新農業資材の実用化試験

ｱ）除草剤および生育鯛節剤

（畑作園芸科、大豆科、栽培システム科）

①秋まき小麦に対する除草剤「ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ乳剤」

②大豆に対する除草剤「S･482頼粒水和ﾊﾞﾘ」

③てんさい（移ｉｆ）に対する除草剤「BAS-656乳剤」

④てんさい（移ｉｆ）に対する除草剤「ＮＩ)-55乳剤」

⑤てんさい（直播）に対する除草剤「NIBA-O61噸粒水

和剤」

⑥ごぼうに対する除草剤「All-OI液剤」

⑦だいこんに対する除草剤「ZK-I22液剤」

⑧秋まき小麦に対する茎桿伸長抑制剤「エテホン液剤」

⑨ばれいしょに対する茎菜枯凋促進バリ「All-OI液ﾊﾞﾘ」

ｲ）殺虫剤および殺菌剤（病山科）

①ばれいしょの黒あざ病に対するアゾキシストロピン水

和御ＩＦ（未登録）の効果

②ばれいしょの疫病に対するアミスルプロム水和ﾊﾞﾘF(未

登録）の効果
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２．論文､資料及び刊行物印刷

（１）研究論文

7）作物研究部

○三好智明・鳩坂扶美子・田中義則・白井和栄・村１１１吉

平・高宮泰宏・萩原誠司・足立大１１１．粒大が極めて大

きく、裂皮の少ない大豆新品種「ill青５２号I平成１８

年度新しい研究成果一北海道地域一：41-44(2007)．

○中道浩司・吉村康弘・小林聡・西村努・他永充(Ill・佐

藤奈奈・佐藤導謙・荒木和哉・柳沢朗・今友親・吉田

俊幸・土屋俊雄・白井滋久・鈴木孝子・白井和栄・奥

村理．穂発芽に強く、デオキシニバレノールノゲ染が少

ない春まき小麦新品種「北見春６７号｣．平成１８年度

新しい研究成果一北海道地域一：37-40(2007)．

○藤田正平・近藤則夫・島田尚典・村田吉平・内藤繁

男．アズキ落葉病菌の新レースに対する抵抗性遺伝資

源の探索と遺伝様式．育種学研究，：87-,5(2007)．

ｲ）生産研究部

○稲野一郎・大波正寿・鈴木ＩＮＩ'１．直播てんさいの出芽

率向上に側する研究(第３報).農業機械学会誌６１(3)

：59-66（2007)． 

○鈴木剛・大波正寿・稲野一郎・梶１１１努・白井和栄

・松永浴．砕土装置付培土機によるばれいしょ早期

培土栽培の生産性向上技術．平成１８年度新しい研究

成果一北海道地域-852-59（2007.11)．

○西村直樹．畑作経営における品目横断的経営安定対策

の影響．北海道農業．３５：46-61（2008)．

○s、Sato,Ｙ・Mukai，LYaInate，Ｊ・Ｋｉｌｌ０，Ｍ．Kllmsaki，八．

IlataiaIIdM・Sngai・EfnccIofPolypIlcIlol-coIltaiIuin8Azllki

Bcan（I'ig"ａｎ"gﾉｲﾉqris）Ext｢ａｃｌｏｎＢｌｏｏｄＰ｢cssurc 

E1cvaIioIlandMacropllagclIlliⅡratioIliIllllcIIca｢ｔａｎｄ 

Ｋｉｄｎｃｙｏ「SI1onIancollslyllypcrtcnsivcRats，CIiI1icllland

ExpcrimcntaIPha｢macologyandPhysiology，３５：`１３．‘I， 

（2008)． 

○相馬ちひろ・奥村理・力'１藤惇・松島克幸・''１１<隆

志・本1111W之．光センサーによるナガイモのｉＩＭｉｒ（乾

物率・ねばり）測定技術．道立農試集報９１：１５－２２

（2007)． 

○相馬ちひろ・奥村’'1・加藤惇．小豆熱水lIlllll物が

人体の生理調節機能に及ぼす影響．道立農試災報９１

：23-21(2007)． 

○塚本康貴・竹内晴信・北川巌．蛎換畑におけるダイ

ズの生産力判定のためのシリンダーインテークレート

法による土壌物理性評価．水土の知（農業農村工学会

謎）７６(2)：46-47(2008)，

○塚本康貴・竹内晴信・北)|｜巌．泥炭土水田における

砂質客土埋設工法による米粒タンパク質低減技術．農

業土木北海道３０：20-30(2008)．

○１１１村元・澗水基滋・竹内晴信．有機栽培パレイショ

の安定生産技術平成１８年度新しい研究成果一北海

道地域一：ｌＯ８－ｌｌｌ(2007)，

○筋木(lll彦・行昌幸・中１Mt智史．黒ボク士からのアン

モニア郷散に及ぼす土壌ｐＨ・温度・施用窒素形態の

影響．日本土壌肥料学雑誌７８(3)：309-312(2007)．

○flT木仲彦・’１１神正弘・東II1修司・【|】津智史．直播テン

サイの発芽および初期生育に対する作条基肥窒素戯と

施肥位置の影響．日本土壌肥料学雑誌78(5)：417-500

（2007)． 

○筋木(ｌｌｌ彦・束ｌＩ１修司・［'１津智史．直播テンサイにおけ

る全層施肥による初期生育改善とその要因解析．ｎ本

ニヒ壌肥科学雑誌７８(6)：559-564(2007)．

○笛木(ｌｌｌ彦・IlI津智史．降水条件と施肥法の違いが直播

栽培テンサイの根重および糖量に与える影響．１１本土

壌肥料学雑誌７８(6)：S9l-595（2007)．

○fli木伸彦．テンサイの安定生産に向けた肥培管理法に

関する研究．道立農試報告１２０：（2008)．

○佐藤康司・中津智史・三木直倫・中村隆一・笛木(I|'彦

・志賀弘行．秋まきコムギの起生期における士壊硝酸

態窒素診断による窒素追肥量の設定．日本土壌肥料学

雑誌７９：45-51(2008)．

○池田幸子・↑聞水基滋・竹中重仁．生物防除微生物ルー

Ｗ(〃ｏﾉﾉ“"dMFのジャガイモ黒あざ病に対する防除

効果．北ロ本病害虫研報．５８:30-33(2007)．

○小野寺鶴将．チアメトキサムフロアプルの種子塗抹処

１１１によるダイズわい化病の防除効果および塗抹種子に

観察された川芽遅延について．北日本病虫研報．５８：

111-114(2007)． 

○湊啓子・Ｉｉｌｉ水基滋．でん粉粕中に存在するジャガイモ

そうか病菌の飼料利)11場而における動態．平成１８年

度新しい研究成果一北海道地域一：78.82（2007)．

○小澤徹・安岡反二・lil{水雅滋．デオキシニバレノール

汚染に対応した秋まき'1,麦の赤かび病の薬剤防除．平

成１８年度新しい研究成果一北海道地域－：97-100

（2007)． 

○ｉｌ１山尊登・坑岡哲夫・津田昌吾・森元幸・畑谷達児・

不破秀Iﾘ１．精水基滋．おとり植物を利用したジャガイ

－７１－ 



○江部成彦・奥111昌隆・佐々木純・竹内徹．連続戻し交

Ndとマーカー選抜によるインゲンマメ黄化病抵抗性系

統の育成．１１本育種学会第］１３回講演会（2008.3)．

ｲ）生産研究部

○鈴木Ｍｌｌ・稲野一郎・桃野寛・江部成彦．２条軸流コ

ンバインによる金時（インゲン豆）の低損傷収穫．農

業機械学会第６７回年次大会講演要旨：‐（2008)．

○大波]E寿・稲野一一郎・鈴木剛・梶山努．テンサイ直播

栽培における風害軽減を目的とした被ＭＩＩ作物栽培方法

第１報麦類の整地前散播方式．第５回てん菜研究

会講旗発表要旨集：１７（2007.7）

○石111越雄・小咄浩・弘[|'和恵・石橘憲一・加藤惇．

ナガイモの貯蔵性に及ぼす施肥量の影響．日本農業機

械学会第６６回大会（2007.ﾘ」ｌ～１４）

○liull絵里・小峨浩・ﾘ/叩和恵・石橘窓一・力Ⅱ藤惇．

近赤外分光法によるナガイモの品質iＨ１定．日本農業機

械学会第６６回大会（ポスターセッション）（2007.,.11

～１４） 

○力11藤涼．小豆の栄養成分と機能性．第２回十勝小豆

研究会（2007.11.9）

○加藤惇・奥'１１昌隆・相馬ちひろ．インゲンマメ（金

時頬）の品質特性に及ぼす窒素栄養条件の影響.食１W】

科学工学会北海道支部大会(2008.3.8）

○塚本康貴・北川巌・竹内Wi信．泥炭土水田での砂質

客ﾆﾋ埋設工法による水稲の窒素吸収抑制効果．農業土

木学会北海道支部研究発表会(2007.1030）

○塚本１W〔賞・神野桁信・竹内１mV信．道央台地圃場におけ

る二|:壌水分環境が小麦生育に及ぼす影響，１]本土壌肥

料学会北海道支部大会(2007.12.5）

○簡木(''１彦．土壇肥料研究の多様化と現場対応．北海道

士壊肥料協議会平成１９年度現地検討会シンポジウム

（20076.1,） 

○↑1｢i木ＩｌＩｌ彦・佐藤１W(司・竹内Wf信・佐藤仁・中津智史・

加藤涼．投入窒素評点法によるテンサイの窒素吸収

llli子i11ll・日本土塊肥料学会北海道支部大会(2007.12.5）

○佐藤康司・iljilt智史・竹内Ⅱ/i信．北海道十勝地域にお

ける地帯別気象条件と秋まきコムギの生育特性．ロ本

二h噸肥料学会ｊ１Ｉ京大会（2007.8.22）

○W|水艦滋．北海道における畑輪作技術によるバレイシ

ョ等減農薬栽培への取り組み．第７回持続的畑作農業

研究会講演要行：１１－１８（2007)．

○Il111l尊登・反岡哲夫・畑谷達児・津111日吾・不破秀'ﾘ１

．i肘水基滋・森元幸．主要ばれいしょ品種のジャガイ

モ塊茎褐色輪紋病に対する抵抗性の品種ｌｌｌ１差異．「1本

械物病理学会報．７３：２２８（2007)．

モモップトップウイルスの多検体土壌診断法．平成１８

年度新しい研究成果一北海道地域一：１０１－１０３(2007)．

ｳ）技術普及部

○S11usoKawamllra,Kazlll)iroTakckIlm,Ili(lcyukiTakcnilM 

NcwCombiIMlliｏｎｕｓｃｏｆＴＩｌｉｃｋｎｃｓｓＯ｢adcrandColo「

so｢lcribrBrownRiccFiI1cSortin８．１，rocccdingsor 

InIcmationalSclninarollAgriclI1tllralSmlclll｢ｃｎｌｌ(Ｉ 

ＡＢ｢icultu｢ａｌｌ〕ngiIlccring：61-67．Dcccll】bcr811I-9I11，２007．

NationalTaiwanUnivc｢sil》',Taipci,Taiwan．

(2)学会講演および口頭研究発表

７）作物研究部

○大西志全・山崎敬之・三好智明・田｢|'義I1ll・ダイズ製

｜M1粒の発生要因の解明と発生の品種ＩｌＩ１兼，ロ本ﾃﾞｱｲ１１i学

会・日本作物学会北海道談話会会報．４８：00-100

（2007)． 

○潮坂扶美子・'1]中義則・白）|:和栄・村111吉平・三好智

Ｉﾘ1・高宮泰宏・萩原誠司・足立大山．北海道で蛾も粒

が大きい白目大豆新品種「中育５２号｣．育種学研究．

９（別２）：110（2007)．

○池H1達也・大西志全・三好智明・千H1峰生・石本政男

・喜多村啓介・船附秀行．ダイズ品種「トヨハルカ」

の耐冷性に関連するOTL･日本育種学会・日本作物

学会北海道談話会会報．４８：101-102(2007)．

○紙谷元一・佐々木純・齋藤美樹・兼平修・橋本lilr三・

三好智明・[11中義則・鴻坂扶美子・大西志全・111瀞暁

子・神野裕情・竹内徹．ダイズわい化ウイルスを媒介

するジヤガイモヒゲナガアブラムシに対する抵抗性の

ＯＴＬ解析とＤＮＡマーカーの開発．ロ本育種学会鏑１１３

回講演会(2008)．

○大西志全・三宅規文・荻平修・鴻坂扶美子・三好智Wｌ

・竹内徹・堀111治邦・紙谷元－．１１１【'１論l1ll．「A(lnlns」

Ｉ{l来ジャガイモヒゲナガアプラムシ抵抗性ＯＴＬの戻

し交配による導入はジヤガイモヒゲナガアブラムシ抵

抗性およびダイズわい化病抵抗性をlr1｣2させる．１１本

育種学会第１１３回講演会(2008)．

○Kollishi，Ｋ､，Kawai．Ｋ､，Sl1iIlladiu，Ｈ､’１､aguclli，Ｍ､， 

lIascgawa,Ｔ､，Yoshida，Ｋ､：AllaIysisofMclalEIcmcnIsoI1 

ColorDcvcloI)nlcntofA(IzukiBcanI》ilslc、lntcrnali()lllll

SyInposilIllloIlMctaⅡonlics2007（Ｎｉｌgo》'6u，ｊＡＩＤＡＮ）
NovcInbCr28-DcccmbCrl､2007.(ポスター発表）

○奥111昌隆・力１１藤惇・竹内瞭信・江部成彦・‘|]lLlt智史．

金時類の茎折れ症状および施肥反応について．１１本土

壌肥料学会北海道支部秋季大会（200か
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障害の軽減対策．ニューカントリーｌ１月号：６４．６５

（2007） 

○大波正寿．麦類を利用したてん菜直橘栽培の風害軽減

対策．農家の友５月号：IOO-lOI（2007）

○大波正寿．安定した杣ちよう促進ヘーバレイショ茎菜

処理機の効果的利用法．農業共済新llIl（2007年７ｊ１Ｉ８

ｎ付）

○鈴木剛．小豆・菜豆のコンバイン収極・乾燥法．農

家の友９月号：94-95（2007)．

oiili谷孝義．野菜流通における通いコンテナの活用．ニ

ューカントリー１２月号：66-67（2007)．

○illi村直樹．協業法人化で生産力維持・拡大と地域活性

化を図る．ニューカントリー７月号：84-86（2007)．

○西村直樹．家族経営を主体とした畑作振興のあり方を

ＩＩＩ１う．ニューカントリー３月号：１４－１５（2008)．

○西村直樹．第Ｉ章１節，２節，３節，第５章１節，２

節，８節，９節．北海道における農業生産法人と農協．

｛｣:団法人北海道地域農業研究所：Ｉ，他（2007)．

○lllm洋文．リスク管理を加味した畑作経営の規模拡大

と部門選択．ニューカントリー２００７年秋季臨時墹刊

号：９６－１１４（2007)．

○１１１}１１洋文．膿業経営に関わる１５語．新板・酪農用語

解説．デーリイ・ジャパン：７２，他（2008）

○力１１藤淳．豆類の種類と栄養性・機能性成分．豆類時

報４８：２－７（2007)．

○ﾉⅡ1藤淳．膿業・農村を消費者とつなぐ「日本の農業

と食を守る味方に｣．ニューカントリー１０月号：14-16

（2007)． 

○ﾉﾉⅡ藤淳．北海道発農ﾉﾉ股前線．ＢＡＤジャパン：1-206

（2007)． 

○加藤惇．「lﾘ)日の豆作り」（平成２０年豆作り講習会

テキスト）豆類の品質．豆類基金協会：25-44（2008)．

○竹内暗信.徹底したい１秋まき小麦の圃場の排水対策．

Ｉ&家の友９ノ1号：90-91(2007)．

○|Ⅱ村元．畑土壌における有機物の長』０１連用が土壌理

化学性と作物収量に及ぼす影響．圃場と土壌１０．１１月

号：53-59(2007)．

○'11村元．食)１１馬鈴しょの有機栽培における安定生産

技術．農家の友１２月号：102-103(2007)．

○'１１村元．食１１)馬鈴しょの有機栽培における安定生産

技術．ニューカントリー１２月号：68-69(2007)．

oIll材元．lrmバレイショの有機栽培技術．農業共済

新聞(2008年３月Sロ）．

○笛木伸彦.イ７機物投入で決まるてん菜の窒素施肥設計．

農家の友７)]号：98-ﾘﾘ(2007)．

○反岡哲夫・中山尊登・hIl行達児・津１１１昌吾・不破秀Iﾘ１

・清水基滋・森元幸．土壌診断によるジャガイモモッ

プトップウイルスの発生状況調査．１１本植物病111学会

報．７３：228-229（2007)．

○小澤徹．北海道の秋まき小麦における赤かび病および

DON汚染低減のための効率的薬剤散布回数の検討．’１

本植物病理学会報．７３：１９５（2007)．

○反岡哲夫・[''１１１尊登・畑谷達児・津１１１昌吾・不破秀|ﾘ１

・清水基滋・森元幸．主要ばれいしょ品種のジャガ

イモ塊茎褐色輪紋病に対する抵抗性の品種間差異(2)．

｛]本植物病理学会報．７`1：８１（2008)．

○小澤徹．赤かび病抵抗性コムギ系統における薬剤散布

回数の検討．第８回赤かび病研究会講演要旨：44-45

（2008)． 

ｳ）技術普及部

○竹中秀行・白旗雅樹・稲野一郎・－１．勝地域におけるば

れいしょ野良生え対簸技術の確立一ストーンクラッシ

ャによる塊茎破砕処理の効果一．農業機械学会北海道

支部第５８回年次大会講演要旨集ｐ46-47,（2007)．

○竹中秀行．Thedevelol)ｍｏｎｔａｎ(lextensioluoftlle

environmentconservationtypeagrotechnologyin 

Hokkaid０．２００７年帯広農村開発教育国際セミナー

（OASERD)．帯広畜産大学.(2007.8.8-,)．

○白旗雅樹．十勝の農業に与える士壊凍結の影騨．１１本

農業気象学会北海道支部２００７年大会講演要旨染：

７－１２（2007)． 

(3)資料および専門雑誌

7）作物研究部

○田中英彦．気象データに基づく子81'１システムと活/'１①

作物生育予測１．水稲．畑で読む北海道の農業気象．

ニューカントリー２００７年夏季臨11ｷ噌刊号：182-185

（2007)． 

○田縁勝洋．【ＶＩ種改良、味な裏話⑬ながいも．北海道新

ｌ１Ｉ１(2007年５月７日付)．

○鳥越昌隆ながいもの機能性と食べ方．ニューカント

リー９月号：96-97(2007)．

○鳥越昌隆．だいこんのおいさいってどう決まるの？

ニューカントリー１１月号：06-,7(2007)．

ｲ）生産研究部

○稲野一郎．牧革収穫機械に関わる１７語．新版・酪農

川語解説．デーリイ・ジャパン：１９３，他(2008)．

○梶山努．てん菜の行力化技術．あぐりぽ－とＮｏ６９

：８－９（2007） 

○大波正寿．てん菜直柵栽培時の風害で受ける初期生育

－７３－ 



○笹木伸彦.有機物投入で決まるてん菜の窒素施肥設計．

ニューカントリー８ノ1号：56-57(2007)．

○笛木伸彦．有機物等の窒素評価に基づくてん菜の窒素

施肥対応．あく,りぽ－とNo.７０：5-6(2007)．

○佐藤康司．小型反射式光度計を用いた土壌硝酸態窒素

の簡易測定法．ニューカントリーリn号：66-67

（2007)． 

○佐藤康司．化学肥料多投は、なぜ、いけないのか．ニ

ューカントリーＩｌｊｌ号：32-33(2007)．

○佐藤康司．秋まき小麦の窒素追肥且（起生ｊｖｌ無機態窒

素診断による)．あぐりぽ－とNo.７０：3-4(2007）

○清水基滋．テンサイ褐斑病菌のＤＭＩ剤iWil性．植物防

疫．６１（８）：15-18（2007）

○清水基滋．少鉦でビシッと効かせる化学H&薬一畑作一

決め手は適期、少fit散布．ニューカントリー４ノ1号：

22-23（2007)． 

○清水基滋．北海道の主要畑作病害虫防除対簸．１１本農

業新聞（2007年５月２１日付)．

○清水基滋．秋まき小麦・病害虫防除のポイント．１１本

農業新聞（2007年10月22日付)．

○清水基滋．豆類の病害と防除対策.農業共済新'１１１（2007

年６月６ｐ付)．

○清水基滋．水稲および畑作における少iiW布技術の現

状と今後の展Ｉ)M、今月の農業．５１（８）：１１－１４（2007)．

○清水基滋．農薬のポジティブリスト制度とその対応、

「まど」欄．十勝毎｢l新１１１１(2007年４月911付)．

○池田幸子．食用ユリの黒腐菌核病の発生生態と防除．

今月の農業．５１（４）：63-67（2007)．

○小澤徹．秋まき小麦のデオキシニバレノール（DON）

汚染低減のための効率的な赤かび病防除方法．あく．り

ぽ－と．６６：１１（2007)．

○小澤徹．秋まき小麦のＤＯＮ汚染に対応した赤かび病

防除対策．ニューカントリー７月号：68-6,（2007)．

○小澤徹．北海道における秋まき小麦赤かび病防除につ

いて．農薬時代．１８０：0-12（2007)．

○小野寺鶴将・池II1幸子．よくわかるＱ＆Ａ大豆繩子処

理の効果と処理方法を教えてください．ニューカント

リー４月号：52-53（2007)．

○小野寺鶴将．北海道におけるダイズの初jU1病害虫の発

生状況と防除-穂子処}1M剤を中心に-.今)]の農業５１(5)

：41-44（2007)． 

月号：20-23（2007)．

○金川二代Wri・水I､地帯での肉牛部''１１導入の留意点．ニ

ューカントリー１月号：72-73（2008)．

○竹１１秀行．農機ピットイン(快適な存作業に向けて)．

ニューカントリー４月号：３２（2007)．

○竹ｉｌ１秀行．農機ピットイン(春作業のコツ)．ニューカ

ントリー５)1号：２６（2007)．

○竹川'秀行，農機ピットイン(符皿作業(除草))．ニュー

カントリー６ノ1号：３５（2007)．

○竹[|'秀行．膿機ピットイン(符理作業(防除))．ニュー

カントリー７月号：３４（2007)．

○竹!''秀行．農機ピットイン(小麦収極)．ニューカント

リー８)1号：３４（2007)．

○竹[|'秀行．農機ピットイン(静IH1作業(蕊)(りり))．ニュ

ーカントリーリノ１号：３６（2007)．

○竹!|】秀行．膿機ピットイン(豆類の収極)．ニューカン

トリー１０月号：３８（2007)．

○竹１１秀行．農機ピットイン(冬を迎える前に)．ニュー

カントリー１１月号：３１（2007)．

○竹il1秀行．技術特集農業機械の上手な利用法「新しい

機械導入のポイント」，ニューカントリー１１月号：

25.27(2007)． 

○渋谷幸平.平成１，年産小麦の総iili､北海道米麦改良.４０

：２－４(2007)． 

○渋谷幸平.2008作物展望「畑作｣．ニューカントリー１

ノ1号：44-45(2008)．

○渋谷幸平．除草剤の使用と['１緋除草,豆類原採種ほの

栽培符IH1,地帯別栽培のポイント,平成２０年明日の豆作

り．’1本豆類濫金協会：94-98,147-148,141-163(2008)．

○渋谷幸平･良質小麦生産のための基本的考え方．北海

道の小麦づくり．北海道米麦改良協会I48(2008)．

○渋朴幸平．２００７道農業の検証「小麦・十勝｣．日本農

業新'''１(2008年１月ｌ５ｐ付)．

○白川(雅lil、小麦の収穫と乾燥調製のポイント．北海道

米麦改良．３７：８－１２(2007)．

○白ﾉﾘ(雅Iil・農業機械の格納前の点検整備．日本農業新

’''１(2007年１１月１日付)．

○111M(雅樹．小麦の収穫と乾燥，北海道の小麦づくり．

８ﾘｰ105(2007)． 

○佐藤仁．１Ｍ質基準クリアのための栽培のポイント．

北海iii米麦改良．３７：３－７(2007)．

○佐藤仁．道束における秋播小麦栽培のポイント．北

海道米麦改良．３８：5-8(2007)．ｳ）技術普及部

○金川三代拾．いまなぜ和牛導入なのか．農家の友ＩＣ

－７４－ 



(4)刊行物印刷

資料名 部科名 部数

平成]８年度北海道立十勝農業試験場年報

平成１９年度事業実施計画書

平成１，年度十勝圏農業新技術セミナー資料

平成１９年度技術体系化チーム試験成績書

Ｈ1,.7 

1119.6 

1120.2 

Ｈ20.3 

３
８
９
０
 

８
３
３
８
 

220 

180 

700 

100 技術普及部

－７５－ 



Ｆ研修及び技術指導

1．研修生の受入れ

(1)農業改良普及員研修

対象者等 担当科研修項目

普及指導員高度専門技術研修（畑作） 斉藤（｣ＪＩｌ富良野)、釣谷（検111北部）

麻生（十勝東北部）

技術普及部

栽培環境科

'1１９．6.25～ 

６２９ 

地域課題解決研修（秋まき小麦赤かび病の

現地実態調査）

技術普及部

病山科

田川、海１１１（本所）、須田（西部）、

高橋、平１１１，畠１１１（東部）

1119.7．９． 

9.12,11.27, 

11201.23 

山田（十勝本所)、高fiI[木（網走本所)、

Ｈ１島（後志本所)、渡邊(網走美幌）

技術普及部

栽培環境科

病山科、経営科

普及指導員専'１技術研修（畑作） Ｈ１，.7.3～ 

７．６ 

改良普及員緊急課題解決研修（普及奨励新

技術研修）

十勝支庁管内普及貝 技術普及部

畑作凧芸科、栽培

環境科、

病山科、経営科

1120.2.8 

(2)ＪＩＣＡ研修

担当科

栽培環境科

研修内需・研修４ｋ（人数）研修コース

JICA（集団）土壌の診断と保全コース ジョブレポート発表会

（帯広'１J際センター）

Ⅱ10.5.21 

栽培環境科北海道における農業技術の開発と普及

および施肥基準の決め方・土壌診断の

活用法、北海道農業における土填診断

・環境保全技術JIC八研修生Ｗｊ

JICA（集団）土壌の診断と保全コース '-119.5.31～ 

６．１ 

技術普及部農業技術'１}1発と技術将及の制度と現状

ＪＩＣＡ研修生Ｉ］名

ｊｌＣＡ（集団）アジア・アフリカ地域畑地

帯農業管理普及職員コース

Ｈ11.7.10 

栽培システム科ジョプレポート発表会

（帯広lZ1際センター）

ＪＩＣＡ（集団）低投入型農業生産管理シス

テムコース

1119.7.30 

栽培環境科アクションプラン発表会（帯広国際セ

ンター）

JICA（集団）土壌の診断と保全コース '1１９８．２ 

栽培システム科馬鈴しょ収機機の性能調査

ＪＩＣＡ研修生８名

ｊICA（集団）低投入型農業生産管理シス
テムコース

1119.8.30 

栽培システム科ジョブレポート発表会

（帯広lZ1際センター）

ｊｌＣＡ（地域別）アフリカのための農業磯

械改良技術コース

1120.1.17 

栽培システム科

技術辨及部

農業機械の整備・修JII1と改良技術

JICA研修生５名

jlCA（地域>jII）アフリカのための農業機

械改良技術コース

１１２０．２．６‐７ 

－７６－ 



２．技術指導

指導・研修内容 対象者等（場所）

生産者、農協職員等（芽室町）

担当科

平成２０年豆作り講習会

大豆、小豆、金時類の品種、栽培法
大豆科、小豆菜豆

科

1120.2.1 

しほるパワーアップセミナー

2007新技術セミナーｉｎ士幌

てん菜新品種、ばれいしょ新品種の紹介、

金時土壌・作物栄養診Ｉ斫

秋まき小麦「きたほなみ」の栽培法

JＡ士幌町生産者１００名 小豆菜豆科

畑作園芸科

栽培環境科

Ⅱ20.3.25 

帯広市食産業振興協議会設立記念講演会

新品種「きたほなみ」について

生産者、一般市民

（粥広市、北海道ホテル）

畑作園芸科1119.11.2 

ながいもに係わる栽培講習会 ＪＡ音更ながいも生産部会（音更町） 畑作園芸科1120.2.14 

馬鈴薯栽培講習会 JＡ音更一般馬鈴しょ部会

(音更町）

畑作園芸科1120.2.25 

ながいも種子に係わる会議 ＪＡ音更ながいも生産部会（音更町） 畑作園芸科1120.2.27 

ながいもに係わる栽培講習会

なたれの栽培技術について

ＪＡ女満別（女満別町） 畑作園芸科

十勝搾油作物推進協議会（音更町十勝

川温泉）

生産研究部長、

培システム科、

営科、病虫科、

作園芸科

栽
経
畑

１１１９」２．１４

農業大学校研修室(農業大学校）畑作園芸機械施設演習「防除作業技術」（講
師）

栽培システム科'119.6.1 

ＪＡ幕別青年部ｴｌｒ業「自作農機具実演会の
審査」（審査委員長）

｣Ａ幕別町職員及び生脈新約５０名（Ｊ
八幕別畜産部車庫前）

栽培システム科1110828 

生産者、関係機関・約２５０名
(札幌市、共済ホール）

第１５回馬鈴しょ栽培講習会（講師） 栽培システム科1120.2」２

十勝東部地区農業士会（十勝農業改良

普及センター東部支所）

栽培システム科バイオ燃料とは？ＢＤＦ原料としてのなた

ね栽培を考える

Il202I1 

農産物収穫残液燃料化新システム協議

会（、帯広市、十勝産業振興センター）

栽培システム科小豆収穫残液の収災迎搬システムの開発 1120.3.12 

酩農法人社員など２３人（帯広市、農

協連ビル）

経営科十勝酪農法人会平成１９年度経営者意見交

換会

'119.5.30 

械業関係者など２５妬（苫小牧市、苫

來(株)）

経営科第１７回苫東アグリ・ラボ研究会 1１１９．８．８ 

経営科農業大学校農業経営研究科0名（農業

大学校）

農村地域計画演習 １１１，」１．１４‐

１５ 

－７７－ 



指導・研修内容

十勝管内畑作経営研究会

対象者等（場所） 実施'1
-

1119.１１．１６ 

担当科

経営科農協職員、普及センターl職員、農業経

憐者等約８０名（帯広Tli、農協連ビル）

十勝農業改良普及センター北部支所職場研

修会

十勝農業改良普及センター北部支所職

１１１７`fｉ（十勝農業改良普及センター

北部支所）

経営科

オホーツク地域農業活性化シンポジウム 経営科

農村地域計画演習 経営科1120.2.20-21 

平成１９年度浦幌町豆類採種組合研修会 経営科1120.2.21 

畑作経営セミナー 経営科1120.].'， 

上川北部農業改良普及推進協議会研修 経営科Ｈ203.27 

てん菜直播栽培講習会講師「低ｐＨ障害対

策・低ストレス施肥法について」

栽培環境科1１１９４９ 

平成１９年度ニューリーダー養成研修，Ｕ

ターン・新規参入者荻礎研修（外部講師）

ニューリーダー養成研修受講者および

Ｕターン・新規参入考雅礎研修受講者

約ＳＭＧ（農業大学校）

生産研究部主任研

究員

1119.4`1０ 

土壌透排水性改善研修会 -}勝農業改良普及センタート勝西部支

所職員ほか（新得町現地161場）

栽培環境科HID.Sｊ１ 

ＲＱフレックス技術学習会 生産者、農協職員、農業関係者約５０

名（音更町）

栽培環境科1110.6.7 

堆肥の施用技術、施Ｎ１効果、減肥対応 J八大正青年部堆肥プロジェクト７名

（十勝農試）

栽培環境科'119.8.17 

十勝農業改良普及センター東北部支所職場

研修会「土壌断面の見方」

栽培環境科1110.0.4 

十勝農業改良普及センター職場研修会「環

境保全と硝酸性窒素の関わりについて」

十勝支庁瞥内普及職員

(十勝膿業改良普及センター四部支所）

栽培環境科Ⅱ1,.10.3 

－７８－ 



指導・研修内容 対象者等（場所） 実施日 担当科

栽培環境科平成１９年度農業大学校総合農産学講義(外

部講師）

農業経営研究科１学年７名

（農業大学校）

1１１９．10.26 

ｊＡ中央会技術研修 ｊＡ常農指導員６糸（十勝農試） 栽培環境科1Ⅱリ.１１．２６

農産物付加価値向上セミナーｉｎ十勝

「豆類の種類と機能性」

一般Tlj民、生産者、加工業者

約400名（農業大学校）

生産研究部主任研

究員

111,」２．６

第56回全道JA青年部大会分科会講師

「てん菜の直播技術、たい肥を有効利Ⅱ}し

た施肥設計について」

栽培環境科111,.12.6 

平成１９年度十勝農業技術連絡協議会研修

会「豆類の栄養性・機能性成分について」

農協職員約７０名（斉更町） 生産研究部主任研

究員

1120.1.11 

鹿追町豆類種子生産組合研修会

「金時類の土壌・作物栄養診断による高品

質安定生産」

生産者、農協職員約４０名（鹿追町） 生産研究部主任研

究員

1120.1.28 

おびひろ農業塾講師「畑作物の有機栽培の

手法について」

帯広巾農業技術センター職員、生産者

等約２０紺（椛広市）

栽培環境科1120.1.30 

生産者．農協職員約１００名

（音更町）

とかちポテトコンベンション２００８

「光センサーによる馬鈴しょのでん粉価選

別と貯蔵性との関係」

「新規萌芽抑制ﾊﾟﾘについて｣

生産研究部主任研

究員、

畑作園芸科

1120.2.6 

北海道士を考える会十勝支部研修会「土壌

診断を活用した肥料コストの節約法」

生産者約100名

（青史町）

栽培環境科1120.2.6 

高品質てん菜づくり講習会講師

「てん菜の適正施肥について」

生産者、農協職員他約200名

（池１１１町）

栽培環境科1120.2.7 

商品質てん菜づくり講習会講師

「てん菜の適正施肥について」

生産者、農協職員他約200名

（大空町）

栽培環境科1120.2.8 

Mi幌町種子組合研修会

「金時類の土壌・作物栄養診断による商品

質安定生産｣

生産打、農協職員約５０名

（帯広市、十勝農協連ピル）

生産研究部主任研

究員

1120.2.21 

生産打、農協職員約５０名

（本】'１１ＩＩＪ農協）

生産研究部主任研

究員

本別町畑作講習会

「金時類の土壌・作物栄蕊診断による商品

両安定生産」

1120.2.26 

栽培環境科、病山

科、技術普及部

麦作生産者、ＪＡ、ＴＩj町村関係者、

（背更町文化センター）

平成１９年度良質小麦安定生産技術講習会 1120.2.29 

－７９－ 



指導・研修内雰 対象者鞭（場所） 実施日 担当科

十勝池田町農協講演会

「農産物の機能性と品質評価技術」
生産者、農協職員約４０名
（池１１１町）

生産研究部主任研

究員

1120.3.14 

土壌診断実態調査 網走腱業改良普及センター網走支所職
員３名（十勝農試）

栽培環境科1120.326 

病害虫研修 アグリカレッジ講座受講者２５渦（十
勝農試）

病山科1119.7.19 

ジャガイモシストセンチュウについて 十勝支庁ジャガイモシストセンチュウ

まん延lyjll1対策述絡会議(十勝ｌ４協連）

病山科1119.7.26 

ホクレン糖区農業技術遮絡会議 技術普及部

栽培システム科

栽培環境科

1110.4.18, 

7.19, 

1120.2.2１ 

農業技術連絡協議会ブロック研修会 技術普及部111,.5.22～ 

5.2〕

しほるパワーアップセミナー

農薬散布技術の歴史と現状
技術普及部1111.7.12 

十勝におけるばれいしょの高品質・多収技
術について

技術普及部
栽培システム科

1119.7.12 

jＡ芽室町新農業経営者育成システム研修 技術普及部、大豆

科、小豆菜豆科、

栽培環境科、栽培

ｼｽﾃﾑ科、経営科、

病山科

Ｈ１９．７．１８～ 

２０，１１．１９～ 

2０ 

稲作経営専攻コース１学年集中講義 技術普及部1119.８．１～ 

8２ 

指導農業機械士研修 技術普及部'119.11.12～ 

’１．１６， 

１１１，，１２」Ｏ～

12,14 

しぼろパワーアップセミナー 技術普及部Ｈ１，」１．２２

JA上士幌町畑作振興会研修会 技術普及部1120.1.17 

ＪＡ営農指導員技術研修

J人幕別町青年部研修大会

平成１９年度ニューリーダー養成研修農業

経営講座（講師）

技術普及部

技術普及部

技術普及部

1-120.130 

1120.2.5 

Ｈ20.2.5～ 

～２．６ 

JA豊頃町麦作振興会講習会 jＡ豊頃町麦作振興会（吝更町-1．勝)||温

泉）小麦生産者７０４，１

技術普及部1120.2｣Ｉ 

－８０－ 



指獅・研修内恋

経営設計樹立に向けて

対象折等（場所）

普及センター職員（十勝東部支所）

担当科

技術普及部

一般講演、その他技術指導

○菊地治己．今なぜ有機農業か？地球温暖化と環境保全型農業を考える．とかち有機ネットワーク講演会(帯広市、

帯広経済センター)．（2007.4.14）

○菊地治己.今なぜバイオ燃料か？地球温暖化と十勝の環境を考える.北海道中小企業家同友会帯広支部清水地区会５

ノ]例会（消水町、文化センター）（2007.5.15）

○菊地治己地球温暖化と十勝農業の未来．おびひろ食育・美育ネットワーク｢食と農，環境に関するセミナー｣．（帯

広市、とかちプラザ）（2007.7.22）

○菊地治己．今なぜバイオ燃料か？地球温暖化と十勝農業の未来を考える．芽室町第２回新エネルギー研究会（芽室

町、町役場）（2007.7.26）

○菊地治己．地球温暖化と十勝農業の未来今私たちがなすべきこと．２００７年帯広農村ｉ)'1発教育国際セミナー(帯広ilj、

幣広畜産大学)．（2007.8.7）

○菊地治己．地球温暖化と十勝農業一豆類生産に)り1侍する－．平成１９年度産地懇談会・第５６回豆類生産流通懇談会

（音更町、十勝川温泉ホテル大平原）（2007.0.6）

○菊地治己．地球温暖化と十勝農業の未来一存機農業の普遍化を目指して－．北海道有機農業認証協会第９期臨時総

会（札幌市、北海道立遊民活動センター）（2007.ﾘ.，）

○菊地治己、八谷和彦、島111尚典、楠木Ｉｉｌｌ彦．磯かな十勝農業をめざして～道立十勝農試の取り組み～,帯広市民大学

講座平成19年度第１７週特別講座（帯広市、とかちプラザ）（2007.9」１～Ｉ`1）

○菊地治己.十勝におけるバイオマス活)11の現状と課題.北海道Ilj小企業家1両]友会帯広支部環境部会loH例会(帯広市、

同友会支部）（2007｣0.17）

○菊地治己．イMi広十勝学(牒業)．ホスピタリティー人材育成セミナー（緋広Tli、とからプラザ）（2007.10｣，）

○菊地治己．十勝農業の発展と農業試験場の役割一頁に豊かな十勝農業をⅡ指して－．十勝管内高等学校地歴・公民

教育研究会（芽室町、【|j央公民館）（2007.11.22）

○菊地治己食と環境子供たちの未来に向けて今私たちに１１l来ること．第５１回帯広市ＰＴＡ研究大会教育講演会

（帯広市、とかちプラザ）（2007.12.2）

○菊地治己.地球温暖化と十勝農業.芽室町生活環境推進会｢不都合な真実｣芽室上映会(芽室町､めむろ_ど)．(2007.12.3）

○菊地治己．地球温暖化と十勝農業の未来今なぜ環境保全型IML業か．おびひろ農業塾第３回研修会(帯広市、農業技

術センター)．（2007.1219）

○菊地治己十勝における持続可能な農業とは？、幕別町アカデミー２１の会研修会(幕>j１１町、農業担い手支援センタ

ー)．（2008.1.19）

○菊地治己．十勝農業の発展に向けて．十勝西部地区｢北海道指導農業士・腱業士｣会冬季研修会(清水町、十勝西部地

区農業改良磐及センター)．（2008.2.6）

○菊地治己．環境にやさしい十勝農業のありかた．おびひろ食育・美育推進ネットワーク｢環境シンポジウム｣(帯広市、

ベルクラッシック）．（2008.39）

○'1]中英彦．北海道における水稲収１Kの現状．温暖化が水稲生産に与える影解についての農業関係機Bll等との意見交換

会（札幌Tl丁、北海道農政ﾘﾄﾞ務所)．（2007」１９）

○島田尚典．いんげんまめを主とする訳１，１業界ｌｒ１け「豆素材雌」の刊行，第１回編集委員会．日本豆緬](金協会（〕|〔京

都)．（2007.11.22）

○荻原誠司．道産豆類の特長と道立鵬試で|)'1発した新,Ｆ１穂．２００７アグリビジネス創出フェアinI1okkaido（札幌Tli)．

（2007.12.7～８） 

－８１－ 



○西村直樹．水111．畑作経営所得安定対簸下における災蒋営農等の動向に関する研究会．農林水産省農林水産研究所所

内研究会（〕|〔京都)．（2008.2.27）

○加藤淳．豆類の機能性と【ＩＩｊ種改良．科学技術週''１１セミナーi圷化海道（札幌Tlj)．（2007.7.30）

○力Ⅱ藤淳．豆類の機能性と１１本型食生活．平成ＩＣｲ1ｴ度全国学校栄縫士協議会兵Iili県支部講習会（姫路Tli)．（2007.7.30）

○加藤惇．′１，豆など豆類の成分と健康性．全国和菜子協会シンポジウム（千雄TlT・大分TlT・姫路市)．（2007｣0.9,

2007.11.27,2008.2.4） 

○力１１藤淳．小豆の栄養・機能性成分と他Lに帯広iiliYl者協会調盃研究部講演会（帯広市)．（2008.2.21）

○力Ⅱ藤淳．豆類の機能性と加工適性．［'１小企業同友会｛|ｆ広支部鵬業経営部会新春例会（ｲﾙ広Tli)．（2008.1,28）

○紬木伸彦.大規模有機農業のための技術|)'1発の取りjWlみ､有機農業技術総合研究大会シンポジウム(江別市)(2008.3.21）

○渋谷幸平、白jM(雅樹、佐藤仁．ばれいしょ品種と栽培について．イllf広市第３【'1学校（１Ｍf広Tli)．（2007.5.9）

－８２－ 



３．参観・視察者対応

（１）主な参観・視察者

訪問団体等

除草剤現地検討会（日本植物調節ﾊﾟﾘ研究協会北海道支部）

担当部科 訪|}llp

Il19.6.12 作物研究部長、作物研究

部主任研究員、畑作園芸

科、栽培システム科

4０ 

安全性確保プロジェクト現地視察

北海道種苗協同組合（えだまめの品種特性圃場検討会）

作物研究部長、大豆科１０ 1１１９．，４ 

作物研究部長、

部主任研究員、

科、大豆科

作物研究

畑作園芸

1８ '119.0.13 

jＡきたそらち青年部雨竜支部 大豆科、小豆菜豆科 1119.8.24 

ゲノムプロ草型現地検討会 大豆科 1１１９．９．１２ 

ＪＡ道央青年部

山本忠信商店及び卸商

1h本忠信商店及び生産者

ＪＡ美瑛町豆・麦作生産部会

ＪＡ斜里町豆類生産部会

芽室町アグリ・ミセス

ＪＡ女満B'１町小豆コンバイン利)11組合

帯広畜産大学別科

jＡきたそらち青年部雨竜支部

ホクレン消費地豆類問屋集団（豆類生育状況視察）

とうや湖農協豆作振興会

１１１本忠信商店関連需要寺

京都府製餡工業組合

東海澱粉(株)、（株)お菓子の香梅

苫小牧市農業委員会

真狩村野菜生産組合ナガイモ部会

」Ａ美幌町

青森県八１１１田農業協同組合

小豆菜豆科

小豆菜豆科、大豆科

1１１９．６．５ 

1119.6.22 

小豆菜豆科、大豆科 1119.6.27 

小豆菜豆科、畑作園芸科2０ 1119.6.28 

小豆菜豆科141 １１１９．７．４ 

小豆菜豆科 1１１９．７．９ 

小豆菜豆科

小豆菜豆科

1119.7.12 

1119.7.23 

小豆菜豆科、大豆科 IⅡ９．８．２４ 

小豆菜豆科、大豆科 1119.8.29 

小豆菜豆科 1119.8.30 

小豆菜豆科 1１１９．９．３ 

小豆菜豆科． 1119.，.１０ 

小豆菜豆科 1119」０．３１

小豆菜豆科 '1１９．１１．１６ 

畑作園芸科 1119.7.12 

畑作園芸科

畑作園芸科

畑作園芸科

1119.7.12 

1119.7.13 

1119.7.25 洲f広畜産大学畜産学科

－８３－ 



訪問団体等

北上地区野菜広域営農集団地推進協議会

議長会宗谷線部会行政視察研修

人数 担当部科 訪問日

畑作園芸科10 '１１，．１１，１３ 

生産研究部長、栽培シス

テム科

'1１，８．２０． 

北海道農業大学校農産経営学研究課樫１年生 生産研究部長 ｌｌＩ９」０．１７

１１１札内村農業機械銀行

京都府南丹農業改良普及センター

栽培システム科 111,.7.24 

牧略システム科、小豆菜

豆科

111,.9.14 

丹波ひかみ農業協同組合 栽培システム科、技術普

及部

'110.,.27 

栽陪システム科、管理科十勝教育研修センター

独立行政法人農畜産業振興機構

ＪＡとまこまい広域

１１１９．１０.]0 

栽培システム科 '１１，．１１．６ 

栽暗システム科、畑作園

芸科、病虫科

1119」２」４

栽培システム科

生産研究部主任研究員

岩手県農業研究センター

(株)中村屋・研究開発室

1120.1.23 

1119.6.14 

生藤研究部主伍研究員、

大豆科

ホクレン販売本部食品販売室（エダマメ） 1119.9.4 ６ 

栽培環境科ホクレン清水製糖工場、同【|】斜里製械工場、同女iilli別種子

工場、同本所原料課

約３０ IⅡ9.6.21 

栽培環境科北海道米麦改良協会 1119.6.26 

紋培環境科ＪＡ美瑛町豆・麦作生産部会 1119.6.28 

枚培環境科豊頃町麦作振興会 1119.7.3 

栽陪環境科 1110.7.5 ＪＡ木野

栽培環境科 1119.7.6 北海道畑作懇話会

栽培環境科約４０ 1119.7.6 iili幌町相)||農ｴ|｢組合

栽陪環境科 '119.7.10 約２０新得町畑作振興会

牧培環境科 1119.7.13 ３ 脇農学園大学

栽培環境科 1119.9.5 約４０東京農業大学生物産業学部
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訪問団体等

関西晒餡組合

礎’６

担当部科 訪問ロ

'119.10」７生産研究部主任研究員

滝上町畑作振興会 栽培環境科1５ 1119.11.16 

ＪＡネットワーク十勝農産技術対策協議会

（独）中央農業総合研究センター

京都府南丹農業改良普及センター（小豆機械化体系視察）

病山科 '1１９．７．１７ 

病山科1４ 1119,8.2 

技術普及部

栽培システム科

11199.26 

技術普及部足寄町共和小麦生産者組合 Ｈ19.12.19 

（２）参観者・視察者総数

４月：なし、５月：なし、６月：１５１J1体409‘Yb、ﾌﾉ｝：Ｉ，団体４１３名、８ｊ１ｌｌＯ団体163名、９月：９１J1体Ｉ

)】：７団体５６名、１１月：４団体４２名、１２月：２団体２８名、Ｉノ｝：１団体１名、２月：なし、３ｊ１：なし。

:９１J1体ＩＯＭ/】、１０

計６７団体1,212名
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Ｇ広報活動、研究企画・場運営等

広報活動

十勝農試公開デー

時：平成19年７月１８日１３:００～１７:００

所：場内

催：十勝農試

援：十勝支庁、芽室町、芽室町農業協同組合、十勝

農業協同組合連合会、十勝農業改良普及センタ

●
 

、
Ⅱ
〃
夕

１
“
Ⅱ
ｎ
場
主
後

識iii(発表：基調講減｢北海道百年構想十勝農業への)０１

侍｣、情勢報告「北海道の環境保全型農業政策と有機農

業推進法についてj、「道立農試のクリーン・有機農業

技術の開発状況｣、「十勝農業ビジョン2011と環境保全

型腱業｣、話題提供「品目微断的経営安定対策と新たな

経営戦略｣、「脇鈴しよ特別栽培による大規模経営と無肥

料・無農薬栽培への挑戦人「有機市場の将来性と十勝

ｲT機膿産物の生産流通戦略｣、「ＪＡ十勝他IH町の取り組

みについて」

・パネル展示：クリーン農業、有機農業、生産者(JAS有

機･YES1clean等）紹介、有機肥料、計３２枚、

・試食：十勝農試で生産した馬鈴薯（有機栽培、慣行栽

培)、大豆（有機栽培)、ナガイモ（減肥栽培）を加工・

訓nlL提供。

・柵談コーナー、交流会を実施。

参加者：約210名（生産者及び一般110、会社21,ＪAなど

農業団体11、学校5、企業・団体30、ほか）

行事内容：

・見学関係：実験室、マイクロバスによるほ場見学、Ｂ

ＤＦ燃料トラクター。

・ミニシンポジウムテーマ「十勝地域におけるバイオ

燃料生産と利１１１－地域における地球温暖化防止の具体的

第一歩として－｣、話題提供；十勝におけるＢＤＦ生産

の取組、十勝におけるＢＤＦの利用について。

・パネル展示：豆類新品種、栽培技術などを紹介。

・農業技術相談：病害虫や肥料などにIM1して農業者、一

般住民を対象とした技術相談を実施。

・新品種の試食：大豆、小豆を調理加工し、豆乳、豆腐、

餡、煮豆を見学者に提供。

|H1催概要：シンポジウム（基調講演、梢勢報告、パネル

ディスカッション)、パネル展示、相談コーナー、試食

品提供

(3)平成19年度十勝圏農業新技術セミナー

ロ時：平成20年２月２２ｐＩＯ:００～１６:００

場所：幕別町百年記念ホール大ホール

主催：十勝農試

後援：幕別町、ＪＡ幕別町、ＪＡ札内、ＪＡ忠類、

ＪＡ帯広大正、十勝農業協同組合述合会、十勝

支庁、十勝農業改良普及センター

川席祈：５２２名（生産者２２０，ＪＡなど農業団体８８、企

業６６、教育機関`15、市町村１５，国関係５、ｉｉｉ

関係２９、十勝農試職員４５、ほか)。

講波発表：

・新1V１種の紹介：てんさい「11135」・「IlT28｣、ばれい

しょ「CPO4」

・新技術などの紹介：「茎折れを減らし商品質な金時を

作るための土駒・作物栄養診ltIr｣、「非選択性除草剤を大

豆のHliIlllに散布する技術｣、「シードテープで大豆畑の線

虫をらくらく診Wij、「規格別１１１荷に対応したながいみの

栽嬬技術｣、「ｲDKばれいしょ栽培の生育調節ﾊﾞﾘによる茎菜

処剛!とウイルス感染の関係｣、「圃場観察でここまで減ら

せるたまねぎの薬ﾊﾟﾘ散布｣、「ＧＰＳを利用した圃場作業

遮転支援ガイダンスシステム｣、「多収の秋まき小麦新品

種「きたほなみ」はこう作る」、「秋まき小麦「ホクシン｣、

「きたほなみ」の特性に合わせた播種技術j、「今年とく

にi1i意が必要な病害虫」

・要旨集：計l9iUIulKiの概要を記載し、１１|席者に配布。

(2)十勝圏クリーン・有機農業シンポジウム

有機農業総合推進事業（1119～２１、食品政策課Ｉ|『業）

の一環として実施。

１１時：平成19年11月６日１３:００～17:４０

場所：芽室町中央公民館大ホール、展示ロビー

主催：十勝農試、十勝支庁

共催：北海道グリーンテクノパンク

後援：十勝農業協同組合述合会、芽室町、帯広市、北

海道のｲi｢機農業をすすめる会、北海道有機Ｉ&業

研究協搬会、中小企業家同友会ｌＩｆ広支部、とか

ち有機ネットワーク、北海道農業研究センター、

帯広畜産大学、帯広ｉｉｌ１澱者協会、十勝梢澱者協

会連合会、北海道新'１１１社、十勝毎'1新I(1祉

川席考：207名（生産者及び一般34,ＪAなど農業団体22、

消費者協会５，企業･団体38、Ｔｌi町村21,｜司鵬1係

１７，道関係70）
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・パネル展示：計２５枚のパネルを展示ホールに掲示。

・機械装砥の展示：飛散防止カバー付き畦１１{1倣布装悩。

・試食：大豆、小麦、馬鈴しよ、小豆を加工・調IH1した

豆腐、コロッケ、中華饅頭、甘納豆を試食コーナーで出

席者に提供。

ロ時：平成１０年１２月７～８日１０:００～１８:００

場所：サッポロファクトリー（札幌市）

主催：（NPO)グリーンテクノバンク

後援：北海道、ほか

参加者：札幌市民など1,55ｏ人

川展内存：十勝H4試の展示ブースに、豆類新品菰、バイ

オ燃料作物、馬鈴薯有機栽培をパネル、サンプル展示。

試食品提供、研究成果発表「道産豆類の特長と逆立農試

で開発した新品種j・

担当：生産研究部長、大豆科、小豆菜豆科

(4)科学技術週間セミナーin北海道

日時：平成１，年４月.ｌ９ｐｌ３:００～１６:４０

場所：京王プラザホテル（札幌市）

主雌：科学技術振興機構、北海道

参加者：札幌市民など２００人（セミナー）

出展内容：研究成果発表「豆類の機能性と品種改良｣、

パネル展示、新品種子実サンプル、試食品提供。

担当：生産研究部主任研究員、大豆科

(7)第３回スクラム十勝シンポジウム

１１時：平成１，年１１月２，日１３:３０～１６:４０

場所：とかちプラザ（帯広市）

主催：スクラム十勝（帯広畜産大学、十勝農試、ほか）

出席者：約１５０人

１１１展内秤：十勝農試の紹介展示

(5)異業種交流・産学官連携フォーラム北海道ｉｎ

帯広

日時：平成１９年１０月ｌ８ｎｌ２:００～１８:００

場所：ベルクラシック帯広（帯広市）

主催：実行委員会、中小企業基盤整備機構北海道支部

後援：北海道、ほか

出席者：中小企業|)１１係者、’''展機関、試食提供者など約

300人

出展内容：展示ブースに、豆類新品菰、バイオ燃料作物、

有機クリーン農業を展示。

担当：作物研究部長、生産研究部長

(8)ホームページの更新、技術情報の搭載

主催行事開催案内および入札情報を随時掲載した。ま

た、耕作期間は、定期作況報告と病害虫発生予察情報を

毎月更新した。各部・科の紹介ページは、必要に応じて

逐次更新した。十勝圏農業新技術セミナーについては、

要旨集を掲載した。

ホームページの問い合わせアドレス、TokachiAES＠

ag｢i,prcfluokkaidojpへ寄せられた試験研究、技術成果等

に関するメールは、平成１９年度は全部で１３件あり、担

当部科より回答した。(6)2007アグリビジネス創出フェアinHokkaido

２．研究企画・場運営等

(1)諸会議

ア運営会議

毎月第一火曜l]、科長、主査以上によりlW1催し、場

の管理運営に係る事項の協議を行った。

イ研究企画会議

研究企画に係るテーマの発表と協議を随時開催。本

年度は４ハ、５）１，６月、８月及び10月にＩｌＩ１催した。

ウ北海道農業試験会議の研究課題検討会議、成絨会

議及び設計会議に提出する試験研究課題について、５

月、９月、１２月及び２月に場内検討会を行った。

エ現地委託試験に係る成績検討会を１２月611に芽

室町「めむろ_ど」で、次年度設計検討会を３月１７

ｐに当場において|W|催した。

オ＋勝有機農業会議

平成１９年７月25,26日に有機畑輪作現地検討会を

開催し、５］渦参加（うち場員１５名）、現地視察３圃

場、場内試験Ｍ１場視察および意見交換会を行った。

また､平成２０年１Ｊ１１８日に成績検討会議を開催し、

５９ﾂｹﾞi参加（うち場員２６名）、北海道大学大崎満教授

の基調講演と試験課題検討を行った。
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(2)各種委員会

1）梢成

委員

場長指名：総務係長（安全衛生推進者、衛生

推進者)、工藤主任(安全担当者､衛生担当者)、

符理科長（作業主任）

組合推薦：支部長、副支部長、書記長、執行

委員３名

事務局Fill委貝長委員長委員会名

安全衛生委員会 総務課長

（安全符理

渦）

場長（議長）

（安全衛生管

理者）

全科長、技術普及部次長作物研究部長総務課長交通安全対策委員会

土地利用計画委員会

臨時職員雁用委員会

業務委員会

主査（会計)、管理科長を除く全科長

符理科長を除く全科長

総務課長

管理科長

作物研究部長

総務課長 総務係長

管理科長 (''１鉢正志、山崎敬之、田潔暁子、111縁勝洋、

稲野一郎、田村元、小潔微
作物研究部長

涜田敬一、白旗雅樹、佐々木直樹、

松永浩、大波正寿、佐藤康司*、

小野寺鶴将（＊：システム管理技術

森太郎、

萩原誠司、

llllI1洋文、

者）

奥山昌隙＊生産研究部長情報システム委員会

iiilll敬一、白旗雅樹、佐々木直樹、萩原誠司、

Ｈ１瀞暁子、田縁勝洋、鈴木剛、山田洋文、

小野寺鶴将

竹内晴信総務課長生産研究部長図瞥委員会

隔離剛の取扱いについて、Ａ３圃場についてはそうか

猫の菌密度を経年的に調査することとした。車輌洗浄槽

の粧備について、前年度予算で整備された電柱と洗車機

小屋の設侭を確認するとともに、洗Iにたたきの迫力Ⅱ整備

の必要性について確認した。

防風林の轆備について、前年度の伐採の状況、Ａ８圃

場の防風ネット設侭とアカエゾマツの栽植、ならびに本

年度Ｂ１．Ｃ１．，１西の伐採・抜根を実施することを確

認した。

なお、ＤＪ圃場における馬鈴しよそうか病の発生と今

後の対応（土壊iIIi赤を行い、次年度はヘイオーツを作付

けする、秋播小麦の試験はＣ７南圃場で行う）、および８

年輪作[iii１場における地均し馬鈴しょの品種の変更（平成

２１年度から、シストセンチュウ抵抗性の「とうや」に

IiWLきかえる）については、各科に小前協議したうえで、

各々９月と１２月の運営会議において了承された。

2）活動内容

①安全衛生委員会

平成２０年３月２８１]の委員会において、平成１９年度

の健康診断結果及び環境測定結果に基づき、次年度の取

り組み方について検討した。また、前年度決定したＩｌｒ項

について、実施の確認と課題を協議した。

②交通安全対簸委員会

交通事故死全国ワースト１の回避のため、平成１０年

１２月１０日に交通安全研修を実施。平成１９年度全国と

北海道の死亡交通事故状況を比較対比し、事故原因など

や帯広警察署管内死亡事故の特徴などを紹介し、交通ル

ールの遵守などについて職場研修を実施。また、平成２０

年の十勝支庁管内交通安全推進方針について、平成２０

年３ＨＩＯｎＩ１Ｉ１催の迦営委員会において周知した。

③土地利用計画委員会

平成１９年４月１１「1の委員会において、本年度の試験

圃の作付け利用計画、Ｃ２ｍ１場における大豆交雑試験の

実施とＢ４ｌｉｉｌ場のギョウジヤニンニクとウドの処分など

を承認した。なお、’１１水田については、前年同様に雑/iIL

対簸としてj１１回程度の耕転を行い、８月１１１にえん麦

を柵種した。

①臨時職員雇用委員会

OII催実jW(なし。

⑤業務委員会

平成ＩＯ年４ノ1【|'旬から１２月｢１１句まで、原則として毎

週金曜１１午後に委員会を|)'1催した。金曜{】午前までに、
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各科から希望する翌週の腱作業、臨時農技の配属、公用

ilI配車等をイントラネット上のエクセルワークシー|､に

入力し、委員会で調整・決定した。事前におおよその状

況を把握できることから、委員会は順調に進行した。

また、前年度実施した冬jvl間の委員会は本年度はＩ){1催

しなかった。工作物の作成などについては、各科の希望

に個別に対応した。

なお、管理科所符の第２極臨時農業技能員は任/Ｍｊ１間

が４月１６１１から１２月７１１まで，名、５）１１日からＩ２

ｊ１２１ｐまで９名であった。

⑦図書委員会

平成１９年４ノ１１２日に委員会を開催し、購入及び寄贈

図書・魔料の受け入れ、文献リストの整理、製本、貸し

１１lしを行ったほか、次年度の定j01購読誌の購入計画を立

案した。

また､本庁舎図書室および書1illiの大整理を行うと共に、

旧経営科庁舎を図書室分室として整備し、蔵書の一部を

ここに移動・ｌ１Ｉ１架した。

ア）文献リスト（アーエ数値は３月1911現在）

単行本4,550111}、都府県農試4,028冊、農水省系独法

試験研究機関4,280冊、道立農試2,58011)、大学2,184

冊、官公庁資料3,271冊、その他3,7221|｝

イ）受入図書

購入：lli行本０冊、雑誌５０誌（うち国外１３謎）

寄剛Ｉｌｌｉ行本0冊、国内資料１５６冊、雑誌10誌

ウ）製本：外注３９冊

エ）貸川：127111｝

⑥情報システム委員会

平成１０年４月ｌ６ｐに委員会を|)}1ＩＭＩ弘、次の業務に取

り組んだ。

ア）十勝農試ホームページの運用静III1

イ）場内ＬＡＮの保守およびＩＰアドレスの符理

ウ）グループウェアの運用符理

エ）液晶プロジェクターなどの機材蟇符理

(3)職員研修

1）道職員研修

受講者 研修課題 研修場所 研修期ＩＮＩ

白井和栄

八谷和彦

金)11三代１台

千崎利彦

鳥田尚山

森太郎

満田敬一

三好智明

人蛎評価指導者養成研修

人事評価指導者養成研修

人平評価指導者養成研修

新任主幹級研修

新任主幹級研修

新任主査級研修

新任主査級研修

新任主査級研修

力､でる２．７８２０研修室

かでる２．７８２０研修室

道庁別館第１研修室

道庁別館職員研修ｾﾝﾀｰ

道庁別館職員研修ｾﾝﾀｰ

十勝合同庁舎４Ｆ会議室

十勝合同庁舎４Ｆ会議室

十勝合同庁舎４Ｆ会議室

11198.27 

1119.8,22 

1111.8.２８ 

１１１，．８．２２～１９．８．２４ 

１１１，．８２１～’９．８．３１ 

１１１９．９．２０～１９．，．２１ 

１１１９．９．２０～１９．９．２１ 

１１１，．９．２０～１９．９．２１ 

2）技術研修

受講者

八谷和彦

研修課題 研修場所 研修期’１{1

1110.7.13 競争的研究資金活川研修 ＪＳＴイノベーションプ

ラザ北海道

研究職員知的財産研修鳥越昌隆 ｊＳＴイノベーションプ

ラザ北海道

'119.12.19 

研究職員知的財産研修 ＪＳＴイノベーションプ

ラザ北海道

札幌Tl；生涯学習センター

池田幸子 1110.12」９～１９．１２．２０
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受講者

佐藤康司

研修課題 研修場所 研修期’''１

１１１０」２．９～20.3.1研究職員国内研修（堆肥等ｲ｢機質資材の無機

化・硝化速度に対する地温およびlMii熱度の影

響解Iｿ1に基づく肥効評価）

(独)中央農業総合研究セ

ンター

沢ロ敦史 短期集合研修（数理統計基礎編ｕ） (狐)鵬業環境技術研究所 1119.１１．７～１，．１１．， 

(4)海外出張

出張者

梶山努

出張課題 出張先 出張期間

1119.１１．１１～１，，11.19 なたね生産先進地事例調査

民lN1受託試験「十勝地域に適したなたね栽培

技術の確立」による海外事liIl調査

ドイツ（ハノーバー、ハ

ーゼウィンケル）

加工用馬鈴しょ長ﾉﾘ1貯蔵試験調査松永浩 アメリカ（ツインフォル

ズ、ランシング）

Ｈ20.3.10～20.3.15 

(5)表彰

受賞者

菊地治己

表彰項１１ 受賞日

’''９．１２．１１ 

１１１９．１２」４

Ｈ１９．１２．１１ 

１１１９．１２．１Ｉ 

北海道職員表彰（永年勤続）

北農賞品菰育成：水稲籾Ａｌ】ｆｌＩｉ「ななっぽし」

北海道職員表彰（永年勤続）八谷和彦

工藤健一 北海道職員表彰（永年勤続）

(6)職場研修

職場研修

○６ノ｝２１１］,:１５～１１:45、場内圃場、圃場参観リハー

サルを実施、各試験担当者、職員４３人、派遣職員２人。

○１１月Ｉ３ｐｌ３:30～、大会議室、場内健康'１１談会を実

施、十勝支庁産業医山形先生、職員４０人。

○１２月’01111:３０～１２:OS：大会議室、交通Ili故死全

国ワースト１回避のための交通安全研修を実施、職f１

４５人、臨時職員１５人。

長。

○平成１１年９月ｌ４ｐＩ５:３０～１７:30、博士論文報告

「アズキ落葉病およびアズキ茎疫病の抵抗性系統作出

にIl1わる育種学的研究｣上)||農試畑作園芸科藤田正平氏、

「北海道におけるダイズ|H1花期の耐冷性の支配要因の

解析とその育種への応用」北見農試畑作園芸科黒崎英樹

氏。

○平成１０年１１ノ１９１１１６:００～１７:00、テーマ：温室効

果ガスの|ﾙ出に十勝畑作はどう関与しているのか

「膿地における炭素隔離のポテンシャル～広域評価手法

について～」東京農工大院農学府国際環境農学専攻特任

rl(i教授木村園子ドI]テア氏、「農業を起源とする温室効

果ガスイル''1の現状と土壌炭素管理の正要性」北農研寒地

iM暖化研究チーム主任研究員古賀(I|'久氏。

○平成Ｉﾜｲ'二１２ノ１１ｏｐＩ３:００～１５:00、「なたね生産先

進地事例調査（ドイツ)報告」梶'11栽培システム科長、「九

場内セミナー

○平成１９年７月１２１１１５:00～１５:45,「北海道における

水稲品種の冷温登熟性｣香)||大学農学部教授楠行彰人氏。

○平成１９年１０月１５，１５:３０～１７:00,「IWIIl横断政簸

でなにが変わるか」［|'央農試級営科平石学氏、「畑作経

営における【W,|]横ＩｊＶｒ的経営安定対策の影響」iHi付経営科
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州沖縄地区推進会議持続型畑作研究会報告」消水病山科

長、「乾式メタン発酵法に係る本州視察報告」経営科山

田研究職員。

○平成１，年１２月２０日１５:００～１６:30、「農地における

二酸化炭素の貯蔵～資材開発から地球温暖化抑IliIlまで」

○平成２０年３月２７日１３:００～１４:００、国内研修報告

「堆肥等有機質資材の無機化・硝化速度に対する地温お

よび腐熟度の影響解明に基づく肥効評価ｊ栽培環境科佐

藤研究職員。ｌＷ士論文報告「テンサイの安定生産に向け

た肥培管理法に関する研究」栽培環境科笛木研究職員。

(株）リープス代表取締役鈴木善人氏。
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